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竜魔杖ドラグケインのコンダクター








早矢塚かつや





角川スニーカー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ

第一幕　系統樹の魔杖

第二幕　展開リブート

第三幕　レベル３ドライ

第四幕　《Δアミュレット》

エピローグ

あとがき







　プロローグ







　　竜りゆう士し兄さん　へ




　ダアトの任務で僕の代わりに姫ひめ神がみ学園に通うことになったという兄さんに、伝えておかなければならないことがあります。

　僕はモテます。

　僕は、モテます。

　それはもう、人付き合いが苦手な兄さんに対して嫌いや味みではないかと思うほどに、モテてしまいます。

　ウッハウハです☆

　とうとう紳しん士し協定ならぬ淑しゆく女じよ協定を結ぶため、ファンクラブが設立されたほどです。

　昼休みは彼女らと昼食をとり、放課後もショッピングモールに寄り道しながら一いつ緒しよに下校し、週末は半年先までデートの約束がつまっています。一日のスケジュールとデートの予定表を同どう封ふうしておきますので、ご確かく認にんくださ──







　八や戸と埜の竜士は、広げていた手紙を二つに引き裂さいた。

　四つに引き裂き、八つに引き裂いた。

「死ねっ！　爆はぜろっ！」

　竜士と運転手を除いては人気のないガランとしたバスの中、虚むなしく声がこだまする。

　八分ぶん割かつすると同時にばらまいた紙し片へんが、ひらひらと宙を舞まった。




『姫神学園正門前　ゆき』




　前方の電光掲けい示じに、オレンジ色の文字で記された行き先。

　八戸埜竜士を乗せたバスは、都心の臨海地域を抜ぬけて、東京湾わんを渡わたる高こう架か橋きようを走っていた。

　窓の向こうには、空の青と海の青。

　その彼方かなたに林立する都心のビル群。

　空には群れをなして舞うカモメ。

　竜士はこの荒すさんだ気持ちをすすごうと窓を開けると、強い風が吹ふき込んできた。

　鼻にツンとする、潮のにおい。

　周囲を舞まっていた紙片が風と戯たわむれて顔にぶつかってくる。

「あれが……姫神学園か」

　竜士はバスの窓から頭を出して、目を凝こらした。

　高い塀へいに囲まれた、人工の島。

　学園というよりは、刑けい務む所しよといった方がうなずけるような威い圧あつ感かんがある。

「ん？」

　学園の上、不意に何かが光ったような気がして、竜士は目をすがめた。

　朧おぼろ気げな薄うす緑みどり色の光。

　竜士はカバンの中から双そう眼がん鏡きようをとりだして、覗のぞいた。カチカチと中央のダイヤルを回して、その緑色の光にピントを合わせる。

　一目で人知を越こえた異形と分かる、歪いびつなシルエット。

　逆関節の脚きやく部ぶ。

　巨きよ大だいな背部リアユニットと、そこから生えた巨大な一いつ対ついの副ふく腕わん。

　いわゆる機甲オーガニツクギアをまとった、女の子だった。

　長い二本のお下さげ髪がみ──いわゆるツインテール──が、潮風を受けてなびいている。

　その背に負っているものは、おそらく銃じゆう器きの類たぐいだろう。

　しかもその数は、一本や二本ではない。

　双眼鏡を覗き込む竜士の目にも数えきれぬほど──まるでライオンの鬣たてがみのように放射線状に広がっている。

「銃じゆうに、ライオン……あれが、姫神家の《百銃の王ガンズライオン》か？」

　ここに来るまでに目を通した資料を思い出す。

　姫神学園の創設者、姫神マリアの次女──姫神レイヤ。

　猫科フエリスの《系統樹の枝》を宿す、超ちよう攻こう撃げき的な魔杖タクトの持ち主。

　言われてみればその頭には、ネコミミみたいな三角形の突とつ起き物がついていた。

「……あんなところでなにをやってんだ？」

　学園の塀の上に装そう甲こうをまとい、立ち尽つくす姫神レイヤ。

　その紅の瞳ひとみはどこともない虚こ空くうを見つめて、ピンクの唇くちびるをきゅっと結んでいる。

「泣い、てる……？」

　微かすかに、目もとが赤いように見えた。

　──お母様の、ばか……

　声は聞こえない。

　ただ少女の口が、不意にそう動いたように見えた。

「なにやってんだ、俺……」

　見てはいけないものを見てしまった気がして、竜士は双眼鏡をカバンの中にしまった。そして、まるでなにも見ていないと誰だれかに主張するように、バスの座席に背をあずけ、目をつぶる。

　──笑ったら、可愛かわいいんだろうな。

　泣きそうな少女の顔が、すぐさままぶたの裏によみがえり、反射的にそんなことを思う。

「……浮うかれんな」

　わざわざ口に出して、邪じや念ねんを振ふり払はらった。

　いま向かっている場所は、青春をするための場所じゃない。

　任務。そう、任務だ。

「……柳りゆう二じ」

　双ふた子ごの弟の名。

　まぶたの裏、いまもありありとよみがえる光景。

　瓦が礫れきと炎ほのお。

　肉の焦こげるにおい。

　まるで巨大な竜が這はいずり回ったかのように、壁かべや床ゆかが穿うがたれ、逆巻く炎がすべてを貪どん欲よくに吞のみ込んでいった。

　女の子が、笑っている。

　左の瞳だけが金色に輝いている。

　竜の瞳の少女。

　夜や刀と野の竜りゆう華か。

「守れなくて、ごめん……」

「気にしないで、だいじょうぶだから」

　焼け崩くずれていく建物の中、同じ顔の弟を抱かかえ涙なみだを流す竜士に、竜華は触ふれれば壊こわれてしまいそうな笑えみを浮かべ続けていた。

　──だいじょうぶだから。

　竜士はまぶたを開ける。

　目に飛び込んできたのは、オレンジ色の電光掲示の文字。




『姫神学園正門前　ゆき』







　第一幕　系統樹の魔杖







　話は、一週間ほど前に遡さかのぼる。




　　　　☆




「本日君を呼んだのは、他ほかでもない」

　機甲特務群ダアト、極東基地関東分室の司令官室。

　十畳じようほどの薄うす暗ぐらい殺風景な部屋に、舌っ足らずな少女の声が響ひびき渡る。

　見た目小学生ほどの少女──七なな枷かせ咲さく夜やは、その小さな身体からだにはなにもかもが大きすぎるイスに腰こし掛かけ、ウェーブのかかったプラチナブロンドの髪かみをかき上げた。

　床に届かない足をぶらぶらさせ、くりっとした瞳を正面に立つ八や戸と埜の竜りゆう士しに向ける。

「姫ひめ神がみ学園に未登録の《系統樹の根ルーツ》があるというぢょっ──」

　嚙かんだ。

　よほど痛かったのか、咲夜は涙目になってわなわなと震ふるえている。

　その隣となりに控ひかえていた女性の秘書が、ゴホンと咳せきばらいを一つ、口を開く。

「という、情報です。竜士さまにはそれを特定していただきたく、本日はお呼び立ていたしました」

「……情報の出所は？」

「《系統樹札アルカナ》がだしたちぇっか結果た……《女じよ帝てい》《司祭》《隠いん者じや》《ワンドの２》……どれも正位置の《太陽》……かくちぇいぢょうほう確定情報だ……」

　ところどころで言葉を切って、ひりひりする舌を唇の隙すき間まからのぞかせる。

「薬、お持ちしますか？」

　見かねた秘書が聞く。咲夜は首を横に振って、

「いい。あれはまじゅい……ちめたい牛乳にして」

「かしこまりました」

　一礼して、部屋を出て行く。

　その背中を見送りながら、咲夜は再び口を開いた。

「知ってのちょおり、魔杖タクトのみちょおろくしょぢ未登録所持は《規約》違い反はんだが、《系統樹札アルカナ》のちぇっか結果で警察は動けにゃい……今回のおみゃえの──」

「つまり、姫神学園に潜せん入にゆうして《根ルーツ》の所在を確かく認にんし、時と場合によっては回収してこいって事だな」

　竜士の補足に、咲夜は首を縦に振った。

「うむ……ちゃし確か姫神学園には、お前の双子が通っちぇいちゃな？」

　八戸埜柳りゆう二じ。

　竜士と血を分けた、一いち卵らん性せい双そう生せい児じだ。

　少女の問いに、竜士は眉み間けんにしわを寄せた。

「……もしかして、柳二と入れ替かわれってのか？　そんなに長期戦になるのか？」

「姫神学園は魔杖タクト研究の最古参のひとちゅだ。組織もでかい。それにそれも含ふくめて《系統樹札アルカナ》の予言ぢゃ」

「俺には俺のやり方があるぞ」

「たかがみっちゅ任務をこなしたくらいでのぼしぇるな。ちゃん単なるカード占うらないのちぇっか結果だが、それでもバカに出来にゃいのがげんぢゃい現代のカード占いだ」

「むぅ……」

　そのことは、竜士自身も承知している。

《系統樹札アルカナ》というソフトウェアを用いて一部のコンダクターが行う未来観測は、正しく解かい釈しやくされれば恐おそるべき的中率を誇ほこる。そのカード占いが実装されるようになった現代の天気予報は、この一年たったの一度しか予報を外していない。

　強しいて問題を挙げるとすれば、バタフライ効果すらも把は握あくしようとする未来の演算には相応の設備と時間がかかる。咲夜が「確定情報」と宣言できるような予知を手に入れることが出来るのは、ダアトに複数台設置されているスーパーコンピューターをフル稼か働どうしても三日に一度が限界だった。

　──便利なんだけど、不便なんだよなぁ……欲しい時に情報が得られるってわけでもないし、断だん片ぺん的てきだし……

　竜士は煮にえ切らない気持ちで、腕を組んだ。

　そこで、さきほどの秘書がお盆ぼんを片手に戻もどり、グラスになみなみと注がれた牛乳を咲夜の前に差し出す。

　待ちかねていた少女は、それを受け取ると一気に飲み干した。

「ふぅ……どうも浮かない顔をしているな。イヤか？」

　鼻の下に白いヒゲをつくって、竜士を見つめる。

「……まぁ、できれば弟はあんまりダアトこつちの仕事つごうに巻き込みたくなかったな」

　竜士が正直な気持ちを言うと、咲夜は肩かたをすくめた。

「お前らがそんな吞のん気きなことを言っていられる身分か……まぁ、どうしてもと言うなら、他の誰かに任せるが──もう一つ、これも《系統樹札アルカナ》の情報だが、夜や刀と野の会かいの残党が侵しん入にゆうしているという情報もある」

　夜刀野会。

　その言葉が出た途と端たん、竜士の目の色が変わった。

「やめるか？」

「いや。夜刀野会の連中だっていうんなら、行く。柳二も協力してくれると思う」

　一いつ瞬しゆん、きっぱりと言い切った声は自分の言葉ではなく、何か目に見えぬものに言わされているような錯さつ覚かくを覚えたが、その違い和わ感かんを竜士は吞み込んだ。

「そうか……それを聞けてよかった。姉さんは安心しました」

　咲夜がにこりと微笑ほほえむ。

　タンポポの花が咲さいたような、ささやかながらも可か憐れんな笑顔だった。

「誰が姉さんだ」

「三年前おまえたちを拾ってから、私はずぅっとおまえたちの良き姉であろうとしている。あ、間ま違ちがっても母親ではないぞ？　私はまだこんなにでかい子どもがいるような年なんかじゃないからなっ」

「はいはい……」

「適当に返事すんな！　ほんとにまだ二十×歳なんだぞ！　ロリババァとか陰かげ口ぐち叩たたいたらぶっ殺すからな。心底傷つくからな！　責任とらすぞ！」

　いつものスイッチが入った咲夜は、イスの上に立ち身を乗り出して主張する。

「分かったから、唾つば飛ばさないでくれ……」

「禁断の愛だろうとなんだろうと温かい家庭を作るからな！　私は子ども二人と抱だき枕まくらになるもふもふな犬を飼いたいぞ！　……と、時に竜士くん、君いまいくつだっけ？」

「十七だけど」

　すると、咲夜はすっと無表情になってイスに座り直し、組んだ手の上におでこをのせてため息を一つこぼした。

「さすがに、十×歳差はまずいよなぁ……」

「頼たのむから一人で盛り上がって勝手に冷静にならないでくれ……」

　それと、かくしている部分の数字がかなり絞しぼり込めてしまっている……

「まぁいいや。そっちのことについてはいずれ二人でゆっくり話し合うとして、さっさと任務の準備をはじめろ。必要なモノがあれば言え。なるたけこっちで調達してやる」

「なりすます以上、あいつと同じ鎖蛇科ウイスペラの魔杖がいるな……俺がリンクできるやつ」

「それは確かに手配に時間がかかるな……しかし、竜に蛇へびか……さすがに双ふた子ごだな」

　咲夜のその言葉に、あえて竜士は返事をせず、さっさと司令官室を後にした。

　無機質な印象を与あたえる廊ろう下かを歩きながら、一年以上会っていない双子の弟のことを思い出す。

　何事もそつなくこなせる男だ、心配はなかった。

　──どうせ、中学ん時みたいに、女の子に囲まれてるんだろうなぁ……

　そこに至って、はたと気がついた。

　双子の弟、八戸埜柳二と入れ替わるということが、一体どういう事態なのかを。




　　　　☆




　──魔杖タクト。

　今より二十年ほど昔、突とつ如じよ世界各地で発はつ掘くつされだした金属片。

《系統樹の枝》と呼ばれる様々な生物の遺伝情報を内包した、現代の賢けん者じやの石。

　あるいは「生ける金属バイオメタル」とか「無機物生命体」とも言われている。
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　当初からその存在は、一いつ般ぱんの人々に広く公開されることはなかった。

　そもそもこの金属片がなにに由来するものであるのか分からなかったからだ。

　地球上の生物の遺伝情報を内包した、しかし、地球上には存在するはずのない物質。

　とある生物化学の研究者は、その存在の矛む盾じゆんと異質さをそう表現した。

　材料工学を専門とする国立大学の教授はこの発見によって人々の生活は劇的に変化すると予言した。

　宇宙より飛来した地球生命の起源であると言い出したのが誰だれなのかは、もはや特定することもできない。

　発見から五年の経過とともに、いつの間にかその存在は、人々に知られるようになっていた。世界の各地に官民一体となった専用の研究機関ができたのも同じ頃で、東京湾の埋め立て地に作られた私立姫神学園もまた、その一つである。

　もっとも、できたばかりの頃ころの名めい称しようは姫神研究所。現在のような学園の体てい裁さいをなしたのは、それからさらに数年後のことである。

　研究は、当初遅ち々ちとして進まなかった。

　魔杖を科学し、一般化しようとしたのが、そもそもの原因だった。

　魔杖は科学の埒らち外がいにいた。

　論理にとらわれぬ不可解な意思を持ち、生きていた。

　言葉を発する口も文字を記す手も持っていないが、それらは生きているがゆえに、ワガママだった。

　魔杖は、使い手を選んだ。

　特に第二次性せい徴ちよう期を迎むかえたばかりの少年少女を好んだ。

　選ばれた使い手はコンダクターと呼ばれ、彼らの協力によって、ようやく研究は進みだす。

　コンダクターによって、展開リブートされた魔杖タクトを、人類は機甲オーガニツクギアと名付けた。

　機甲は、《系統樹の枝》が宿した生物の遺伝情報に基もとづく生態的特とく徴ちようを模す。

　それと同時に、必ず武器、あるいは兵器としての性質を帯びる。

　鉄板を切り裂さくような鋭えい利りな刃はや、彼方かなたから敵を射い貫ぬく銃じゆう火か器きを、まるで熊くまがたやすく人を殺せる腕わん力りよくと鋭利な爪つめを持つのとおなじように備えているのだった。

　魔杖は生まれながらの兵器であり、即そつ刻こく処分すべきであると唱える人がいた。

　まるでこの金属は人類の兵器の歴史を記き憶おくし、その形状は武装こそが生物の本能であると主張している。

　あまりにも非社会的。

　多くの人々がそれに賛同する声を上げる一方で、それと同じくらい魔杖に興味を抱く者もいた。

　選せん択たくを突つきつけられた『世界』は、最終的に次のような結論を下す。

「魔杖は生きていると同時に、未知の物質である。処分、または封ふう印いんを決意するにはいまだ時じ期き尚しよう早そうである」




　かくして、世界的規模で魔杖の研究は推進されることとなった。




　　　　☆




「──とまぁ、いろいろ複雑な事情を背負ってる魔杖ですが、みなさんも姫神学園に所属していることで《指揮者規約》に縛しばられると同時に、保護されています」

　姫神学園二科生Ｂクラスの教室。

　小太りの男性教員が、教きよう壇だんに立ち、間延びした声で授業を続ける。

「生徒手帳に全文記き載さいしてあり、入学時に熟読していることと思いますが──武力を有する者はそれなりの道徳規き範はんに則のつとって行動しろということですな。消防官や自衛官の方々にストライキ権がないのは、中学校で習ってると思いますが、みなさんは──」

　──だるぃ……

　教壇から見て後ろから二番目の窓まど際ぎわの席。

　八戸埜柳二として何食わぬ顔で授業を受けている八戸埜竜士は、欠伸あくびをかみ殺して机の上に突っ伏ぷした。

　──朝からなにもかも、おかしい……

　五十メートルほどしかない男子寮りようから校舎までの間に話しかけてきた女の子の数は実に十人に上った。

　教室に入るとさらにクラスの半数の女の子がやってきて（ここでもう数えるのを諦あきらめた）、再び囲まれる。

　脈みやく絡らくなく、「昨日の日曜日、クッキー作ったんだけど、作り過ぎちゃって……べ、別にあんたに食べて欲しいとかそんなこと考えてたんじゃないんだから、かかか勘かん違ちがいしないでよねっ！」とバニラエッセンスの香かおりのするピンク色の包みを押しつけられる。

　何よりもひどかったのは、土曜日と日曜日にデートの約束をしていたという二人の女の子がやってきて「ドタキャンなんてひどいよぉ」と泣きながら詰つめ寄られたこと。

　幸い彼女たちは柳二に連れん絡らくを取り、何時間も待ちぼうけを食くらってはいないとのことだが、灰色の週末を過ごしたお詫わびに今日の昼休みは一いつ緒しよに昼ご飯をと言いだし、それを聞いた他ほかの女子生徒と口論になっていた。「今日はあたしたちの順番よ」と。

　──……死ねばいいのに。

　生まれてこの方、今日ほど実の弟に対して殺意を覚えた日はない。

「はぁ……」

　これからしばらくこの環かん境きようで暮らさねばならないのかと思うと、自然とため息が出た。

　授業が始まってようやく解放されるかと思いきや、様々な角度から視線を感じる。

　窓の向こう側で何かがキラリと光った気がするが、見なかったことにした。

　向かいはちょうど三科生の教室のはずだが、まさかそんな、双そう眼がん鏡きようのレンズが反射した光などとは思いたくない。

「柳二くん、柳二くん」

　不意に、つんつんと背中をつついてくるシャープペンシルの先の感かん触しよく。

　竜士が振ふり返ると、後ろに座る女子生徒が身を乗り出して話しかけてきた。

　かなり近い……が、少女はそんなことを気にしている様子はまったくない。周囲の女子たちが「ちっ」「ちっ」「ちっ」と各おの々おの舌打ちをして、小太りの男性教員はたぶん見えているのだろうが、無視して授業を続けている。

「な、なんだ……？」

　確か名前は、葉は桐きり火ひ影かげ。

　つやのある綺き麗れいな黒くろ髪かみを肩かたほどで切りそろえて、ぱっちりとした瞳ひとみを向けてくる女の子。鱗翅目レピドプテラのコンダクターで、魔杖との限界リンク適性はレベル２ツヴアイだったはず。

　柳二になりすます以上、クラスメイトの顔と名前ぐらいは一いつ致ちさせなければと、必死に覚えたのだった。

「どうかしましたか？　なんか今日は、いつもよりも元気ないですよ？」

「そ、そう……か？」

「そうですよ。いつもだったらみんなのケンカも練乳とガムシロップをかけた氷砂糖よりも甘い台詞せりふで止めてしまうのに」

「胸焼けを起こしそうな甘さだな……」

「それに授業中も窓の向こうの先せん輩ぱいにすら美形フラッシュをまき散らすことを忘れない柳二くんが、そんな風に背中を丸めてるなんて……体調悪いんなら、保健委員の火影が、保健室までお連れしますよ？」

「保健室、か……」

　いきなり初日からエスケープかよと思わないでもなかったが、正直このまま不特定多数の女子の視線にさらされ続けるのは、竜士にとって耐たえがたいのも事実だった。

　保健室で休めるとなれば、自分を監かん視しする者はいなくなる。

　もしかしたらそのすきに、《系統樹の根ルーツ》の手がかりを探し出すこともできるかもしれない。

　そしたらもう、とっととこんな場所とはおさらばだ。

　十秒ほど考えた末、竜士はうなずいた。

「それじゃあ、お願いしようかな……」

「了りよう解かいです」

　火影は嬉き々きとしてうなずいて立ち上がり、

「先生、八戸埜くんが体調悪そうなので、保健室に連れて行きます」

　ざわつく教室。

「ああ、了解」

　まるで面めん倒どうの種が消えて良かったというように、男性教員は即そく断だんで了りよう承しようした。

「じゃあ、いきましょう。立てます？」

「ああ、大だい丈じよう夫ぶ」

　竜士が席を立つと、サッと火影がその手を取って、歩き出す。

　二人が廊ろう下かにでると、教室から次々とイスの脚あしが床ゆかを擦こする音が聞こえた気がしたが、竜士はなにも考えないようにした。

「先生、私も保健室！」「生理痛が……！」「柳二とのお腹の子どもが！」「は？　なにいってんのよあんた！」

　弟よ、本当に死ねばいいのに……




「なぁ？　保健室に行くんじゃあ、なかったっけ……？」

　五分ほど火影に手を引かれるまま右へ左へと連れ回されて、やってきたのは三階にある机とイスが並べてあるだけの人気のない空き教室だった。

「なに言ってるんですかぁ、保健室なんて今ごろうちのクラスの女子でごった返してゆっくりできないですよ」

「ゆっくりって……」

　竜士が振り返ると、火影は後ろ手に教室の扉とびらを閉めて、おまけに外から開けられないようにつっかえ棒まではめて、にこりと微笑ほほえんだ。

「柳二くんは、火影をおふとんにすればいいんですよ」

　──はぁ？

　少女の言葉の意味が分からず疑ぎ問もん符ふを頭に乗せる竜士。

　その目の前で、火影はしゅるりと、制服の胸のリボンを解く。

「ちょ、なにを──」

　竜士が問いかける間も無く、ワイシャツのボタンを外していく。すぐさまピンク色の下着に包まれた胸むな元もとが顕あらわになると、竜士は顔を真っ赤にして目を背そむけた。

「ふふ。なんですか？　そのいつになくかまととぶった態度は。女の子の裸はだかなんて見み飽あきてるものと思いましたが」

　──初めてだよ、初めてで悪いかこんちくしょう！

　心の中でわめく竜士に、火影はいたずらっぽく微笑みかけて、その場でスカートのホックまで外してしまう。

　音を立てて落ちる赤いスカート。

　極力見ないように努める一方で、しかし竜士は、ワイシャツの間からちらりと覗のぞくブラが、ショーツと同じ色であることを確認してしまう。

「ワイシャツとソックスは、あえて脱ぬがない方がいいんですよねぇ」

　柳二の振りをすべきなのか、そのためにはどうすればいいのか。あまりに突とつ然ぜんのことにろくに思考も働かず、その場からぴくりとも動けなくなっている竜士に、火影はてこてこと近寄ってくる。

「ほんとうにいつもの柳二くんじゃないみたい……でも、そういうのもいいかもですね」

　猫ねこ撫なで声で、顔を背けたままの竜士のあごを人さし指でなぞる。

　香こう水すいのにおいなのかなんなのか、花のような甘い匂においが竜士の鼻び孔こうをくすぐる。

　ヤバイ、ヤバイヤバイヤバイヤバイヤバイヤバイヤバイヤバイヤバイ！

　理性がぎしぎしときしむ音が聞こえる。

　──マジか柳二？　本当にお前はこんな学園生活を過ごしていたのか？

　──死ねばいいよ？

　──本気で死ねばいいと思うよ？

「じゃありゅーじくんもぉ、脱ぎましょうねぇ」

　火影の指先が、竜士の学生服のボタンに触ふれる。

　その瞬しゆん間かん、はたと我に返ったように、竜士は火影の指先を払はらっていた。

「へ？」

　竜士の行動が予想外だったのか、火影は目を丸くして驚おどろきの声を上げた。

「あ、ごめ……」

　火影は傷ついたように、竜士に払われた手を胸の前で押さえた。

「えっと……火影じゃダメですか？」

「ダメ、というかなんというか……」

　そもそも自分は、八戸埜柳二ではないし……

　ぶちまけてやりたい衝しよう動どうをぐっとこらえて、竜士はとにかく焦あせった。

　銃じゆうを手にして迫せまってくる男を相手にしたことはあるが、下着姿で誘さそってくる女の子を相手にした経験はなかった。

「ここまでしてもダメなほど、火影は女の子としての魅み力りよく、ないんでしょうか……」

　教室ではぱっちりとしていた快活そうな瞳を、今は不安げに曇くもらせて、上うわ目め遣づかいに見つめてくる。

　一種の凶きよう器きだ。

　言葉はなく、つい後ずさってしまう竜士を、しかし火影は逃にがさない。

　その手を取って、すっと自分の左胸に押し当てる。

「ば、な──」

　温かい柔やわらかな感触。

　それを通して伝わる、火影の心臓の鼓こ動どう。

　桜色に上気した頰ほおが、蠱こ惑わく的に微笑む。

「えへ──柳二くんのこと考えて、こんなにドキドキしてるんですよ？」

「ひ、ひとち──」

　人ひと違ちがいだ──

　頭に血が上り、耐えきれずそう叫さけぼうとした瞬間──つっかえ棒をへし折って、教室の扉が開け放たれた。

「……え？」

　扉を開け放ったままのポーズで教室の入り口に仁に王おう立だちをしているのは、一人の女の子だった。

　珊さん瑚ご色の鋭えい角かく的なツインテール。

　気の強そうなツリ気味の双そう眸ぼう。

　いかにも不ふ機き嫌げんそうにへの字に曲げた唇くちびる。

「あ──」

　竜士はその少女に見覚えがあった。

　昨日、幾いく本ほんもの銃をその背に負い、姫神学園の塀へいの上で泣いていた少女。

　姫神、レイヤだ。

　レイヤは、ほとんど裸の火影とその胸に手を添そえた竜士を見るや、顔を真っ赤にして口くち許もとを引きつらせる。

「あ、あんたら……こんなとこでなにやってんのよ……！」

「な、なにって……えとその、あ……」

　返答に窮きゆうして戸と惑まどう竜士に対し、火影は前をかくしてレイヤに食ってかかる。

「あなたこそなんですかっ。火影はこれから柳二くんといいとこだったんですよっ！」

「柳二……ああ、あなたが八戸埜柳二……？」

　姫神レイヤは形のいい眉まゆをぴくりと動かして、柳二の名前に反応した。

「あ、えっと……わりと有名人？」

「お噂うわさはかねがね……近寄った女子は、手を握にぎっただけで孕はらませる、姫神の種馬……！」

　これ以上ないってくらい非ひ道どい二つ名だった。

「種『馬』じゃないですよねぇ……柳二くんは鎖蛇科ウイスペラのコンダクターなんだから……まぁ、フロイト的にはアレの隠いん語ごですし、聖書でも誘ゆう惑わくの象しよう徴ちようですから、やっぱりなるべくしてなってるんですかね？」

「ですかね？　と聞かれても……」

　卑ひ猥わいなんだか学術的なんだか、竜士は状じよう況きように飲まれてもうなにも言えない。

　──なんとかして、この場から逃げる方法はないだろうか……
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　レイヤが入ってきた方とは反対側の扉に目をやるが、教室の後ろ半分にきっちりと積み上げられた机とイスで完全に隠かくれてしまっている。

「はぁ。お姉様が……が出たと言うから、わざわざ授業を抜ぬけ出して来てみれば……こんなことだったなんて……」

　深いため息を一つ、姫神レイヤは何かぶつぶつと呟つぶやいている。

　背後の窓から飛び出すというのも考えるが、ここが三階だということを思い出す。

　機甲を展開リブートすればその程度の高さなど問題にはならないが、一いつ般ぱんの学生の魔杖は自由に展開リブート出来ないように電子制御ロツクされている。

　いまここで魔杖を使えば、自分が柳二ではないと言っているようなものだ。

「まぁいいわ……とりあえず学園内での不純異性交遊は校規違い反はんよ。反省室行き！」

「待ってください！　火影たちは愛を語らっていただけです！」

「その格好で愛を語らっていた『だけ』ってのはありえないでしょうが……」

「ならばなんの権限があってあなたに取り締しまられるのですか！」

「守衛委員ガーデイアンの権限よ。学園の風紀と秩ちつ序じよを乱す人を取り締まる委員会」

　知ってるでしょ、とレイヤは眉まゆ尻じりをあげる。

「そんな上のクラス限定の、おまけに恥はずかしいルビ入りの委員会なんてくそ食くらえです！」

　いそいそと制服を着ながら、火影はぷいっとそっぽを向く。

　姫神学園は、五年制の高等専門学校に分類される。

　一学年の人数は五十人ほどで、どの学年も二クラス編成である。火影が「上のクラス」と言ったのは言葉通りの意味で、ＡとＢ、どちらのクラスに入れられるかは成績の順位で機械的に振り分けられる。

　成績の順位というのは無論、魔杖との限界リンク適性だ。

　Ａクラスに属する生徒は寮りようの設備や学費の減額など、Ｂクラスの生徒と比べて様々な点で優ゆう遇ぐうされている。

　この体制は、他ほかの研究機関に後おくれをとらぬよう一人でも多くのコンダクターを集めようとした姫神学園の弊へい害がいだった。

「まったくおかしいですよ。Ａクラスの側にだけ生徒を取り締まる人たちがいるなんて！」

　火影の非難の声に、レイヤは反論する。

「それは、守衛委員ガーデイアンが学園の警護を任される役目もあるからで、そっちはあなたたちには出来ないでしょう？」

「ほらその上から目線！　だからＡクラスの人って嫌きらいなんですよ！　優遇されて、調子に乗って」

「調子になんて……」

　言いかけて、しかしレイヤは口をつぐんだ。確かにＡクラスの生徒がそれだけを理由にＢクラスの生徒を見下している事実と、それを助長する学園の制度は否定できなかった。

「しょうがないじゃない、執行部会うえの意向なんだから……」

　視線を落としぼそりと呟く。

「お姉様だって、頑がん張ばってるのよ……」

　──お姉様……？

　さっきも、そんなようなことを言っていた気がする。

　レイヤが言うお姉様のことも、竜士は事前調査の段階で知っていた。

　三科生にしてこの姫神学園の生徒会長を務める姫神ベルカ。

　二科生の時にはコンダクターを擁ようする学園対たい抗こうの世界大会──通つう称しようグランドフェスティバルで、個人四位という戦績を上げている。

「そう言えば、あなた」

　不意にレイヤが紅玉の瞳ひとみを竜士に向けてきた。

「え？　俺？」

「女の子なら、誰だれでもいいの？」

　空き教室に、凛りんとしたレイヤの声が響ひびく。

　率そつ直ちよくな質問は、しかし、冗じよう談だんで聞いているような響きはなかった。

「えっと……」

　そんなわけはない──と言いかけて、いまこの場では八戸埜柳二である自分が、正直に首を横に振ふってしまっていいのかと、考える。

　竜士が戸惑っているうちに、レイヤの鋭するどい平手が右の頰を打った。

「最っ低ね」

　一いつ瞬しゆんなにをされたのか分からなかった。

　かっと熱くなる頰で、竜士は自分が叩たたかれたのだと悟さとった。

「もう一つだけ教えて。あなた、お姉様とも付き合ってるっていう噂があるけど、本当なの？」

　──なんだそれ。知るか。

　さすがに、カチンときた。

「うるせぇ、シスコン」

「──っ」

　二発目の平手は左の頰を叩いた。




　　　　☆




　だいたい一時間ほど放り込まれた反省室は、机とイスがあるだけの小部屋で、教室よりもよっぽど居い心地ごこちが良かった。

　渡わたされた原げん稿こう用よう紙し十枚に『十代の性の乱れの問題』について書けと指示されたのには苦戦したが、適当にでっち上げた。

　三限目には教室に戻もどるようにと反省文を受け取った教師に言われたが、律りち儀ぎに守る気にはなれなかった。

　動けるときに動いて、一刻も早くこんな任務は終わらせよう。

　そう考えた竜士は、とはいえ、広い学園内のどこを探せばいいのか、分からないことに気づく。

　もしもこんな事態を咲夜に知られたら、どこを探すか見当ぐらいつけておけと言われるかもしれない。一応、お金も受け取っているのだから。

「あー……」

　校舎の外に出ると、七月の陽気に頭と肌はだをやかれる。すぐに額と背中にじっとりと汗あせが浮うかぶが、風が吹ふくと心地ここちよかった。

　姫神学園を囲うあの無骨で巨きよ大だいな塀は、学園内の環かん境きようを考こう慮りよして堅けん牢ろうさを保持しながらも、適度に風が通り抜けるスリットがある。

　材料工学の分野は魔杖の研究で飛ひ躍やく的に成長した数少ない例だった。軽くてタフな素材は様々な現場で求められ、来年には日本産のシャトルが、いよいよ月に飛ぶらしい。

　竜士は手て頃ごろな自じ販はん機きでペットボトルの炭酸飲料を購こう入にゆうして、校舎の外れにあった公園のベンチに座る。

　東京湾わんを埋うめ立てて作られた姫神学園は、外側から見ると白と灰色の無機質な印象を与あたえるが、いざ中に入ってみるとかなり緑が多いことがわかる。

　これは魔杖が宿す生物の遺伝情報を研究するための一いつ環かんだ。

　竜士が立ち寄った公園の中にもビオトープが存在し、そこに魔杖が突つき立てられている。

　詳くわしいことは知らないが、こうすることで圏けん内ないの炭素循じゆん環かんが活性化するのだとか。

　名前は忘れたが、砂さ漠ばくのど真ん中に田んぼをつくってしまったコンダクターと生物学者もいた。

　──現代の賢けん者じやの石。

　竜士に対し、魔杖をそう呼んだ人物の声がよみがえる。

　七なな枷かせ朱と鷺き夜や。

　あの七枷咲夜の妹にして、夜刀野会の研究者。

　──お前はあたしの最高傑けつ作さくだ。

　年をとることを忘れた不世出のコンダクターは、いつもそう言って、子どものような小さな手で竜士の頰ほおをなでていた。

「って、今はそんなこと、どうでもいいんだよ……」

　かなり思い出したくない部類の記き憶おくに、竜士は頭を左右にふって我に返る。すっかり汗をかいてしまったペットボトルのキャップを開けて、あおった。

　爽さわやかな酸さん味みと甘み。

　口の中でシュワシュワと小さな気き泡ほうが弾はじけて、ピリリと舌が痛い。

「さて……どうしようかなぁ」

　そう呟くしかないくらい、どうするべきなのか、分からなかった。

　とにかく、情報が足りない。

　指令を受けてからの一週間で夜刀野会の残党が学園に潜ひそんでいることが「確定情報」に変わったが、他にはっきりとしたものは得られなかった。

　災わざわいや危機と読める正位置の《塔とう》。『七人の支援者サポーター』という言葉も出てきたが、なにを示しているのかは分からない。

《系統樹の根ルーツ》の形状、在あり処か、能力……潜んでいる夜刀野会残党の性別、年ねん齢れい、人数、コンダクターであるのかそうでないのか……

　いまだ行方ゆくえ不明の夜刀野会のコンダクターの中には、魔杖の力で容姿を変えられる者もいた。

　疑い出せばすべてが怪あやしくなって、一歩も動けなくなってしまう。

　とにかく信しん頼らいできる学園内部の協力者が必要で、竜士はその候補として漠ばく然ぜんと姫神レイヤを考えていた自分に気づいた。

　昨日見た、塀へいの上で泣いているレイヤの姿がまぶたの裏に蘇よみがえる。

　直感でしかないが、彼女ならば信用してもいいのではないかと、竜士は思った。

「しかし、もう、無理だろうな」

　自然とため息がこぼれる。

「ため息をつくと、幸せが逃にげるといいますよ」

「──え？」

　隣となりから少女の声。

　まるで気配がなかったことに驚おどろいて、竜士は声のした方を見た。

　不意に吹き抜ぬける風。

　長い黒くろ髪かみをなびかせた、純和風のお姫様のような少女。

「こんなところでどうしたのですか？　今は授業中ですよ？」

　柔やわらかな笑えみを浮かべて、少女は竜士を見た。

　その顔を見て、竜士はすぐに少女の名前が脳のう裏りに浮かぶ。

　──姫神ベルカ。

　レイヤの姉にして、この姫神学園の生徒会長。

　驚きよう愕がくに腰こしを浮かせる竜士に対して、ベルカは隣に腰を下ろす。

「何かお悩なやみがあるのでしたら、ぜひこの姫神ベルカにお話ししてはいただけないでしょうか？」

「え？　あ、や……」

　言葉が出てこない。

　何故なぜここに？　という困こん惑わくが表情に浮かぶと、ベルカはさらにくすりと微笑ほほえんだ。

「この学園の性質上、様々な場所に監かん視しカメラは設置させていただいております。魔杖タクトはまだまだ未知の物質ですから、どのような事故が起こっても不思議ではありませんもの」

　それについては、竜士自身も重々承知してはいたが……

「でも、サボり学生を注意するのにわざわざ生徒会長が出向くのは変でしょう……？」

「それは無論──あなたが本当に、単なるサボりの学生ならね」

　心臓が止まるんじゃないかと思う。

　核かく心しん的な言葉を、天気の話でもするような穏おだやかな口調でベルカは言った。

「な……なんの、ことですか？」

「とぼける必要はありません。我々が所持する《系統樹札アルカナ》もそれなりに性能が良いのですよ？」

「へ、へぇ……」

　竜士は曖あい昧まいにうなずきながら、次のベルカの言葉を待った。

「で、単刀直入にお聞きしますので、お答えください八戸埜柳二さん。あなたのボスは執しつ行こう部ぶのうちのどなたなのですか？」

　竜士は内心で頭を抱かかえた。

　姫神学園がダアトよりも先に夜刀野会の残党の存在に気づき、独自に捜そう査さしている可能性はあった。

　しかし、自分がそれに間ま違ちがわれる事態を失念していた。

　おそらくは、《系統樹札アルカナ》の解かい釈しやくミスだろう。

　こちらも手続きをふまずに潜せん入にゆうをしているのだから、怪しまれるのは当然だった。

「ちょっと待ってくれ……落ち着いて話し合おう。執行部のボスとか言ったか……？」

　執行部というのは、この姫神学園の経営を取り仕切っている執行部会の略りやく称しようだ。

　人数は四人いて、竜士の記憶では、姫神姉妹の母であり学園の理事長である姫神マリアも、その中に含ふくまれていた。

　つまり、その四人の中に夜刀野会の残党が紛まぎれ込んでいるということだろうか？

「ここまできて、とぼけるのですか？」

　毒のない笑顔でベルカは告げる。しかしその柔らかな声には真しん剣けんのような鋭さが潜んでいた。

「勘かん違ちがいだ……まずは俺の話を聞いてくれ」

「ぜひもなく、あなたのお話はお伺うかがいさせていただきます」

　竜士の提案に、ベルカはうなずいた。

「無論、無力化してからですが」

「──っ！」

　反射的に、その場から飛び退のいた。

　瞬しゆん間かん、手にしていた炭酸飲料のペットボトルが、はじけ飛ぶ。

　──狙そ撃げき？

　竜士は咄とつ嗟さに、銃じゆう弾だんが飛んできたと思われる方向に対して木こ陰かげに身を隠かくした。

「当たっても大だい丈じよう夫ぶですよ？　レイヤちゃんにはちゃんと非致ち死し性の弾たまを使うように言っていますので」

「レイヤちゃん……？」

　その名前を聞いて竜士は、一時間ほど前に頰に二つの紅葉もみじをくれた少女の顔を思い出した。そう言えば彼女は、何かぶつぶつと言っていた。

　お姉様が……と言うから、授業を抜け出して……とか。

　要するにレイヤは、あの時点ですでに、自分の事を追っていたということだ。

「そういうことならこんな回りくどいことしないで、反省室で尋じん問もんでもなんでもすれば良かったろーが！」

　──『十代の性の乱れの問題』について原稿用紙十枚書かされるよりは、よっぽど建設的な時間を過ごせただろうに！

「すみません。あの空き教室の件から重ねて占うらなってみたところで、ようやくあなたが侵しん入にゆう者であると特定できましたもので」

　ベルカの春の陽気のような吞のん気きな声。

　どこからか放たれる銃弾が木の肌はだを削けずって竜士の足あし下もとの地面を抉えぐる。

　地面に埋め込まれた弾だん丸がんは、ゴム製のスタン弾のようで、他ほかに同じような弾だん痕こんがいくつも地面に広がっていた。

　──散さん弾だんで、確かにこっちを殺すつもりはないようだが……

　立て続けに降り注ぐゴム弾の雨。自分を逃がさぬように、レイヤがこちらに近付いているのが気配で分かった。散弾であるため、有効射程が短いのだろう。

　──近くにいるなら、対処のしようはあるか……？

　腰のポーチに挿さした魔杖の柄えを一度握にぎり、いや、と考えを改める。

　ここで二人とことを構えるのは得策ではない。

　竜士は、木陰に隠れたまま、声を張り上げた。

「聞いてくれ！　俺は夜刀野会の残党じゃない！　機き甲こう特務群ダアトの極東基地関東分室に所属する八戸埜竜士、この姫神学園に在ざい籍せきする八戸埜柳二の双ふた子ごの兄弟だ！」

「ダアト？」

　ベルカが手を上げると、散弾の雨が止やんだ。

「……何かそれを、証明できるものはありますか？」

　どうやらこちらの話を聞くつもりはあるようで、竜士は胸をなで下ろした。

「上司に電話を繫つなぐ。携けい帯たい電でん話わを投げるから、キャッチしてくれ」

　制服のポケットから取り出した携帯電話を手早く操作して、咲夜にかける。

　すぐにはつながらず竜士が苛いらついていると、十数回目のコールの後、

『見た目は子ども、心は大人、七枷咲夜ちゃんは今お昼ひる寝ね中です。ピーという発信音の後にメッセージを──』

「上司は今お昼寝中だぁっ！」

　携帯を地面に叩たたきつけ、やけくそになって叫さけんだ。

　バスバスバスっと、容よう赦しやのない銃じゆう撃げきが再開される。

「それでは、部下のあなたも仲良くお昼寝しましょう」

「一応こっちも、そっちが夜刀野会の残党じゃないっていう確証がなきゃ指示に従うことはできない！　執行部の中に混じってるっていうのは、本当なのか？」

「こちらの《系統樹札アルカナ》が出した確定情報です」

「執行部の中には、あんたらの母親、姫神マリアもいただろう！」

　その途と端たん、ぴたりと銃撃が止んだ。

　木の陰かげから見ると、再びベルカが片手を上げてレイヤの射しや撃げきを制止していた。

「レイヤちゃん、どう思います？」

「……わかんない。でも、分かってて言ってるなら、実じつ弾だん込めても許されるかも」

　姉とは対照的な凛りんとした声が、竜士にも届いた。

「ですね」

　──なにか、まずいことを言ってしまっただろうか……？

　身を潜ひそめる竜士は黙だまって二人の下す答えを待つことにした。

「あと」

　レイヤの声が、思い出したように付け足した。

「たとえダアトの人間だったとしても、女の子なら誰だれでもいいとかいう男は、死んでもいいと思う」

「あらあら」

「言ってねぇ！」

「授業をサボって女の子の胸を揉もんでいるようなやつに頼たよる気はない」

「噂うわさに違たがわずエッチな方なんですね」

「誤解だ！　さっき言ったとおり、俺は八戸埜竜士！　エッチなのは弟の柳二の方だ！」

「鼻の下伸のばしてたわ」

「伸ばしてねぇ！」

「うそよ。私は見た」

「でたらめ言ってんじゃねぇ！」

「でも胸を触さわってたのは本当でしょ」

「ぐぬ、あれは──」

「そこまでにしましょう」

　ベルカの冷ややかな声に、竜士もレイヤも口をつぐむ。

　一いつ拍ぱくの間を置いて、ベルカは再び口を開いた。

「いいでしょう、八戸埜竜士さん。我々はお昼寝中の上司さんが目を覚ますまで待つことにします。上司さんには、いつ頃ごろ連れん絡らくがとれるのでしょうか？」

　竜士にとってはこれ以上ないほどありがたい提案だった。

　一いつ瞬しゆん「どうして？」という疑問は抱いだくものの、それはひとまず置いておいて、あわてて答えた。

「あと一時間ほどで、目を覚ますと思う。サクラ属プラナスのコンダクターで、この時期のこの時間帯は昼寝をするんだった」

　魔杖とコンダクターのリンクは、表面的なものではない。

　時に、コンダクター自身の遺伝子配列にすらも影えい響きようを及およぼして、魔杖が内包する《系統樹の枝》の生物的特性が、副次的に現れてしまうことがある。

　咲夜の場合は、花の開花時期が体内時計に影響を及ぼしていたはずだ。

　あのレイヤの珊さん瑚ご色の髪かみや赤い瞳ひとみも、おそらく同じ現象によるものだろう。

「……分かりました。ひとまず、私の部屋でお茶でもしましょう。竜士さん、よろしいですか？」

「あ、はい……」

　竜士がそう言って立ち上がり、木陰から出ると、

「私は反対よ」

　同じように公園の木の陰かげから、機甲をまとったレイヤが顔を出した。

　姫神学園の制服の上、白い金属光こう沢たくのある装そう甲こうが、陽光にきらめく。

　触ふれれば指が切れてしまいそうな刺とげ々とげしさ。その背にはやはり、獅し子しの鬣たてがみを模したように、何本もの銃じゆう火か器きが放射線状に並べられている。

「私は反対。ダアトだかダーツだか、１・２・３ダァーッだか知らないけど、こんな変態、仲間にする必要なんかないわ！」

「……たしかに、協力してくれる人は誰でも歓かん迎げいという状じよう況きようではありませんね」

　レイヤが強く主張すると、ベルカはあごに手を置いて眉み間けんにしわを寄せた。

「どういうことだ？」

「一応、ちゃんと確かく認にんが取れてからお話ししたいと思いますが、私たちは今、それなりに難しい状況に立たされています」

「そ。あんたみたいな変態を引き入れたら、足手まといになるわ」

「変態かつ足手まとい……」

　竜士にも中学を卒業してからのこの一年とちょっと、ダアトのエージェントとしてやってきてそれなりにプライドはあった。

　半年の訓練を経へてこなした事件はこれまでに三つ。どれも百点満点とは言いがたい結果だが、乗り越こえてきた修しゆ羅ら場ばもある。

　竜士の表情が不ふ機き嫌げんにゆがんだのを見るや、レイヤは不敵に笑った。

「なに？　なんか言いたいことがあるんなら、はっきり言ったら？」

「うるせぇ、黙ってろ……」

　竜士は、レイヤを信用しようと思っていたかつての自分を思い、恥はずかしくなった。

　こいつは、ダメだ。

　たとえ利害の一いつ致ちが図れたとしても、ウマが合わない。

　睨にらみ合う竜士とレイヤ。その二人を脇わきから見ていたベルカは、手をポンと打って、何か閃ひらめいたように提案した。

「では、こうしましょう。上司さんが目を覚まされるまでの間、竜士さんが私たち姫神学園の問題に立ち入る実力があるかどうか、模も擬ぎ戦で判断させていただきます。上司さんの確認が取れて竜士さんに実力があると分かったら、私の方から正式に協力をお願いします」

「お姉様っ」

「模擬戦の相手は、レイヤちゃんがやってくれるわね？」

「え、あ、う……」

　レイヤがチラリと竜士を見る。

「なんだよ、俺とやって負けるのが怖こわいのか？」

　挑ちよう発はつする言葉が、するりと出た。

　言った直後、竜士はこういう台詞せりふは自分の柄がらじゃないなと思ったが、レイヤに対する苛いら立だちは、それに勝った。

「ムカッ！　なによやってやろうじゃないの！　あとで吠ほえ面づらかくのはそっちなんだからっ！」

「おーおー、やれるもんならやってみろよ！」

　差し向かい、火花を散らす二人。

　姫神ベルカはそんな二人を見つめ、ひっそりと唇くちびるの端はしを上げた。




　　　　☆




　二人に連れられて竜士がやってきたのは、姫神学園の地下にある闘とう技ぎ場だった。

　打放しコンクリートの壁かべが延々と続く殺風景な場所で、広さはサッカー場ほど。天てん井じようは高く、高さは十メートルはある。

「ルールはどうしましょうか？」

　闘技場の中央までやってきて、ベルカが二人に尋たずねる。

「時間、得え物ものともに無制限のデスマッチ」

「姫神学園ごと破は壊かいするつもりですか？」

　レイヤの提案にベルカは肩かたをすくめる。

「どちらも武器は非殺傷のものに限ります。レイヤちゃんはペイント弾。竜士さんの基本武装はなんですか？」

「刀だな。刃はをぬけばいいか？」

　竜士が答えるとベルカはうなずき、レイヤはせせら笑った。

「原始的な武器ね。あんたにお似合いだわ」

「いちいち突つっかかってくんな。武器がいっぱいついてりゃえらいのかよ。お前のあの歩く銃じゆう器き図ず鑑かんみたいな《百銃の王ガンズライオン》のデザインはどうかと思うね！」

「そのダジャレみたいな名前で呼ばないで。私の機甲ギアは《バーストソレイル》よ」

「なんだよ、バーストでソレイルって！　英語とフランス語を一いつ緒しよにすんな」

「なによ、ソレイルって英語読みにしてるでしょうが！　それにバーストはエジプトの猫ねこ神がみのダブルミーニングで単純に英語ってわけじゃ──」

「脳内設定はよそでやれ！」

「実在するんだから脳内だけじゃないわ！　あんた本当にコンダクターなの！」

「お二人とも、続きは模擬戦が始まってからにしてください」

　ベルカが二人の間に入って告げた。

「制限時間は五分間。飛行禁止、武装制限ありの模擬戦とします。レイヤちゃんはあんまりやり過ぎないように。竜士さんは、どのような形であれ、とにかく実力を見せてください。もしも学園の器物を破損した場合、領収書はダアトにお送りします」

「極東基地、関東分室にな」

「了りよう解かいしました」

　ベルカはそれから、竜士たちから充じゆう分ぶんに距きよ離りをとり、

「それでは、始めてください」

　ベルカの合図が聞こえると同時に、竜士とレイヤは制服の上をズバッと脱ぬいで、競泳水着のような、ＯＧオーガニツクギアスキン一枚になる。

　何気ない動作だったが、それ故ゆえに竜士は驚おどろいた。

「俺は仕し事ごと柄がらだけど、姫神学園の生徒はみんな制服の下にスキンを着てるわけじゃないよな？」

「さっき鼻の下伸ばしながら見てたじゃないの」

「うぐ、伸ばしてねぇって」

「平時に制服の下の着用が許されてるのは生徒会と守衛委員会ガーデイアンズだけよ。もしあの時制服脱いでたら、反省文十枚じゃ済まなかったわね」

　守衛委員に選ばれると、平時のＯＧスキンの着用の他ほかに、一いつ般ぱんの生徒に施ほどこされている魔杖の電子制御ロツクもなくなる。

　子どもが武器を持つことを肯こう定ていしていると風当たりが強いが、コンダクターの絶対数が少ないため、《指揮者規約》でもこれらのことはあえて明文化されていなかった。

「なるほど、そりゃやばそうだ」

　二人は腰こしの魔杖をぬいた。

　ちょうど手のひらサイズの、箒ほうき形をした金属の棒。

「「機甲展開リブート・ギア！」」

　二人が発した音声信号に応こたえ、魔杖が淡あわい緑色の輝かがやきを放つ。

　輝きは螺ら旋せんを描えがく光の線ラインとなって身体からだを包み、それぞれの機甲の形状を織り上げていく。

　その過程で、背骨に何かが取り付き、根を張っていくような感覚がコンダクターを襲おそう。

　機甲へと再構成されていく魔杖が、第二の脊せき髄ずいとなってコンダクターとつながった合図だった。

　膨ふくれあがる五感。

　本来は不可視であるはずの光線を瞳はとらえる。空気が肌はだに触れる感かん触しよくが明めい瞭りようになり、やがて、歌声のような音の洪こう水ずいが鼓こ膜まくを震ふるわせ始める。

　それは分解と再構成を繰くり返す魔杖が奏かなでる音楽だった。

　機甲をまとうとき、コンダクターは人の感覚の埒らち外がいにある世界へと一度身を投じる。

　光を縫ぬい上げるように、あるいは魔杖が奏でる音楽を指揮するように、二人はいまや光の束となった魔杖を振ふるう。

　拡張された五感は制御され、凝ぎよう縮しゆくされて、形成される機甲の内部を駆かけ巡めぐり、身体の一部となっておさまる。

　背中から腕うでが生えていく感じ、と言えばいいだろうか。

　自分が、人間の形を離はなれていく感覚。

　人間ではない何かへと変へん貌ぼうしていく感覚。

　それらすべての違い和わ感かんを吞のみ込んで、制御する。

　二人の身体を包んでいた緑色の光の繭まゆが、はじけ飛んだ。

　竜士を覆おおうのは、黒曜石を削けずりだしたような半はん透とう明めいの結けつ晶しよう質の装甲。

　頭部を飾かざるヘッドギアには一いつ対ついの翼つばさ。

　両手には刀身の透すき通った長短一対の刀を握にぎりしめ、両前ぜん腕わん部には銀色の鎖くさりが幾いく重えにも巻きついている。

　対するレイヤは、金属光沢のある白い装甲をまとい、両手には銃じゆう把はと銃じゆう口こうの二カ所に鋭えい利りな刃を備えた拳けん銃じゆうを提さげている。

　猫科フエリスを象しよう徴ちようするネコミミはついているが、放射状に広がる銃じゆう器きラックの武装がなくなり、機甲の弱点ウイークポイントである第二の脊髄を覆う最小限の装甲を背負うのみである。

「形を変えたな」

「レベル２ツヴアイ相当の、モード・山猫リンクスよ。勝負になるように、出来るだけクロスレンジで戦ったげる」

　コンダクターとその魔杖によるが、機甲の形態フオームを状じよう況きように応じて変えることはそんなに珍めずらしいことではない。

　レイヤの《バーストソレイル》は、猫科フエリスの《系統樹の枝》を宿す機甲だ。

　猫科の動物にはイエネコや山猫をはじめとする小型猫と、ライオンや虎とらをはじめとする大型猫の十八属三十七種が存在する。

　魔杖の芯材コアである《系統樹の枝》という名は、生ける金属である魔杖の、その可能性を表現したものだ。

　枝よりは幹に、幹よりは根元に近ければ近いほど、その魔杖の可能性は広がり、状況に応じて様々な形態へと変化することができる。

　その変化をデザインするコンダクターの技量も重要だが、三十七種もの可能性を秘ひめた姫神レイヤの《バーストソレイル》は、高スペックの魔杖だと言えた。

「別に、やりやすい方でやってくれてかまわないぜ？　単に、そっちの形態フオームのが戦いやすいんだろ」

　事前の調査資料で、竜士はレイヤの《バーストソレイル》がだいたいこの二つの形態を使い分けていることは知っていた。

　三十七の可能性をそのまま可能性として残しておくコンダクターは凡ぼん庸ようだ。

　能力や特性を取捨選せん択たくし、煮に詰つめ、研とぎ澄すませる。

　それが魔杖にとっての進化であり、それを志向しないコンダクターは、高次でのリンクを保持できなくなる。

　魔杖は生きているのだ。

　言葉や身み振ぶりではなく、その形状によって、コンダクターとのコミュニケーションを図はかっている。

「勘かん違ちがいしないで、これは試験なの。遠えん距きよ離りからズバズバ撃うって手も足も出ないうちにやっちゃったら、実力の測りようがないじゃない」

「それならそれで、やりようはあるさ」

「なに？　銃じゆう弾だんをそのナマクラでたたき落とすとか？」

「できなくもない」

「じゃあ、やってみなさいよ！」

　レイヤは両手の拳銃をクロスさせて突き出し、同時に引き金を引いた。

　地下の闘技場に、二つの銃じゆう声せいが響ひびき渡わたる。

　竜士は身をかがめて、左手に握る長さ五十センチ弱の短刀を前に構える。

「──《アルゴ・ドライブ》！」

　かみしめるように発せられる音声信号。

　それに応じて、結晶質の装甲の内側を、緑色の文字列が走破する。

　頭部の翼が展開──コンクリートの床ゆかに亀き裂れつが走るほどの踏ふみ込みで走り出す。

　その瞬しゆん間かん──

「──うそ」

　レイヤの視界から、竜士の姿が消えた。

　真しん紅くの瞳ひとみを見開いて、絶句する。

　二発のペイント弾だんが、なんの前まえ触ぶれもなく、中空で破は裂れつした。

　──なにが起こったの？

　瞬またたきをしている間に、赤い顔料の飛ひ沫まつを頰ほおに散らしながら、竜士が肉にく薄はくする。

　身をよじり、右手に握る一メートル近い長ちよう刀とうを振り下ろす。

「はあああっ！」

　鋼鉄と鋼鉄が交差する、甲かん高だかい音が地下の閉へい鎖さ空間にこだました。

　切り結ぶ長刀と、拳銃の銃把に取り付けられたダガー。

　それらを挟はさんで、二人は睨にらみ合う。

「なにこの異常な加速……あんた、本当に鎖蛇科ウイスペラ？」

「蛇へびらしく、搦からめ手も得意だぜ」

　竜士が微笑ほほえむと、不意に交差した長刀の形が崩くずれた。

「え？」

　レイヤには、薄うすい刀身の刃はが折れたように見えた。

　しかし、そうではない。

　竜士の刀は、極ごく細ぼその糸に数珠じゆず状に繫つながれた五センチほどの刃の連なりとなって、レイヤのダガーの刀身に巻き付いていた。

「蛇腹刀ブレードウイツプ⁉」

「こいつはもう、使えないっ」

　竜士が銃をとらえた腕に力をこめると、レイヤは潔いさぎよく右手の得え物ものを放し、後ろに跳とんで体勢を整える。

　刃の巻き付いた銃は竜士の後方に投げ捨てられ、蛇腹刀は再び、カチカチカチと、パズルが組み合わさるように一本の刀へと戻もどった。

「むぅ……」

　レイヤは不満そうに唇くちびるをへの字に曲げて、竜士を睨んだ。

「あんたは私の機甲ギアのこと、調べてきたのよね？」

「仕事だからな、一応」

「不公平だわ」

「相手の手の内が分からないのに突つっ込んでくる方がどうかしてる。そっちが売ってきたケンカだろうが」

「私じゃないわよ！　全部お姉様のせい！」

「はいはい。負け惜おしみとしては五十点てとこだな」

「な──！」

　レイヤは顔を真っ赤にして、左手の拳銃を構えて引き金を引く。

「誰だれが！　まだ負けてなんかないわよ！」

　次々と放たれる弾だん丸がんに、竜士はあわてて飛び退のきながら、舌を巻いた。

　興奮しているように見えて、狙ねらいは正確だ。

　適度に威い嚇かく射しや撃げきを織り交ぜて、先ほどのように加速で強ごう引いんに懐ふところに飛び込まれるのを牽けん制せいしている。

　──弾たま切ぎれの瞬間が狙いか？

　レイヤとの距きよ離りは十メートルほど。

　少しでも隙すきができれば、一気に詰つめ寄れる距離だ。

　──それまでこの銃弾の猛もう攻こうを防ぎ切れれば、勝てる。

「《アルゴ・ドライブ》！」

　再び半透明の装甲の内側を朧おぼろ気げな緑色の輝きが駆け巡り、ヘッドギアの翼が広がる。

　──連続使用は三十秒が限界。さっき使ったから、残りは二十八秒だ。

　鋭えい敏びん化する五感。

　増ぞう幅ふくされる情報量を、竜士自身とその機甲の二本の脊髄で処理する。

　人の視覚にとらえられない銃弾の接近を目で、耳で、肌で感じ当てる。

　大気は粘ねん性せいのある液体のように身体にまとわりついて、銃弾の螺旋の軌き跡せきまでも描き出す。

　──大だい丈じよう夫ぶ、レイヤあいつは俺に、ついて来れない。

　飛んでくる銃弾を紙かみ一ひと重えでかわし、避よけきれぬものは刃で弾はじいた。

　機甲の中ちゆう枢すうとも言える、第二の脊せき髄ずいの反射神経に従って身体は動く。

　機甲をまとっていなければ、身体そのものが破は壊かいされるような速度だ。

　機甲で戦っているのか、機甲に戦わされているのか分からなくなる、魔杖に選ばれてしまったコンダクターの、ある種の境地──

　足首を狙う銃弾をバックステップで避ける。

　人の体重の何倍もあろうという機甲をまとっていても、機甲自身の補助のおかげで動作の一つ一つは軽かろやかだった。

　生物の骨格や筋肉のごとく精せい緻ちにくみ上げられた機甲が、衝しよう撃げきを減げん殺さいし、重い身体からだを持ち上げるのを手伝う。

　乗り込んでいる、という表現の方が正しいかもしれない。

　しかしやはり、まとっている、なのだ。

　機甲はコンダクターの身体の一部分。

　第二の脊髄の処理によって、人間のそれに比して長大すぎる腕や足が、手て袋ぶくろをはめたり靴くつ下したをはいているのと同じ感覚で動かせる。

　動かせてしまう。

「──っ！」

　竜士は舌打ちをした。

　銃じゆうを構えるレイヤには隙がない。

　予想していた以上に、弾丸の装そう塡てん数も多い。

　自動装塡のようなものがあるとは聞いていないが、すべてが一品ものワンオフである機甲の武装を知識で推おし量ることはできない。

　竜士は腹を決め、攻せめに転じることにする。

　レイヤは実じつ弾だんではなくペイント弾を使っており、威い力りよくという点で損している。そのハンデから、防がずにすべて避けるという戒いましめを個人的に科していたのだが、そんな甘いことを考えていれば加速の時間切れで負けてしまう。

　──強い。

　気にくわないやつだったが、そのことだけは認めざるを得なかった。

　加速の残り時間が十秒を切る。

　竜士は、握にぎりしめた左手の短刀を、銃弾を左ひだり肩かたに受けながら放ほうり投なげた。

　手から離はなれた短刀は、まっすぐにレイヤに向かって飛ぶが、レイヤはそれに冷静に対処する。

　ペイント弾を正面から浴びた短刀は、真っ赤に染まりながら弾かれて明後日あさつての方向へと飛んでいき、床に落ちる直前で──方向転てん換かんをする。

　竜士の左ひだり腕うでに幾いく重えにも巻き付いていた鎖くさりは、刀の柄つかにつながっていた。

　竜士は鎖の長さを調節し、短刀の軌き道どうを再びレイヤに乗せる。

　透すき通った水すい晶しようの刃が、円を描えがきながら大気を薙ないで迫せまる。

「やっぱり、腕うでの鎖を見たときからそうなるんじゃないかって思ってたわ」

　レイヤはひょいと後ろに跳んで短刀を躱かわし、竜士めがけて再びペイント弾の雨を降らせる。

　竜士は左手の鎖を根元から切り離した。

　加速の残り時間が、五秒を切る。

　眼前に迫っていたペイント弾を右手の刃で一刀のもとにふし、返す刃でさらにもう一つ。

　刀が起こす風圧がペイント弾の赤いインクをまき散らし、重ねられた斬ざん撃げきがその雫しずくをさらに細かく砕くだく。

　レイヤは驚きよう愕がくに目を見開いた。

　赤い霧きりが、竜士の周囲を覆おおっていた。

　竜士は、無む茶ちや苦く茶ちやに刀を振ふるい、ペイント弾のインクを、赤い霧に変えてしまった！

　これでは竜士の姿が見えない──そう思った瞬間、赤い煙けむりを突き破って長刀が一直線に飛んで来る。

「またそれかっ！」

　それは、通じない。

　向かってくる刃を撃うち落とすべく、引き金を引いて、響き渡る銃声。

　──あれ？

　投げられた刀が消えた。

　駆かけ寄ってくる足音を《バーストソレイル》のネコミミセンサーが敏びん感かんに感じ取る。

　──左。

「──ッ！」

　寸すん分ぶん違たがわず、同時だった。

　竜士の右手の長ちよう刀とうはレイヤの首筋に添そえられ、レイヤの銃じゆう口こうは竜士の眉み間けんをしっかりととらえていた。

　振り下ろしたときに銃口の剣けんが触ふれたのか、竜士の眉間にうっすらと血が滲にじむ。

「ペイント弾のインクをあんなにするのには……驚おどろいたわ」

　悔くやしそうに、レイヤは告げた。

　あれのせいで、飛んできた長刀の意図にまんまと嵌はまってしまった。

　短刀を捨てたことも合わせて、目くらましだったのだと悟さとる。

　赤い霧に身を隠かくした竜士は、刀を投げると同時に、反時計回りに走った。

　それも、投げた長刀よりも速い速度で。

　そしておそらく、ちょうど刀の真横に並んだ地点で鎖をたぐり寄せ、手放した刀を再び手に収め、最後の奇き襲しゆうを仕し掛かけた。

　もっと細かいネタを仕込んでいるのかもしれないけど、たぶん、そんな感じだ。

「はい、そこまでにしましょう」

　ベルカが手を叩たたき、気の抜ぬけるようなおっとりした口調で告げる。

「意外と感度いいんだな、ネコミミ」

「なんか、エロい言い方！」

　竜士は長刀を下げ、レイヤも銃を下ろした。

「スリープ」

　レイヤがそう呟つぶやくと、彼女がまとっていた機甲は、螺ら旋せんを描えがく光に包まれて、手のひらサイズの魔杖へと収しゆう斂れんされる。

　ＯＧスキン一枚の姿に戻った彼女は、脱ぬぎ捨てた姫神学園の制服を拾い上げて竜士とこちらに向かってくるベルカに背を向けた。

「汗あせかいたから、シャワー浴びてくるわ。すぐに生徒会室に行くから」

　用件だけを伝えて、すたすたと地下闘とう技ぎ場の出口へと向かう。

　機甲を魔杖の姿に戻もどしながら、竜士はその背中を見送った。あからさまなほどに肩かたを怒いからせ、大きな足音をたてて去って行く。

「なんなんだ……？」

「三味しやみ線せんを弾きましたね、竜士さん」

　竜士の横に並んだベルカが、クスクスと笑いながら言った。

「三味線？　相手が猫ねこだから？」

「手加減をしましたね、ということです。鎖蛇科ウイスペラの構成種はそのすべてが出血毒を持っていたはずです。その形態的特とく徴ちようが機甲にまったく活いかされていないとは思えません」

「……毒は使えないんだ」

「毒を使えない毒どく蛇へびさんですか。おかしなものもいたものです」

「本題は、俺の実力を見ることだろ？」

「……合格ということにしましょう」

「そりゃ良かった」

　追つい及きゆうの手を逃のがれつつ満足のいく回答を得られると、竜士はホッと安あん堵どの息をついた。ベルカは、そんな竜士を見上げて、

「顔に、インクがついたままですね」

「ああ……俺もシャワーお借りしていいですか？」

「ご案内いたします……と、おでこのそれは、本物の血みたいですね。医務室の場所は分かりますか？」

「いや、こんくらいなら別に、唾つばでもつけとけば」

「唾、ですか……？」

　まじまじとベルカは竜士を見上げると、意を決したように、胸の前でこぶしを握りしめた。

「？」

　意図がつかめぬ竜士が首をかしげると、ベルカはその肩に手を置いて、思い切り背せ伸のびをして竜士の額をなめた。

　──は？

「これで治りますか？」

　ベルカは温和な笑え顔がおで尋たずねた。

「あ……はい」

　狙ねらってやっているのか天然なのか、笑顔の意図をくみ取れず、竜士は自分の顔が赤くなっているのを感じた。
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「それでは、シャワー室へご案内します。お約束とはいえ、間ま違ちがってレイヤちゃんのシャワー室に入ったりしてはダメですよ？」

「しませんよ」

「あの子本気で銃を抜きますから」

「抜くでしょうねあの子なら……」

「ダアトであるという確かく認にんが取れましたら、竜士さんにはレイヤちゃんとコンビで捜そう査さをしていただきたいと思います」

「……なぜ？」

「あの子は弱いですけど、模も擬ぎ戦で手を抜かれたことに気づくくらいには、小こ賢ざかしい一面もあります」

　ベルカは竜士を見上げて、にこりと微笑ほほえむ。

　まったく答えになっていなかった。

「小賢しいって……」

「今ごろシャワーを浴びて呪じゆ詛その一つも口にしていることでしょうが、明日のパートナーとして大目に見てやってください」

「ぱ、パートナーって、なにを言って……」

「不束ふつつか者ものの妹ですが、よろしくお願いします」

　深々と頭を下げるベルカ。

　それが本気なんだと悟り、「冗じよう談だんじゃない！」と思いながらも、竜士はベルカの決定を覆くつがえすのになんと言えばいいのか分からなかった。




　　　　☆




「あーもぅ、むかつく──！」

　負けた。

　姫神学園の地下闘技場に併へい設せつされるシャワーブースで、レイヤは熱いお湯を頭から浴びていた。

　先ほどの戦いを反はん芻すうし、唇くちびるを嚙かむ。

　腹が立つのは、手をぬかれたという、端たん的てきな事実。

　あの男に──あんな男に。

　あの空き教室で火影の胸を触さわっていた竜士の姿を脳のう裏りに浮うかべ、腹立たしくて壁かべを殴なぐる。

　火力では自分の方が勝っていた。あの妙みような加速を除けば、スピードだってそんなに劣おとってはいないはず。

　機き甲こうの性能ではないのだ。

　──うるせぇ、シスコン。

　脳裏に反芻される声。

「うるせぇのはどっちよ」

　絶対に見返してやる。

　そしたら嫌いやな気持ちは達成感にひっくり返る。

　それまでは──忘れよう。

　目をつぶり、肌はだを伝う湯の感かん触しよくとシャワーの音で身体からだを全部にする。

　そして真っ先に思い浮かんだのは、姫神ベルカ。

　できないことはなにもない。

　分からないことは一つもない。

　望むものはすべて手に入れる、一つ年上の姉。

　小さい頃ころから、レイヤにとってのベルカは、手を伸のばしても届かない星みたいな存在だった。

　その姉と付き合っているという噂うわさの男の、双ふた子ごの兄弟。

　噂の真しん偽ぎはひとまず、ベルカはきっと、あの男のことが気に入っただろう。

　そんな気がする。

「私が嫌きらいなものほど、お姉様は気に入るんだ」

　きゅっと、胸が締しめ付けられる。

　このところ、ずっとそうだ。

　ベルカのことを思うと、怖こわくなる。

　心細くなる。

　すべてがなくなってしまえばいいのにと、思ってしまう。

「お姉様……皐さ月つき……」

　シャワーに紛まぎれて一筋の涙なみだが目め尻じりからこぼれた。

　唇を嚙み、身体の震ふるえを自ら抱だきしめておさえる。

　──大だい丈じよう夫ぶ。

　──きっと全部、上手うまくいく。

　姫神レイヤはそう、自分に言い聞かせる。







　第二幕　展開リブート







『で、どうだった？　今日一日僕と入れ替かわってみた感想は』

　登校初日の夜。

　男子寮りようの自室で今日の出来事を報告書にまとめていた竜りゆう士しは、弟の柳りゆう二じからの電話を取った。

「四回だ」

『え？』

「今日一日でお前に対して殺意を覚えた回数」

『同性異性問わず、他者からの妬ねたみは勲くん章しようだよ』

「……たったいま五回に増えた」

『光栄だねぇ』

　──誉ほめてねぇ。

「つか、妬ねたんでもねぇぞ。授業中の監かん視し体制はなんだありゃ？　もう羨うらやましいを通り越こしてご愁しゆう傷しよう様さまってレベルだろ」

『視線一つをいちいち重くとらえすぎだよ。見つめられたら見つめ返す、手を振ふられたら手を振り返す、そういうコミュニケーションなんだって』

「もらったクッキーは？」

　柳二にプレゼントされたものを食べるわけにもいかないと思い、手つかずのまま机の隅すみに置いてあるのを見つめる。

『あげたいっていうんだから、もらえばいいんだよ。で申し訳ないなって思うんなら、放課後のデートで適当にプレゼントとかすればいいんじゃないかな？』

「なるほど。しかしなんですが……放課後のデートは早さつ速そくブッチしてやりました」

『知ってるよ、携けい帯たいに連れん絡らくがあったからね。みんなには適当に、これからしばらくはバイトが入って忙いそがしくなるって言っといた』

　──ありがたい。

　素す直なおにそう思う一方で、一つ疑問が浮かぶ。

「なぁ、そういうこと俺がこっちに来る前にできたんじゃないか？」

『できたよ』

　しれっと返ってくる肯こう定てい。

　本日二度目の携帯電話を放ほうり投なげたくなる衝しよう動どうを、竜士はこらえる。

『僕としては、兄さんにはいち早くその器用貧びん乏ぼうな性格を直してもらいたいからね。僕のコンダクターの才能とは違ちがって、努力次し第だいでどうとでもなるんだからさ』

「……そういうもんか？」

　自分でも気づかぬうちに深刻そうな声で竜士は尋ねていた。

『もしかして、早さつ速そく誰だれかと要いらないケンカとかしちゃった？』

　ぴたりと口をつぐむ。

『図星だね？　誰か名前分かる？　人によっては、フォローしとくけど』

「その必要は、ない……というか、八や戸と埜の柳二関係ではない」

『ということは仕事の関係ってこと？　ヤバイんじゃない』

「ヤバイ、と言うほどでもないけどな……はぁ」

　自然とため息がこぼれる。

　脳裏に浮かぶのは、姫ひめ神がみレイヤだ。

　あの後、無事に七なな枷かせ咲さく夜やと連絡の取れた竜士は、ベルカたちにダアトのエージェントであると認められ、彼女たちから直々に依い頼らいを受けることになった。

　そこまでは、良かった。

　問題は、ベルカが提示した条件。

「それでは竜士さんは、レイヤちゃんとコンビで捜査に当たってください」

　レイヤはすべてを諦あきらめたような表情でその提案をすんなりと受け入れていたが、今日のあの調子からとても上手くやっていけるとは思えない。

　別れ際ぎわ、一応「よ、よろしく……」といった感じで声をかけておいたが、返事はなかったし……

『兄さんは難しく考えすぎで、あと構えすぎなんだよ。もっと自然体で、相手を受けいれる姿勢って言うのかな……今日一日兄さんとして過ごして、周囲に対して壁を作りすぎてたんじゃないかなって思ったよ』

「壁ねぇ……って、ちょっと待て。お前、なんかおかしなことしてないだろうな？　もとの学校に戻もどったら、姫神学園ここと同じような状じよう況きようになってたなんて勘かん弁べんだぞ！」

『ハーレム王に、僕はなる！』

「なるな！」

『ああ、そういえばもうさっちゃんと会った？』

　竜士の罵ば倒とうを遮さえぎるように、柳二は言った。

「さっちゃん？　さっちゃんって──」

　柳二のその呼び名に、思い当たる少女が一人いる。

　楠くすの木き皐さ月つき。

　夜や刀と野の会かいの壊かい滅めつ後、柳二とともに通った中学校で、何かと世話を焼いてくれた一つ年下の女の子だ。

『そう、楠木皐月。前から「コンダクターになるんだ」って聞かなくてね、今年入学してきて、最初はパッとしなかったんだけど……』

「だけど？」

『一月前に、無む茶ちや苦く茶ちやなリンク適性をたたき出して、いきなり飛び級。いま、二科のＡクラスにいるよ』

「あの皐月が……？」

　にわかには信じがたい話だが、リンク適性というのは魔杖タクトとの相あい性しようの問題だ。人ひと柄がらや性格は関係ない。

『明日あたり、声かけてあげてよ。兄さんにすごい、会いたがってたし』

「あー……それはキツイな。関係のない人には、知らせられない」

　もしかしたら、皐月をこの事件に巻き込んでしまうことになるかもしれない。

　その事態だけは、何があっても避さけたかった。

『そっか……じゃあさ……いや、うん。何でもない……』

「なんだよ、歯切れ悪いな」

『いや……今回の件が終わったら、またさっちゃんと僕らで遊園地にでも……と思ったんだけどね。難しいよね』

「あ、ああ……」

　竜士はうなずいた。

　ダアトのエージェントに日常の生活の中で友人を作ってはいけないという規則ルールはない。

　むしろ咲夜は、死と隣となり合う仕事だからこそ、日々に悔くいを残さないようにと言う。

　しかし竜士は「自分の事情に巻き込んでしまうかもしれない」という不安を常に抱かかえ、新たに友人を作ることや彼らと付き合うことを、避けていた。

　──周囲に対して壁かべを作りすぎている。

　柳二の指し摘てきは、正しい。

　自分はそれぐらいでちょうどいいんだと、竜士は思っている。




　　　　☆




　柳二との電話を切って、報告書の作成に戻った。

　本来は仕事が全部終わった後で書けばいいのだが、今回は姫神姉妹との共同捜査になったため、細めな報告を咲夜に求められた。

　今まとめているのは、姫神学園と姫神姉妹の現状についてだ。

　模も擬ぎ戦の後、シャワーを浴びてから生徒会室でベルカとレイヤから説明を受けた。

　言っていたとおり、確かに彼女たちは、複雑な立場にあった。

　その一番の要因が彼女たちの母、姫神マリアの現状だ。

「私たちの母。姫神学園の執しつ行こう部ぶの一人でもある姫神マリアは、一月前から夜刀野会の残党に捕とらわれ、行方ゆくえ不明となっております」

　なんでも姫神マリアは、いち早く《系統樹の根ルーツ》と学園に潜んでいる夜刀野会の残党の存在を察知して、一人で捜査をしていたのだという。

　敵味方がはっきりしない状況であったためか、レイヤとベルカが事態に気がついた時にはすでにマリアの行方は分からず、断だん片ぺん的なメッセージだけが残されていた。

　残党の目的は、俺たちと同じく学園のどこかにある《系統樹の根》で間ま違ちがいないという。

《系統樹の根ルーツ》。

　そもそも系統樹とは、生物諸群間の進化的関係、類るい縁えん関係を系図上に記した生命の木である。

　現代ではその根元に当たる点──根源とか共通祖先センアンセスターとか、ＬＵＣＡ（Last Universal Common Ancestor）とか呼ばれる──を境に、生命は発生したと言われている。

　生命は進化を繰くり返し、様々に形を変えて枝分かれして、今日に至った。

　真正細菌バクテリア。

　古細菌アーキア。

　真核生物エウカリユオータ。

　系統樹を辿たどると、生命はまずその三つの領域ドメインに分かれ、そこからさらに界キングダム、門プリム、綱クラス、目オーダー、科フアミリア、属ジーナス、種スピシーズの、七つの階級に細分化される。

　魔杖の芯材コアである《系統樹の枝》とは、その一部分を切り取ったものとして捉とらえられている。

　たとえばレイヤの猫科フエリスは科フアミリアの階級に属し、十八属三十七種の可能性を従えている。

　階級が上にいけばいくほど魔杖が宿す生命の形態フオームは増え、すべての生命の謎なぞが解き明かされるという根源へと近付く。

　根源への到とう達たつはすべてコンダクターの至上命題であり、それは姫神学園も壊滅してしまった夜刀野会も、手段は違えど目的は同じであった。

《系統樹の枝》を遡さかのぼり根源に辿り着いたとき、なにが起こるかは分かっていない。

　不老不死の完全生命が誕生するという生物学者がいる横で、人類が次の段階へと進む鍵かぎとなるのだという宗教家もいた。

　後者の宗教家をおしなべてバカにできない事態を引き起こしているのが、くだんの《系統樹の根ルーツ》の存在だった。

《系統樹の根》というのは、その根源を飛び越こえて存在した、いわば負の系統樹。

　現生する生物の根源をさらに遡って存在した、神じん代だいの生命の木。

　現代の系統樹の埒らち外がいに存在する、竜りゆうや鷲獅子グリフオン、ペガサスとしか呼びようのない神話上の幻げん獣じゆうの遺伝情報を宿した魔杖が存在してしまったのだ。

　現在、世界中で正式に確かく認にんされている《根ルーツ》の数は十一本。

　どこの機関も喉のどから手が出るほど欲ほつしていた。

　今回の《根》も、夜刀野会の残党の一件が片づいた後で、ダアトと姫神学園でそれぞれ所有権が問われることになるだろう。

　ベルカと咲夜ならばわざわざ火種を生むようなことはしないと思うが、その時のことを考えると、竜士の立場は肩かた身みが狭せまかった。

　──まぁ、そっちは俺が心配することじゃないか。

　ベルカの話によるとマリアの生存は確実らしいが、そのために姫神姉妹は大っぴらに動くことができないでいた。

　根こん拠きよを尋たずねると、亜あ麻ま色いろの髪かみの束を見せられた。

「母の髪です。母が行方不明となった翌日に届けられました。『黙だまっていれば、殺しはしない』という、メッセージとともに」

　要するに、人ひと質じちということだった。

　ベルカは《系統樹の根》を探す夜刀野会の残党の時間稼かせぎだろうと推測し、竜士もそれに同意見だった。

　マリアが残した情報から《系統樹札アルカナ》で占うらなった結果、敵が執行部の中にいると判明したものの特定するまでには至らず、誰だれもが敵である可能性を考こう慮りよすると、頼たよれる者もいなかったようだ。

　──お母様の、バカ……

　不意に、この学園にやってきた日に見た、塀へいの上に立ち涙なみだするレイヤの姿を竜士は思い出した。

「あの時も、このことで泣いてたのか……？」

　ベルカの指示で、明日から竜士はレイヤとともに動くことになる。

　咲夜も交えて話し合い、とにかくは姫神マリアの救出が最優先となった。

　ベルカはその決定に丁てい寧ねいに頭を下げたが、姫神マリアは《系統樹の根》や夜刀野会の残党の情報を握にぎっているだろうという、十二分に打算的な判断だ。

『姫神マリアにここで貸しを作っておくのも悪くはない──』

　ベルカたちを前にそうはっきりと告げた咲夜の声は、悪友に向けるような親しみが感じられた。




　小一時間程度で作業を終えると、ダアトの衛星を経由するラインに携けい帯たい端たん末まつから送信。

　戦せん闘とうに特化したコンダクターである竜士には細かいことは分からないが、この方法ならば内容を覗のぞかれることなく、比ひ較かく的てき安全にダアトへと情報が届けられるということだった。

機甲オーガニツクギアの武装の中には、情報戦などに使われる電子機器などもある。

　姫神学園が生徒の魔杖に施ほどこしている電子制御ロツクや、未来観測システムである《系統樹札アルカナ》などが、その最たる例だ。

「パソコンはともかく、占いの札まで人類の兵器の範はん疇ちゆうか……」

　決して的外れなことではないと、竜士は夜刀野会で教えられた。

　古代の社会において、占いは政治活動として民たみを統治するのに役立っていた。

　当時それがどれほどの的中率を持っていたのかは知らないが、魔杖の力によって電子機器を武装したことで、《系統樹札アルカナ》はもはや単なるカード占いではなくなった。

　未来を予知するというアドバンテージは圧あつ倒とう的な力だ。

　力は攻こう撃げきに使える。

　兵器となり得る。

「お前はなにを考えているんだ？」

　制服を脱ぬいで私服に着き替がえても、腰こしに差したままの魔杖を指で撫なでて、竜士は呟つぶやいた。
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　久しぶりに、昔の夢を見た。

　夜刀野会。

　名前の割りにその場所は、病院のように白に覆おおわれた空間だった。

　竜士はいつもその場所で、柳二と一いつ緒しよにいた。

　──柳二のことを守ってくれ。

　別れ際ぎわ、お父さんとお母さんに、そう言われたからだ。

　柳二の魔杖との限界リンク適性はレベル１アイン。コンダクターの才能は、施し設せつの中で最も恵めぐまれなかった。

　だから竜士は進んで七なな枷かせ朱と鷺き夜やの実験に参加したし、弟を守れるだけの力を求め続けた。

　いつも右目が痛くて、気がつくと涙が流れていた。それに気づいた柳二はいつも持っていた白いハンカチで拭ふいてくれた。

「ゴメンね、お兄ちゃん……」

　──お兄ちゃん？

　──そうだ。あの頃ころの柳二は「兄さん」ではなく、「お兄ちゃん」と俺のことを呼んでいた。

「ゴメンね、ボクのために……」

「別に、お前のせいじゃないよ」

　竜士の手が、慰なぐさめるように月光を梳すいたような銀ぎん髪ぱつを撫でる。

　白い部屋には、本があった。マンガがあった。オモチャがあって、テレビもあって、友達もたくさんいた。

　朝起きて、教室で授業を受けて、給食の牛乳はいつも柳二の分も飲んでいた。

　そして午後は、一人前のコンダクターになるための特訓。

　特訓とは言うけれど、大人たちは竜士たちを遊ばせた。

　それが今は一番の刺し激げきになるらしい。

　機甲をまとい、競技場を走り、空を自在に駆かける。

　刃はを抜ぬいた刀で全力でチャンバラをする。

　ペイント弾だんで銃じゆう撃げき戦せん。二丁拳けん銃じゆうを横向きに交差させて構えるヤツは、昨日見たアニメの影えい響きようを受けてるから危なっかしい。

　機甲をばらして『変形』も『合体』も試ためしてみた。

　右目が少し痛い。

　だけど、楽しんでいたと思う。

　竜士の「こうしたい」という欲よつ求きゆうが研とぎ澄すまされていくと、機甲は無言のまま、形を変えてそれに応こたえてくれる。

　どこにでも行ける。

　なんでもできる。

　それこそ、アニメやマンガの中に出てくる無敵のヒーローになったような全能感があった。

　──竜士、お前はあたしの最高傑けつ作さくだ。

　白衣を着た、自分より少し身長が高い女の子が、頰ほおを撫でる。

　恐きよう怖ふはなかった。

　──こんな奴やつらには負けない。負けるわけがない。

　柳二のことを守るのだと、竜士は挑いどむように七なな枷かせ朱と鷺き夜やに尋ねる。

「今日は、なに？」

「眠ねむり姫を、起こして欲しいんだ」

　七枷朱鷺夜は、八や重え歯ばを覗かせて、悪あく魔まのごとく笑う。




　　　　☆




「おぉ、きぃ、ろぉおおおおおおおおおおおおおおおおっっ！」

　絶ぜつ叫きよう。

　振ふり下ろされる踵かかと。

　受け止めるみぞおち。

　突つき抜ける衝しよう撃げき。

　まぶたから飛び出しかける眼球。

　視界に飛び込んできたのは、足を振り上げたことによって捲めくれ上がったスカートの裾すその奥のリボンのついた──

「しろい──」

「見るなぁああああああああああっ！」

　──なら見せるな。

　顔面パンチを眉み間けんに受け、あまりにも理り不ふ尽じんな暴力に竜士は目を覚ました。

　目を覚ましたのに、身体からだが動かない。

　なにこれ？　天災ハザード？

「おはよぉ、りゅーくん起きた？」

　ひまわりの花を思わせるような、天てん真しん爛らん漫まんな少女の笑え顔がおが覗き込んでくる。

「あ……」

　懐なつかしい顔に、目を見張った。

　昨日柳二が電話で言っていた少女、楠木皐月がそこにいた。

　以前は快活そうなショートヘアだったが、髪を伸のばし後ろで結ゆわえて、ポニーテールにしていた。

　皐月は、首の横からたれる髪の位置を戻もどして「あれ？」と小首をかしげる。

「どったのりゅーくん？　もしかしてイイ場所はいった？」

　こくこくとうなずく。

「ぬぅ……いつもなら華か麗れいに避よけるのに……あ、さては昨日また夜よ更ふかししたな！　今度は誰だれ連れ込んだの？　つか、土日のデートのドタキャンとか昨日の昼休みと放課後とか、りゅーくんのことでわたしのところにクレーム来まくりで困ってるんだけどっ」

　身動きの取れない竜士の眼前に、頰を膨ふくらませた皐月の顔が迫せまる。

　腰に手を当てて怒おこっているポーズなのだろうが、いまいち迫はく力りよくがない。

　寝ね起おきに人を蹴けって殴なぐっておいておまけに怒られているという事態に気が遠くなりかけるが、これもすべて柳二弟の日ひ頃ごろの行いのせいで自分自身には微み塵じんも非難されるいわれはないのだと言い聞かせる。

「あれ？　もしかして本当にヤバイ場所はいっちゃった？　いつもならこれだけ接近したら、耳が腐くさり落ちるような台詞せりふを吐はいて蟻あり地じ獄ごくのごとくわたしをふとんの中に引きずり込もうとするのに」

　用心深げに竜士の額をつんつんと人さし指の先で突つついてくる。

　芋いも虫むしを枝の先でいじる小学生のようだ。

「ふふん、どうやら二十回目の挑ちよう戦せんにしてようやく皐月ちゃんにはかなわないと悟さとったようですな」

　口を『ω』の形にして、得意げな表情。

　さっきからころころ表情が変わるなぁと、ベッドの上から眺ながめ続ける。

「……ん？　まだ起きれない？　熱でもある？　もしかして救急車呼んだ方がいい？」

　皐月の手のひらが、竜士のおでこを覆う。空いた手で自分のおでこを触さわって十秒の吟ぎん味み。

「熱はない。おーいりゅーくん、どったの？」

「……あ」

「あ？」

　尋たずねてくる皐月に、竜士はなんと答えたものか迷った。

　懐かしい。

　髪かみ型がたを変えはしたが、中学の時と変わらない皐月のノリに、背中がくすぐったくなってくる。

　言葉を見つけられぬまま見つめていると、皐月の頰が赤く染まった。

　照れくさそうに頰を搔かき、そっぽを向く。

「そ、そんなりゅーにぃみたいな目をしても、これ以上は近付かないぜ？　そうやってわたしを油断させてまたお尻しりを触ったりしようという魂こん胆たんだろう？」

「完全にセクハラじゃねぇか。どこの変態オヤジだあいつは」

「え？」

「ゴホッ、ん……いや、何でもない」

　日頃の柳二の所業には、もはやため息しか出ない。

「な、なんか……今日は本当に、変」

　一方で皐月は、頰を赤らめたまま、まじまじと竜士を見つめる。

　そのまま、十秒ほどの沈ちん黙もくがあった。

　彼女は不意にハッと目を見開いて立ち上がり、脱だつ兎との如ごとく部屋の外に出て行った。

「……なんだ？」

　バタンと、音を立てて閉まるドア。

　ちなみに竜士が使っている──もともとは柳二が使っていた──男子寮りようの一室は、一いつ般ぱん的なＢクラスの男子生徒が割り当てられる二人部屋だった。国から多額の援助金が出ていることもあって、トイレから風ふ呂ろ（ユニットバスだが）、小さいながらキッチンまで、一通り揃そろっている。

　現在この部屋にルームメイトがいないのは、平日週末を問わず柳二が様々な女の子を連れてくるため、あまりの居い心地ごこちの悪さに部屋の変へん更こうを申しん請せいし、それが許可されたためだという。

　この点だけは、竜士も柳二の軟なん派ぱぶりに感謝せざるを得なかった。

　──まさか、男子寮にかまわず入ってくる女子がいるとは思わなかったが……

　閉まったドアがおそるおそる開いて、皐月の顔が半分だけスススと出てくる。

「……どう、かした？」

　竜士は上体を起こし、極力自然を装って、警けい戒かいの姿勢を見せる皐月に尋ねた。

　──今の俺は、柳二。八戸埜柳二だ。

「もしかして、りゅーくんじゃなくて、りゅーにぃ？」

　息が止まった。

『りゅーにぃ』とは、柳二の兄である竜士のことを指す、昔ながらの皐月の呼び方だ。

「ゴホゴホゴホゴホゴホゴホゴホゴホゴホゴホッ！」

「むせた。怪あやしい」

「な、なにを言ってるんだ？　どっからどう見たって僕は柳二だろ？」

　ベッドから出て、おどけたようにその場でくるりと一回転。

　しかし皐月はドアの陰かげに身を潜ひそませたまま目を光らせている。

「じゃあ問題です。八戸埜柳二が今年の春にやらかした史上最悪の八股オクトパスデート！　六番目に待ち合わせ場所にやってきた女の子の名前は？」

　──知りたくもねぇ！

「え……あ……」

　しかし竜士は、一いち縷るの望みを託たくして答えることにした。

「……は、葉は桐きり火ひ影かげさん……だっけ？」

「…………んー」

　顔をしかめて、出題者が問題の正否を宣言するまでの特有の間。

「ぶぶー、残念！　惜おしい！　惜しくもないか！　葉桐さんはいつの間にか交ざっていた招かれざる客！　衝撃の十番目の女でした！」

「意味がわかんねぇだろ！」

「ふふふ、よりにもよって後日誰だれもが戦せん慄りつした葉桐さんの名前をここで出してしまうのはあり得ないのだよりゅーにぃ」

「いや、つか八股オクトパスからしてなんかいろいろおかしいだろ！　断れよ！　しかもなんか増えてるし！　九人目はどうしたんだよ！」

「あの日、姫神学園には八戸埜柳二が十二人存在していたらしい……ま、次の日さすがにばれちゃったんだけどね──でさ」

「はい？」

「りゅーにぃだよね？」

　今さら誤ご魔ま化かしようもなかった。

「……誰にもいうなよ」

　そう告げると、ドアの陰に隠かくれていた皐月の表情が、パッと明るくなった。

「りゅーにぃっ」

　バッと飛びだしてきて、そのまま抱だきつ──

「フライングボディアターック！」

　竜士に渾こん身しんの体当たりをくらわせ、そのままともにベッドに倒たおれ込む。

「ちょ、なんだ一体──」

　戸と惑まどう声は無視して、上をとった皐月はそのまま竜士の頭を胸に抱いた。

　柑かん橘きつ系の、少し子どもっぽいシャンプーの香かおり。

　主張は薄うすいが、確かにある女の子の膨らみが竜士の顔を覆おおう。

「ちょー……」

　耳元に、皐月がささやく。

「ちょー会いたかった……」

「皐月……」

　竜士を抱だきしめる肩かたが、微かすかに震ふるえている。ぐずっと鼻水をすする音がして、皐月が泣いているのだと気づいた。

「どこ行ってたのさ。メール出したのに。手紙も出したのに。全部返ってくるし……」

「……ごめん」

　過去のすべてを一度切り離はなすつもりで、竜士はこの一年を過ごしてきた。住所も電話番号もメールのアドレスも、柳二にすら教えないでいた。

「ヤダ。絶対許さない」

「……ケーキおごるから」

「いつまでも子ども扱あつかいしないでよ。そんなんじゃ誤魔化されないんだから」

　抱きしめた竜士の頭を放して、上に覆い被かぶさったままムスッとした表情を向ける。

　赤くなった目もとが少し色っぽくて、確かに大人になったように思えた。

　どうすれば機き嫌げんを直してもらえるか、竜士が迷っていると、

「……十個だ」
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　ぽつりと、皐月は言った。

「いくつでも」

「じゃあ、二十個だ」

「そんなに食えるのか？」

「スイーツを前にした女の子を甘く見てはいけない」

　深刻な面おも持もちで告げた皐月はふっと表情を和やわらげると、再び竜士の頭を胸に抱いた。

「おかえり、りゅーにぃ」

「……ただいま」

　自分を抱きしめる皐月の頭を、竜士は一度だけ撫なでた。




「じゃあ放課後、教室で待っててね」

　教室の手前で、竜士は皐月と別れた。満面の笑えみで手を振ふり隣となりのＡクラスに入っていく皐月を見送ってから、竜士は自分の教室に入ろうとして、

「どういうこと？」

　不意に、背後から話しかけられる。

　凛りんとした、棘とげのある声。

　振り返ると、姫神レイヤが腰こしに手を当てて昨日と同じように唇くちびるをへの字に曲げて立っていた。

「どういうこと、というのは……？」

「放課後とかなんとか言ってたでしょ。今日の放課後、今後の方針とか昨日伝えられなかったことも含ふくめて、あなたに話そうと思ってたんだけど」

「……そうだったのか」

　素す直なおに協力しようという姿勢を見せてくれるとは思っていなかった竜士は驚おどろく。

「あー……悪い、放課後は用事が入ったから、六時以降でどっか都合つけられないか？」

　するとレイヤは目を三角にして睨にらんできた。

「あなた、皐月とはどういう関係なわけ？」

「どういう関係って、中学時代の友達っていうか……そういうお前は、なんなんだよ？」

「私は……皐月の友達よ。親友」

「へぇ……」

　こんなツンケンしたやつにも友達が出来るのか、というのが率そつ直ちよくな感想だった。

　──まぁ、ツンケンしているのは俺にだけなのかも知れないが……

「それより、もしかしてあんたの正体、皐月にばれたんじゃないでしょうね？」

「え？」

　予想だにしていなかった問いかけに、声が裏返った。その反応に、レイヤは肩をすくめてため息をつく。

「やっぱり……」

「やっぱりって……よく、分かったな」

　竜士と柳二が入れ替かわっていることは他言無用、周囲にも絶対に気取られることのないようにと皐月には厳命し、竜士自身も気をつけていたつもりだったが。

「別に。皐月には悪いけど、その放課後、私も交ぜてもらうわ。どういう予定なの？」

「長いこと連れん絡らくしなかったお詫わびにケーキをおごるってだけだけど……」

「あら、ごちそうさま」

「おめえは自分で払はらえ」

「皐月の前でもおんなじこと言えるかしらね」

「……言ってやるさ」

　強気に宣言すると、レイヤは不敵な笑みを浮うかべて踵きびすを返し、自分の教室へと入っていった。

「ったく、なんなんだあいつは」

　ため息を一つ、竜士も教室の引き戸を開けると、教室中の視線がこちらを向く。

「あ、柳二おはよっ」

「昨日は朝から迷めい惑わくかけてごめんね」

「バイト……頑がん張ばってください」

「お弁当でもなんでも、手伝えることがあったらなんでもいってくださいね！」

　早さつ速そく、八戸埜柳二ファンクラブの会員に囲まれる。

　竜士の記き憶おくが確かならば、右から順番に佐さ藤とう志し鳥どり、檜ひ葉ばさやか、山やま城ぎひろ子、そして十番目の女こと葉桐火影。

　柳二によると「みんなにはフォローを入れておいたから昨日のように突とつ撃げきしてくるようなことはないはずだよ」とのこと。

　一体どんなことを言ったんだろうかという疑問は置いておいて、確かにみんな朝の挨あい拶さつをするだけで、昨日みたいにケンカを始めたりはしなかった。

　胸をなで下ろしつつ席に着くと、大きな影が窓から降り注ぐ朝の陽光を遮さえぎった。

「おい、八戸埜」

　顔を上げると、山のような巨きよ漢かんの男子生徒が立っている。

　竜士よりも二回りは大きいだろう制服の赤いラインから、Ａクラスの生徒であることが分かった。

「あんたは、不ふ動どう泰たい山ざん……」

　その巨きよ岩がんから削けずりだしたような武張った顔は見覚えがあった。

　事前に目を通していた高レベル適性者の名めい簿ぼにあった、クマ属ウルススのコンダクター。限界リンク適性はレベル３ドライで、レイヤと同じく守衛委員会ガーデイアンズに属していたはずだ。

「な、なんか用か……？」

　昨日レイヤとベルカに襲おそわれたことを思いだして、竜士は背中に汗あせをかく。

　レイヤは守衛委員会ガーデイアンズの一員ではあるが、今回の事件について、守衛委員としては関かかわっていない。

　それは姫神マリアが人ひと質じちに取られているということもあるが、もう一つ、ほとんどの守衛委員がそれぞれ個々の思惑おもわくのみでは行動していないというのが挙げられる。

　姫神姉妹の背景バツクに姫神マリアがいるように、他ほかの守衛委員にも執しつ行こう部ぶの構成員がついており、守衛委員会ガーデイアンズという組織そのものが、姫神学園の混こん沌とんの縮図であった。

　姫神マリアの子飼いの守衛委員は他に委員長であるバラ科ローゼスの衣い良ら華か啓けい人とと担子菌門バシデイオミコータの仙せん道どう舞まい夏かがおり、彼ら以外の守衛委員には注意を払うよう昨日ベルカに忠告されていた。

「これ、Ａクラスウチの衣良華からだ」

　さっと机の上に置かれた一いつ筆ぴつ箋せん。そこにはでかでかと『果たし状』と達筆な筆文字で書かれていた。

「……衣良華から？」

　姫神マリアの派は閥ばつに属する彼には、ベルカから自分の事を伝えられているはずだ。

「明日のＡクラスとＢクラス合同で行われる、『機甲ギアデザイン』の授業でだそうだ」

　不動が『機甲デザイン』と呼んだのは、コンダクター養成に必要な科目の一つだった。

　姫神学園のカリキュラムでは、入学初年度は、主に物質的側面と生物的側面から見た魔杖の学習と、それぞれの学生に合った魔杖探しに費ついやされる。

　適合するものが見つかった学生は二科生から本格的に機甲のデザインと洗練をはじめることになり、『機甲デザイン』とはそのやり方や手順を教える科目だった。

「……なぜ、果たし状？」

「きっと決けつ闘とうと見せかけた告白ですよぅ。バラ×蛇へび、みたいな！　ありだと思います！」

　後ろから火影が身を乗り出して何か言ってくるが、無視する。

「さあな。あいつには俺も付き合い切れん。災難だったな」

　不動は大きな手で同情するように竜士の肩を叩たたいた。

　守衛委員会長にして、姫神学園の中でも五人しかいない、限界リンク適性レベル４フイーアのコンダクター、衣良華啓人。

　いったい何を考えているんだろうと訝いぶかしみながら、竜士は再び不動を見た。

「ありがとな……用件は、これだけか？」

「うむ、ああ……それとだな」

　気き恥はずかしそうに周囲を見回してから、巨きよ軀くを丸めて耳元に小さな声で告げた。

「お前のアドバイスのおかげで、彼女と仲直りできた……今度、なんかおごらせろ」

「え？」

「と、時間だな──」

　でかい図ずう体たいを小さくしながら不動は教室を後にする。彼が言った通り、すでに教きよう壇だんには担任の教員が立っていて、ホームルームをはじめようとしている。

「彼女と仲直りできたから今度なんかおごらせろ、か……」

　警けい戒かいしていた自分が滑こつ稽けいに思えてくるほど平和な申し出。

　柳二が不動の恋れん愛あい相談を聞いていたというのも、意外だった。

　女にモテるやつは男にもちゃんとモテるんだなと思うと、ちくりと胸が痛む。

「さいごの耳打ち、なんて言ったんです？　もしや実は俺も、とかいうお誘さそい……！」

　火影が瞳ひとみを輝かがやかせながらシャーペンの先っぽで突つついてくる。

「平和だなぁ……ここは」

　ため息とともに、竜士はつぶやいた。




　　　　☆




　そして、放課後。

　竜士は姫神レイヤと楠木皐月と共に、姫神学園の地下ショッピングモールにある『ティーファ』という喫きつ茶さ店てんにやってきていた。

「クランベリータルトとバナナシフォン、メロンモンブランにゴールデンアップルパイのスペシャルデラックスと……あ、レイヤちゃん、りゅーにぃの言げん質ちは取ったから、いくらでも頼たのんじゃってね！」

「私はそんなに……あ、でもこのイチゴタルトおいしそう」

「領収書をお願いします。えーっと……ダーツバーデルタ西新宿店……七枷咲夜で」

「ななかせ……？」

　フリフリのついた制服に身を包んだ女性の店員さんは、愛らしく小首をかしげる。

「ああ、カタカナでいいです」

「はい。ふふ、モテる人は大変ですね。……で、どっちが本命さんなんですか？」

「ここだけの話」と言うように、尋たずねてくる。

「そう見えますか？　弱みにつけ込んでたかられてるだけです」

「そうね、ここはどう見み間ま違ちがってもあんたと付き合っているようになんか見えないように全力でたからせてもらうわ」

　レイヤが二つ目のトレーを取ってきて、ひょいひょいと色いろ鮮あざやかなロールケーキを載のせはじめる。

　店中のケーキというケーキを食くらい尽つくす気か……

「店内でお食事になられるんですよね？」

「はいっ」

　皐月が元気よくうなずく。

「じゃあ、今テーブルつなげますね」

　店の奥の六人座りのテーブルが二つつなげられ、色とりどりの宝石のようなケーキが並べられる。しかも半分近くは冷たさを保つために保ほ冷れい剤ざいと一いつ緒しよにアイスボックスに入れられたままだ。

「お前ら、これ食い切れるんだろうな……」

「へへ、今朝も言ったが女の子の対スイーツスタマックを見くびってもらっちゃあ困るぜ」

「まぁ、最悪テイクアウトして寮りようのみんなに配れば一いつ瞬しゆんにして消えるわ。その時はちゃんと、親切な柳二君からの差し入れって伝えておいてあげるわね」

　嫌いや味みのある笑え顔がおでレイヤが言った。

「……もう好きにしてくれ」

「りゅーにぃも食べなよ」

　皐月はさっそくメロンモンブランに手を伸のばす。毛糸玉状に盛られた緑色のクリームをひとすくいフォークにのせて運ぶと、幸せそうに頰を緩ゆるませた。

「どれ」

　竜士はコーヒークリームのロールケーキを手づかみで頰ほお張ばる。スポンジとクリームの甘みにコーヒーの苦みがほどよく、二口でぺろりと平らげてしまった。

「あー、それはわたしが口休めに食べようと思ってたのに！」

「先に言ってくれ。どれなら食っていいんだ」

「そうじゃなくて……その、ちょこっとだけ残して欲しかったというか」

「や、でもそれって食いかけだぞ？」

「……それ欲しかったというかなんというか……」

　小声でぼそりと呟つぶやく皐月。「すまんよく聞こえない」と尋ねると、「な、なんでもないっ」と首を左右に振ふった。

「れ、レイヤちゃんはなに食べてるの？」

　竜士から逃のがれるように横に座るレイヤの方を向く。

「ん？　イチゴのミルフィーユ」

「食べる？」と、レイヤが横に倒たおして丁てい寧ねいに切り分けたミルフィーユを差し出すと、皐月はぱくりと食べて、目を細めた。

　その反応を見て、レイヤも微笑む。

　──こんな顔も出来るのか。

　レイヤの素す直なおな笑顔に、竜士は普ふ通つうに見とれた。

「なによ、じろじろこっち見て気持ち悪い」

　すぐにいつものツリ目気味の不ふ機き嫌げんな顔に戻もどって、唇くちびるをとがらせる。

「……いや、おまえらって本当に、仲がいいんだなって」

　皐月が誰だれとでも仲良く出来る性格だというのは前から知っていた。

　しかし、まったく違ちがうところで会った二人が、自分の知らないところで友人だったというのは、おかしな話ではないが不思議な気持ちにさせられる。

「クラス委員として、飛び級の学生の面めん倒どうを見てただけよ」

「えー、その前から仲良しだったじゃん！　お昼ご飯とか一緒に食べてたし！」

「勝手に皐月が隣となりで食べてただけでしょ」

「だってー、人目につくところにいるとりゅーくんの好きな人たちから質しつ問もん攻ぜめにあうんだもん」

　あれは、たしかに面倒だよなぁ。

　思い起こされるのは中学時代の思い出。

　校舎裏や屋上に女の子に呼び出されて、浮うき足立ちながらそこに向かうと「柳二君てどんな女の子が好みなのか教えて」とか「マフラー編んだんだけど、お兄ちゃんから渡わたしてくれない？」とか「楠木さんと柳二君は付き合ってるの？」とかとかとか。

　尋ねられる度たびに「本人に聞けよ」と一いつ蹴しゆうしてきたが、それが出来ないのが複雑微び妙みような乙女おとめ心ごころらしい。

「その割りには、ファンクラブなんか作ったりしたじゃない」

「柳二のファンクラブって、皐月が作ったものだったのか？」

　初耳だ。

「りゅーくんを好きな人の統制を取るためだよ。八股オクトパスデートのサポートとかもう二度としたくなかったから、いっそみんなで情報とかスケジュールを共有しちゃおうって」

「……半年先までデートの予約が埋うまっていたというのはそういうことか……」

「結果としてわたしが一番りゅーくんの傍そばにいることになっちゃうから文句言う人もいるんだけどね。あのままだとりゅーくんが痴ち情じようのもつれで殺されかねなかった……」

「女に殺されるんなら、あいつも本ほん望もうだろうけどな」

「それよりわたしは、音信不通だったりゅーにぃのこの一年間のが気になるなぁ……」

　クランベリータルトをつつきながら、非難がましげな視線を向けてくる。

「いや、それは……」

「これを機に話してしまった方がいいんじゃない？」

　口ごもろうとする竜士に、レイヤが口を挟はさんだ。

「ばれてしまった以上、完全に無関係というわけにはいかないのだし、私もあなたやダアトとかいう組織のこと、きちんと信用できてないし」

「今さら言うかそれ」

「レイヤちゃんは遠回しにりゅーにぃのことを知りたいって言ってるんだと思うよ」

「そ、そんなんじゃ……ただ、今回の件で一緒にやっていく以上、必要でしょ」

「今回の件て、お前……」

　皐月の目の前で事件の話をしたことに、竜士はむっとした。

　巻き込んでしまう可能性もある以上、自分が何をしているのかまでは、皐月には知らせないでいたのに。

　そんな竜士の思いを、皐月の言葉が打ち砕くだく。

「ん？　レイヤちゃんとりゅーにぃが一緒に悪い人を追うっていうのは聞いているよ」

「おい、どういうつもりだ？」

　レイヤに向ける語気が荒あらくなる。

「先に正体がばれたのは誰よ」

「うぐ……」

「中ちゆう途と半はん端ぱに情報を与あたえるよりは、全部話してじっとしていてもらうなり協力してもらった方がいいわ。皐月はバカじゃないし、魔杖タクトとのリンク適性も高い」

「だからってなぁ……」

　そう言いかけて竜士は、潜せん入にゆう前に確かく認にんした高レベルのコンダクターの名めい簿ぼの中に皐月の名前がなかったことを思い出した。

　柳二の話だと一月前突とつ然ぜんに上がったというから、調査の対象から漏もれていたのかもしれない。

「皐月のリンク適性は、いくつなんだ？」

「んー、レベル５フユンフって言われたよ」

「レベル５フユンフ？」

　竜士は思わず聞き返した。

「……？　そんなにすごいの？」

　生キャラメルのエクレアにかぶりつき、唇の端はしにクリームをつけながら、皐月はぽかんとした表情をする。

「すごいなんてもんじゃない……世界的に見ても指折りの部類だぞ」

「へぇ」

　まるで他人ひと事ごとのように吞のん気きにエクレアを食べている。

　レイヤは皐月の頰を紙のナプキンで拭ぬぐってやりながら、口を開いた。

「姫神学園としても、実際もてあましてるところはあるわね。明日の合同授業……『機甲ギアデザイン』だけど、本当なら先月やる予定だったのよ」

「皐月がレベル５フユンフになったせいで、カリキュラムにも影えい響きようを与えたのか……」

「ま、うちのカリキュラムなんてもともと無む茶ちや苦く茶ちやなんだけど。『機甲ギアデザイン』の授業だって、そもそも大半の学生が《指揮者規約》以前から魔杖タクトに触ふれているから、受ける必要ないのよ。だけど教育委員会は学校法人を取得した以上、すべての学生に履り修しゆうさせなきゃダメだって言い出して──今言うことじゃないわね」

　愚ぐ痴ちっぽくなっていた話を打ち切り、イチゴのティラミスをつついた。

「んー……でもそんなにすごいんなら、わたしりゅーにぃと一緒に悪い人を追っかけられるぐらい、強くなれるかな？」

　皐月が言うと、竜士が首を横に振った。

「……そんなことしなくていい」

「え……」

「ひとまずは、魔杖について学んで、自分に合った機甲をデザインすることね。魔杖とのリンク適性の高さは、そのまま戦せん闘とう力にはつながらないし」

　レイヤの言葉に、竜士はうなずいた。

　適当に目についたアップルパイをかじりながら、説明する。

「リンク適性っていうのは、コンダクターと魔杖とのつながりの深度だ。展開した機甲をどこまで自分の身体からだの一部として拡張できるかのひとまずの目安になってる」

「ふぅん……そういうところ、ちゃんと勉強する前に飛び級しちゃったから、よく分かってないんだよね」

「教科書は読んでおきなさいって言ったでしょ」

　レイヤが肩かたをすくめると、皐月は「ごめん」と頰を搔かく。

「これを機に覚えとけ。リンク適性レベル１アインは、人間の手に持てる武装しかデザインできない。イメージ的には、手になじんだテニスのラケットを身体の一部に感じるみたいなもんだ」

　竜士はカバンの中からルーズリーフを取りだして、『１』と書いた後に矢印を引っ張って刀を持った棒人間を描えがいた。

「レベル２ツヴアイは、全身を覆おおえる程度まで機甲は拡張される。服を着ているような感じだ。レベル３ドライになると機甲は安定化領域ＢＩＳフイールドを発生するようになって、人の五体を超ちよう越えつして翼つばさや新たな第三第四の腕うでを生みだしはじめる。およそ人間のシルエットじゃなくなって、空飛ぶのもほとんどここからだな」

「びす、ふぃーるど……？」

「そこを突つっ込んでくるとややこしくなるぞ。まぁ魔杖を魔杖と呼ばせている由ゆ縁えんの部分ではあるんだが……」

「レベル３以上の機甲が発生させられる力場って覚えときなさい。これのおかげで、本来なら自重で自じ壊かいしてしまうような無茶な構造の機甲も展開リブートできるの。実際の活動では、コンダクターを守るシールドにもなるわ」

「……すごいってことだね」

「そうだな。で、レベル４フイーアだ。レベル３で人の形を大きく逸いつするようになった機甲は、この段階まで来ると、その一部分を切り離はなして遠えん隔かく操作すらも可能になる」

「あんたが絶望的なまでに絵がへたくそだというのは、よく分かったわ」

　竜士としては機甲の一部分を分ぶん離りさせビームを撃うってる様子を描いたつもりだったが、その絵を二人は目を丸くして見つめている。

「うるせぇ……」

「画が伯はく、レベル５フユンフは？」

　上うわ目め遣づかい気味に尋たずねる皐月に、竜士はルーズリーフを丸めながら首を横に振ふった。

「正直、わからない」

「ナガスクジラ科バラエノプテラのコンダクター斑鳩いかるが勇いさ魚なは、潜せん水すい艦かんを作ったというのは聞いたことがあるわね」

「せん……！」

　予想をはるかに上回る答えに、皐月は絶句した。

「長ったらしくて名前は忘れたが、真正細菌領域バクテリアドメインのコンダクターは展開した機甲を消したっていうな」

「け、消した……？」

「ロシアのナターシャ＝チェロヴェークね。『ミクロ化させた機甲を使って、人類ではじめてビフィドバクテリウム・ビフィドゥムと腕相撲ずもうを取ってやったぜ』って、『ネイチャー』で豪ごう語ごしてたわ」

「びふぃ……⁉」

「ビフィズス菌きんのことだ。ヨーグルトが好物だったらしいな、そういえば」

　ちなみに『ネイチャー』というのは、世界的に有名なイギリスの科学雑誌である。

「わたし、なんになっちゃうの……？」

　二人の話に、皐月はほとんど泣きそうな顔になっていた。

「大だい丈じよう夫ぶよ。魔杖は皐月のなりたいものにしかならないし、それは極きよく端たんな例だし、いきなりそんな事態になることもないしね」

「そうかもだけど……うー、明日の合同授業が怖こわくなってきた……」

　頭を抱かかえながら、焼きプリンに手を伸のばす。

　さらにいくつか極端な例が竜士の脳のう裏りをよぎったが、わざわざ不安がらせる必要もないので、黙だまっていることにした。

「そういえば明日の合同授業のことで、あなたに言うことがあったのだけど……」

　途と中ちゆうまで言いかけて、レイヤは皐月を見つめた。「ほへ？」とスプーンをくわえたまま首をかしげる。

「まぁ、今さら隠かくす必要もないわね」

　レイヤは、カバンの中からＡ４サイズの紙の束を綴とじたファイルを竜士に差し出した。

「なんだこれ？」

「お姉様があなたに見せなさいって」

　表紙をめくると、履り歴れき書しよだった。

　真っ先に目に飛び込んできた証明写真のコピーに、竜士は一いつ瞬しゆん、我が目を疑った。

　名前の欄らんを確認する。

　七枷朱鷺夜。

　かつて夜刀野会の研究者の一人だった人物で、大人としては最も竜士にとって近しかった存在。

　履歴書の証明写真だというのにニキキと笑い、唇くちびるの隙すき間まから八や重え歯ばを覗のぞかせている。

　間ま違ちがいない。

　あの、七枷朱鷺夜だ。

「……なんだ、これ？」

「教員として、明日姫神学園に赴ふ任にんしてくることになってる」

「あほか！」

　テーブルを叩たたき、大声を上げている竜士。

　皐月はプリンを食べる手を休め、レイヤはそんな竜士を値ね踏ぶみするように見つめた。

「見せたってことは、こいつの正体が分かってないわけじゃないんだろっ！」

「夜刀野会の研究者だったことは、履歴書にも明記してあったわ。あなたの弟さんの時もそうだったけど、堂々としたものよね」

　姫神学園に入学する際、柳二が夜刀野会にいたという経歴を隠さなかったことを言っているんだろう。

　しかし、その時と今とでは状じよう況きようが違ちがう。

「タイミングが良すぎるだろ……何か止める手立てはなかったのか」

「以前から決まっていたことだったそうよ。おまけに、執しつ行こう部ぶの四し十じ萬ま聖せい道どうの推すい薦せん。法的根こん拠きよどころか《系統樹札アルカナ》にも明確に〝敵〟と類推できる札カードは出てない以上、私たちには止める手立てはないわ」

「四十萬聖道……夜刀野会の残党は、そいつに化けてるってことか」

「そう判断するのは早計と言われたわ」

「なんで──」

　反論しようとして、口をつぐんだ。第三者から見れば、竜士だってかつて夜刀野会にいた人間だ。

　客観的に見れば、七枷朱鷺夜が怪あやしいのなら八戸埜竜士だって同じくらいに怪しい。

「七枷朱鷺夜は、二科生と三科生の指導に当たることになってる。早さつ速そく明日の合同授業で教員として私たちの前に立つわ」

「そりゃ退たい屈くつしないで済んでなによりだ……出来れば昨日のうちに教えておいて欲しかったけど」

「あのまま泳がせておけば、あなたと朱鷺夜が接せつ触しよくするかも知れないと思っていたのよ。朱鷺夜も昨日の時点ですでに学園に来ていたから」

「……信用されてなかったって事かよ」

「監かん視しもしてたわ」

「全然気づかなかったな……」

　プライベートを覗かれるのは嫌いやなので、初日に部屋にそれらしいものがないか探さぐりはしたのだが。

「怒おこった？」

　感情の読めぬ表情で、レイヤは尋ねた。

　竜士は少し考え込み、首を横に振った。

「いや、そっちの事情は昨日聞いてる。そんくらい用心深くても、仕方ないだろう」

　自分だって、もしも柳二や皐月がとらわれの身となったら手段を選びはしない。

　疑われる部分はすべて疑い、情報を集め、敵を探るはずだ。

　むしろそのことを隠さずに言ってくれて、信用しようという気になった。

「そう、話が通じる人で良かったわ」

「一言よけいなんだよなぁ……」

「お詫わびにこれ食べていいわよ」

　そう言って差し出してきたのはイチゴのムース。

「詫びる気ねーだろ……」

「そ、そんなことないと思うよ。レイヤちゃん、イチゴの○○系に目のない女の子だし」

　ギスギスする二人を取りなすべく、皐月が言った。

「そうなのか？」

「さっきもイチゴのミルフィーユとかティラミスを食ってたっけ」と竜士が尋ねると、レイヤは微かすかに頰ほおを赤くしながら、ぷいとそっぽを向いた。

「別になんだっていいでしょっ」

　そう言って竜士にイチゴのムースを押しつけると、彼女は新たにストロベリークリームのロールケーキを両手にはむっとかぶりついた。

　どうやらイチゴ関係が好きなのは本当らしい。

　しかし、クリームの甘さとイチゴの甘あま酸ずっぱさに頰をとろけさせるのも一瞬、レイヤはすぐに三白眼でギロリと竜士を睨にらみつけてくる。

「なに見てんのよ」

「見てねぇよ」

　なんだってこんなに突っかかって来るのか、理解できない。理解ができなければ、譲じよう歩ほすることもできないし、する気も起きない。

　どちらをフォローすべきか板いた挟ばさみになっておろおろしている皐月には悪いが、とても仲良くできる自信はなかった。

「お姉様からの伝言よ。『敵と分かり次し第だい、迎むかえ撃ってください』って」

　ロールケーキを食べる傍かたわら、レイヤが言った。

「明日には新しく《系統樹札アルカナ》の結果が出るし、ここを足がかりにして、忙いそがしくなると思うわ」

「オーケィ」

　持ちにくいプラスチックのスプーンを操あやつり、イチゴのムースを平らげた竜士は、うなずいた。

　口の中には、ムースの土台になっていたスポンジの、ほろ苦いチョコ味が残った。




　それから三人は、五時を過ぎる頃ころに解散した。

　食べきれなかったケーキはアイスボックスに入れてレイヤと皐月が持って帰ることになり、二人は女子寮りようへの帰き途とについた。

「ごめんね」

　人ひと影かげがまばらになりだしたショッピングモールの途中で、レイヤが皐月に言った。

「へ、なんで？」

「今日邪じや魔ましちゃって。せっかくのデートだったのに」

「ち、ちがうよぉっ！　別に、りゅーにぃは、その……」

　顔を真っ赤にして否定するも、言葉の後ろ半分が続かない。

「事件の話も、本当は皐月の前でするつもりじゃなかったんだけどね。皐月の今の状況を思うと、知っておいたほうがいいかもって思って……」

　レイヤはどこか煮にえ切らぬような、もどかしげな視線を虚こ空くうに向けている。

「レイヤちゃんがわたしを信用してくれるなら、わたしは嬉うれしいよ」

「そう」

「お母さん……大変なんだよね」

「……まぁ」

　皐月は、アイスボックスを担かついでいた肩かたを替えて、レイヤの手を握にぎった。

「力になれることがあったら、今日みたいに言ってほしい。わたし鈍にぶいから、いっつも、大事なこと、気がつかないんだ。前にりゅーにぃと別れたときも、週末にはまた会えるんだろうなーぐらいに、考えてたの」

「今度は弟に化けてるのに気がついたじゃない」

「それは……そればっかり、考えてたから……」

　照れくさそうに、皐月はうつむく。

　地上に出ると夕暮れ時の赤い日差しが一帯を包んでいて、頰の赤みを隠した。

「夜刀野会っていうんだよね、りゅーにぃがわたしに会う前……十三歳まで、いた場所」

「そうね」

「どんな場所だったのかな……レイヤちゃん、知ってる？」

「基本的に、姫神学園こことそう変わらない場所だったはずよ。ただ、初等部が設けられていて、六歳ぐらいからコンダクターとしての教育と訓練が行われていたわね」

「それ、今は禁止されてるよね」

「夜刀野会の事件のせいで、ちょうど二年前からね」

　現在は二年前に制定された《指揮者規約》によって、十五歳以上の義務教育を終えた子女しかコンダクターにはなれないことになっている。

「何が……あったのかな」

「正直、はっきりとは分かってないのよね……今、国際協調のレベルで、魔杖は国家全体で支し援えんする事業になってるのは、知ってるでしょ？」

　皐月は首を縦に振ふる。

　魔杖の存在は科学文明史におけるパラダイムシフトとして認められて、世界的にその成果を期待されている。

「夜刀野会にもかなりの政治家や官かん僚りようが個人的にお金を落としていたから、捜そう査さは表面的に行われただけでかなりの部分がうやむやになってるのよね。それでも業界でよく噂うわさされてるのが、十三人の子どもの人体実験の痕こん跡せきと、その死」

「十三人も……」

「それから、証しよう拠こ隠いん滅めつのためだったのかなんなのか、地下の発電施し設せつが爆ばく発はつして施設は壊かい滅めつ。国際正義を掲かかげるダアトが全面介かい入にゆうして、生き残った何人かの研究員とそこで暮らしていた子どもたちを保護した……これぐらいが、私の知ってる夜刀野会の事件の全容ね」

「そっか……それで今りゅーにぃは、ダアトっていう場所に、いるんだ」

「ダアトのことなら、あいつも隠かくさず教えてくれると思うから聞いてみなさい。『魔杖犯罪を根絶する国際正義の集団』とか胡う散さん臭くさいスローガン掲げてるけど、驚おどろくべき事にこの業界では頭一つ抜ぬけてクリーンな組織よ」

　他人の敷しき地ちに双ふた子ごの弟を装って不法侵しん入にゆうをするヤツがいる組織がクリーンというのも癪しやくだったが、現状の姫神学園を思えば、レイヤはなにも言えない。

「……皐月は、あいつの背中追いかけたいんでしょ？」

「ふぇ⁉」

「顔に書いてある」

「そ、そそそそそそんな！」

　耳まで真っ赤にして狼ろう狽ばいしたのち、ぷしゅーと頭から蒸気を発してうつむく。

「参考までに聞いておくけど、あんな女たらしのどこがいいの？」

「それはりゅーくんだよ。りゅーにぃは違うよ……」

「……ふーん」

　──でも、授業抜け出して空き教室で女の子の胸さわって鼻の下伸のばしてたわよ。

　と、さすがにそのことは、言わないでおいてやることにした。

　レイヤは、皐月が柳二の兄に対して淡あわい思いを抱いだいていることを以前から知っていた。

　最初は柳二に気があるのかと思っていたが、他ほかの女子生徒が柳二に向ける視線と皐月が柳二に向ける視線は、明らかに違っていた。気になって問とい詰つめたところ、皐月は柳二に兄がいることをほのめかしたことがある。

「りゅーにぃは、一いつ緒しよに猫ねこのお墓、作ってくれたから」

「猫飼ってたんだ」

「うん。紙かみ袋ぶくろが好きなところとか、レイヤちゃんにちょっと似てる」

「そ、それは猫科の魔杖とエンゲージしたことによる茂しげみや潜もぐり込める場所を寝ね床どこにしていた猫の生態的特とく徴ちようの再現であって、私のせいじゃなく──」

　腰こしに提さげた魔杖を指で叩たたきながら、レイヤは顔をしかめた。

　ちなみにエンゲージとは、魔杖にコンダクターを登録する、一番初めのリンクのことである。

「他の誰だれにも……言わないでよ。特にあいつには」

　これから共に捜査をしていく相手に、こんな弱みを握られたらたまったものではない。

「えー、どうしよっかなー」

「皐月」

「えへ。でもりゅーにぃは、そんなことでレイヤちゃんのことからかったりしないよ。不器用で、上手うまく表現できてないだけで、りゅーにぃだってりゅーくんとおんなじくらい優やさしいんだから」

「ふーん……」

　何を思い出しているのだろうか？　柔やわらかな笑えみを浮うかべる皐月の横顔を見つめて、レイヤはぼそりと呟つぶやいた。

「恋れん愛あいかぁ……」

　自分にはとことんまで縁えんの無いものだと思った。

「まぁ、姫神学園卒業の暁あかつきには、私からもお姉様にダアトに推すい薦せんしてもらえるよう頼たのんであげるから」

「レベル５フユンフでも、行きたい場所行けるの？」

　今日竜士の話を聞いた限り、姫神学園はレベル５の人材を手放さないのではないかと思えた。

　レイヤは少しの逡しゆん巡じゆんをおき、

「大だい丈じよう夫ぶよ。私がなんとかする、絶対」

　皐月とつないだ手を強め、宣言した。

　勇気づける笑顔が皐月は嬉しくて、少し照れくさそうに笑みを返す。

「ありがと……レイヤちゃんは将来のこととか、もう決めてるの？」

「わたしも応おう援えんしたい」と弾はずんだ声が告げていた。

「私は……どうしようかな」

　その時、潮風が吹ふき抜ける。

「どうしたら、いいのかな……」

　レイヤの呟きは、夕暮れの大気にとけた。

「え？　なんていったの？」

「ううん、何でもない。私の将来はひとまず保留。早く帰って、ケーキを冷蔵庫に入れましょ」

　黄昏たそがれ時の闇やみの中、とり繕つくろうように向けられたレイヤの微笑ほほえみ。

　皐月の瞳ひとみにはそれが、先ほどとは打って変わって、とてもはかなげに見えた。




　　　　☆




　唐とう突とつ──ではあるが、あの履り歴れき書しよを見てから、心のどこかでこうなることを予測していたように竜士は思う。

「よぉ竜士、久しぶり」

　寮の部屋に戻もどった竜士を迎えたのは、ほとんど下着姿でソファの上でくつろいだ小学生のような体たい軀くの少女だった。

　ブック型端末（折りたたみ式のタブレット端末）を片手に、視線だけをこちらに向けてくる。

「服着ろ服」

「このカッコだと、あたしでもムラムラするか？」

　シンクロナイズドスイミングでもするかのように、片足を垂直に広げてみせる。

「しない」

「いけずぅ。昔からの仲だろー」

「とりあえず、ダアトの名のもとに夜刀野会の残党を逮たい捕ほする。黙もく秘ひ権けんはない。すぐに姫神マリアがどこに監かん禁きんされているのか言え。知らないなら知ってるやつを教えろ」

　竜士は淡たん々たんとした調子で言いながら、カーテンのタッセルで少女の手足の自由を封ふうじ、デスクチェアに縛しばり付けた。

「やめて……あたしに乱暴する気でしょう？　エロ同人みたいに！」

　口ではそういうものの、少女は抵てい抗こうすることなく、竜士にされるがまま従った。

　ちなみに、ちらりと覗のぞいてしまったブック型端末には裸はだかの男女二人が汁しるをまき散らして絡からみ合う画像が表示されており、竜士はあわててそれを閉じた。

「──七枷朱鷺夜」

　縛り付けたデスクチェアを移動し、竜士は向かい合うようにソファに腰を下ろした。

「なあにだーりん」

「改めて聞くぞ、姫神マリアがどこにいるのか言え」

「知らない」

「じゃあ何故なぜ姫神学園ここに来たのか教えろ」

「ひ、み、つ☆」

　竜士は容よう赦しやなく、手元のブック型端末をわざわざ開いてテーブルの角にたたきつけた。

「ぎゃーっ！」

　タッチパネルのガラスに亀き裂れつが走り、そのせいで真っ白になった端末の画面を朱鷺夜に見せつける。

「まだ中のデータは大丈夫、だと思う……」

「や、やめろっ！　その中にはしこしこくちゅくちゅ自じ炊すいしたあたしのお気に入りの薄うすい本が厚くなるまで入ってるんだぞ！」

「姫神マリアの居場所はどこだ」

「しらんっ！」

「どうしてこの時期に姫神学園に来た」

「大好きなお前に会うためだよぉ！」

　ゆっくりと、ブック型端末を頭上にふりかざす。

「あーっ、待って！　待て！　話せば分かるっ！　分かり合えるよっ！」

「もう一度同じ質問をする」

「してもおんなじことしか言えないぞ。待てっ！　情報交こう換かんをしよう！」

「……交換できる情報があるんだな」

「蛇じやの道は蛇へびというだろう？　今回お前がどんな事件を追っていてあたしにどういう勘かん違ちがいを吹っ掛かけているのかは、だいたい想像がつく」

「勘違いだ？」

　言外に七枷朱鷺夜が身の潔白を主張しているのだと分かって、竜士は眉まゆ尻じりを上げた。

「あたしは夜刀野会の残党になど関かかわっていない。今の興味はお前だけだぞだーりん」

「その呼び方は止めろ」

「じゃあなんて呼んで欲しいんだ？　お姉ちゃんに言ってみろ」

「……うぜぇ」

　目の前の見た目少女には、なんと呼ばれても癪だった。もう一度ゆるりとブック型端末を持ち上げると、朱鷺夜は再びわめく。

「あー待って、ごめんなさい！　謝ります、許して竜士。お前の捜査に全面的に協力するからさぁ！」

「そう言ってこっちの情報を引き出す気じゃあないだろうな？」

「マジで信じてくれよ。竜士が追ってる夜刀野会の残党とあたしは無関係だ。姫神学園ここで起きてる事件も、姫神マリアが行方ゆくえ不明になってる件も初耳だ」

「のわりには、タイミングが良すぎるだろ」
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「だからそれは、お前に会うために来たからだって」

「……わけを言え」

「お前はあたしの最高傑けつ作さくだ。だがまだ完成はしてない。未完成の作品を放ってはおけないというのは、真っ当な親心というやつだろう」

　──なにが親心だ。

　口には出さず、心の中で呟いた。

　七枷朱鷺夜は人間として壊こわれている。

　正直、こうして面と向かって顔をつきあわせているだけでも、気分が悪い。

　このまま質問を続けても朱鷺夜が素す直なおに口を割るような人間ではないことは分かっているし、また以前からの朱鷺夜の自分への執しゆう着ちやくぶりを思うと、その回答は一側面から見れば信しん憑ぴよう性せいを帯びているようにも思えた。

　──問題は、どこから俺がここにいることが知れたか、だな……

「とりあえずお前がここにいることは咲夜に伝えとくぞ」

　竜士は立ち上がり、机の上の携けい帯たい電でん話わを手に取った。

「え？　ちょ、このまま放置プレイですか竜士さん！　なんか濡ぬれちゃう！」

「黙だまってろ」

　二、三度のコールを繰くり返して、回線がつながった。

『昨日に引き続いてなんの前置きもなく直通回線とは……そんなにお姉ちゃんが恋こいしいのか？』

　年相応でない、舌っ足らずな少女の声。

「なんだかんだで、おまえらって姉妹だなって思うよ」

『あんな変態と一いつ緒しよにされても微み塵じんも嬉うれしくないな……』

「その変態が今、下着姿で俺の部屋にいたりするんだが」

『なにぃ？』

　カタカタとパソコンのキーボードが音を奏かなで、電話の向こうで咲夜がうなった。

『……むぅ。あいつ、いつの間にか十年あったはずの奉ほう仕し生活を三日前に終わらせて自由の身になっている』

「そんなことが可能なのか？」

『あいつが従事することになっていた《世界樹計画プロジエクト・ユグドラシル》は、二十年計画のハズだったんだがなぁ……それを三年と三ヶ月に縮めたということで、特とく赦しやが出たようだ……』

「とうとうあたしの名前は表の歴史に刻まれたぜ」

　背後で得意げな声を朱鷺夜が上げる。

「その《世界樹計画プロジエクト・ユグドラシル》っていうのは、なんなんだ？」

『植物界プラントキングダムに属するレベル５フユンフのコンダクター七人で行う、軌き道どうエレベーターの建造計画だ』

「軌道エレベーター……？」

『地上から宇宙まで届く、巨きよ大だいなハシゴだな。昨今流行の宇宙開発に拍はく車しやをかけ、さらには天候に左右されない太陽光エネルギーの採取で、未いまだ解決の見えないエネルギー問題にも効果を発揮すると見込まれている』

「……大したもんだな」

『問題は七人のレベル５をどこが提供するかだけどな』

「出し渋しぶってるのか？」

「その逆だ」

　竜士の疑問に対して、背後でデスクチェアに巻き付けられた朱鷺夜がくるくると回転しながら答えた。

「あんまりにも経済効果が望めすぎてな、どこもこの事業に一枚嚙かみたがってる。該がい当とうするコンダクターを持たない機関は、今まさにかっさらって来てでも欲しい時期だろうよ」

　相変わらず、コンダクターをものととらえているような朱鷺夜の発言には嫌いや気けがさしたが、一方で心の内に不安が鎌かま首くびをもたげた。

　この電話の後、皐月について咲夜にメールで報告しておこうと決める。

　今回の件に関わるかどうかはともかく、放ってはおけなかった。

「……で、ひとまずこの変態の処置について聞きたいんだが、どうしたらいいと思う？」

　再び、キーボードをカチャカチャと叩たたく音。

『ふむ、正式な手続きでそっちに行ってるな。一〇八に及およぶパーソナリティ検査も問題なく通過してやがる……』

「ズルしたな」

『ああ、間ま違ちがいなくズルしてるな』

「失敬だなお前ら。あたしは多少拡大解かい釈しやくをしただけで、心の正直なままに答えたぞ！」

　──多少なぁ……

『《世界樹計画プロジエクト・ユグドラシル》の功労者ということもあって、ダアトウチから根回しをして追い込むのは難しい。悪いとは思うが、お前に任せる』

「頼たよりない……」

『すまんな。一応、妹に代わってくれ』

「俺がこの場にいても問題ないか？」

『かまわん』

　咲夜の返答を待って、竜士は朱鷺夜の耳元に携帯電話をかざした。

「よう、咲夜。夜刀野会の事故以来だから、三年ぶりぶり」

　携帯電話の向こうから、巨大なため息が聞こえる。

『なにを考えてる』

「単にあたしの竜士に会いたかっただけだよ」

『ほざけ。竜士は私の弟だ。貴様は指を触ふれる資格すらない』

「咲夜があたしのしたことに罪悪感を覚えて保護者をやる必要はないよ」

『……そんなんじゃない』

「大だい丈じよう夫ぶだよ。竜士に危害を加えるつもりはない。ただあたしは手塩にかけた作品の成長を見たかっただけさ」

『ならばもう見ただろ。今すぐ竜士の前から消えろ』

「嫌いやだよ。この三年間、つまらん連中に囲われて身を粉にして奉仕活動とやらに従事してきたんだ。二人の失った時間を取り戻もどさなきゃな」

『また竜士を傷つけるようなことをしてみろ。地の果てまでも追いかけて、償つぐなわせてやる』

「傷つけないよ。竜士はあたしにとっても大事なんだって言ってるだろ」

　電話の向こうから、怒いかりを隠かくさない咲夜の声が響ひびく。しかし、朱鷺夜の飄ひよう々ひようとした態度は、張り合いなくそれらを受け流していた。

　──まともに会話になってないな……

　二人のやりとりを聞いてられなくなって、竜士は携帯電話を朱鷺夜の口くち許もとから離はなした。

『クソ、このっ、私は竜士と結けつ婚こんの約束までしたんだぞぉっ！』

「してねぇよ」

『あれ？　竜士？』

「こんな妹にいいようにあしらわれるな」

『むぅ、ごめん……』

「咲夜が正妻か……あたしは別に姉妹丼どんでも二号でも構わないぞ」

　お前は黙ってろと、竜士はデスクチェアの脚あしを蹴けった。キャスターのついたイスは、ころころと転がって朱鷺夜ごと窓に激げき突とつする。

「ふぎゃ」

『ゴメンな。こっちも手の空いたやつが出来たらそっちに向かわせるようにするからな』

「早めに頼たのむ」

『ああそれとな、昼間に良い物件を見つけたんだ。六畳じよう一間で風ふ呂ろ無しキッチントイレ付き。築二十年のぼろいアパートだけど、二人で暮らす分には、充じゆう分ぶんだと思う』

「起きてるときは仕事してろ。つかお前高給取りだろ」

　竜士はそれだけ告げて、電話を切った。

　ここに来てから何度目か分からないため息が、否いやが応でもこぼれる。

　問題は一つも解決せず、ただ気き疲づかれだけが肩かたにのしかかった。

「なんだかんだで、咲夜にしっかり気に入られてるんだな」

　窓に半身を押しつけたまま、茶ちや化かすように朱鷺夜が言った。

「世話にはなった……感謝してる」

「本人に直接言ってやれよ」

　その言葉に対する竜士の返事はなかった。背を向けて冷蔵庫に向かい、牛乳をパックから直接口に流し込んだ。

「その他人を遠ざけようとする性格、前よりひどくなってないか？」

　──うるせぇ。

「ちなみにその牛乳、あたしもさっきおんなじようにして飲んだぞ」

「ぶっ！」

「間接チューだな」

「ぶぅうえぇぇ」

　シンクに牛乳を吐はき出し、うがいを繰り返して、竜士は朱鷺夜を睨にらみつけた。

「いやん、怒おこった顔もス、テ、キ」

　手足の自由を奪うばわれたままの姿でも、器用にしなをつくりウインクをしてみせる。足の隙すき間まからチラリと覗のぞく下着の薄うす水色。

　その仕草にとうとう竜士の我が慢まんは限界に達した。

「出てけっ！」

　窓を開け、デスクチェアごと蹴け飛とばすようにベランダの外に押し出して、窓とカーテンを閉める。

「ふぅ……」

　ガンガンと窓を叩く音が聞こえはするが、同じ空間にいないというだけで、幾いく分ぶんか気分がマシになった気がする。

　次に視界に飛び込んできたのは、画面に亀き裂れつの入ったブック型端たん末まつと脱ぬぎ散らかされた朱鷺夜の衣服。

「……捨てるか」

　このまま放置しておくのは気分を害すし、窓を開けたら朱鷺夜がまた入ってくる可能性もある。

　竜士は部屋に散乱する朱鷺夜のにおいがするものすべてを一つのゴミ袋ぶくろに突つっ込むと、男子寮りようのロビーに備え付けられた燃えないゴミ箱にいれた。

　それから夕食の時間までに、皐月のことを知らせるメールを咲夜に送り終え、夕食は寮の共同食堂で指定時間の終しゆう了りようギリギリに腹に押し込むようにして食べた。

　放課後のスイーツのおかげで腹は減っていなかったのだが、準備されている食事を取らないというのは、少し良心が咎とがめる。

　食事の後、とある寮りよう生せいからの「新作のＡＶを入手してこれから鑑かん賞しよう会を開くんだがお前もどうか？」という誘さそいを断り、部屋に戻るとそのままベッドの上に倒たおれ込んだ。

　ベランダの外から、窓を叩く音はもうない。

　ようやくいなくなってくれたかと、竜士は安あん堵どの息をついた。

　メールを確かく認にんすると、咲夜からは皐月の件を受けて『応おう援えんの人員を早めに送るようにする』という返信。

「……今は、待つしかないか」

　朱鷺夜から情報を引き出せそうにはなく、彼女をどうにかすることも出来ない以上、身体からだを休ませるのが得策のように思えた。

「……参ってるのは、身体よりも、精神だな」

　夜刀野会の残党ならば、自分がケリをつけなければならない。

　咲夜に啖たん呵かを切って、今だってそうは思っているが、いきなり朱鷺夜が出てくるとは思っていなかった。

　──お前はあたしの最高傑けつ作さくだよ。

　脳のう裏りに浮うかぶ朱鷺夜が、その小さな手で竜士のあごを撫なでる。

　成長の止まった身体。唇くちびるから覗く八や重え歯ば。自信に満ちた瞳ひとみ。

　三年経たって、何一つ朱鷺夜は変わっていなかった。

「つ──」

　不意に、鈍にぶい痛みに襲おそわれる。右目の奥で何かがうずく。痛みが反はん響きようして、頭にまで達する。

「いてぇ……」

　──どうして？

　自分の中の、何かが問いかける。

　──どうして恨うらむんだ、朱鷺夜を？

「決まってるだろ、そんなの……」

　──ゴメンね。

　脳裏に反響する声。

　──ゴメンね、お兄ちゃん。

「あいつは俺を、めちゃくちゃにした……」

　分からない……

　夜刀野会での出来事は、ピースの足りないジグソーパズルのように、断だん片ぺんでしか思い出せなかった。

　こんな身体に改造された。

　あいつが自分ばかりを贔屓ひいきするから、周りのみんなといつも変な溝みぞがあった。

　だけど、それだけではない、もっと決定的な何かがあった気がする。

　しかしそれがなんだったのか、竜士は思い出せない。

　ゆえに朱鷺夜には、煙霧のような苛いら立だちと憎にくしみが、拭ぬぐうことのできない印象としてまとわりついている。

　震ふるえている。

　右目の奥が。

　部屋に、竜士が静かにうめく声が響く。

　その声をかき消すように、携けい帯たい電でん話わが着信を知らせた。

　頭を押さえながら立ち上がり、電話を取る。誰だれからの電話であるかを確認する余よ裕ゆうもなく、通話ボタンを押していた。

『あ、もしもし？　私だけど』

「私じゃわかんねぇよ」

　ウソだった。

　一言聞いただけで、声の主が姫神レイヤだと分かった。

『分かんないわけないでしょ。ちゃんと昨日、登録したんだから』

　彼女の言うとおり、昨日の午後、この事件の解決を任されることが決まった時に、竜士はベルカやレイヤと携帯の番号とメールのアドレスを交こう換かんしていた。

「あー……悪い。いまお前の相手をしている余裕ないんだ。手短に用件だけ頼む」

『なんか、本当に辛つらそうね。大丈夫なの？』

「……まさかお前に心配される日が来るとはな」

　はっきり言って、予想外だった。

『べ、別に心配なんかしてないわよっ！』

　耳の奥にきーんと響く甲かん高だかい声。再び頭痛がぶり返しそうなものだったが、それよりも竜士は重苦しい気分が吹ふき飛んだように思えた。

「悪い悪い。こっちは問題ない。で用件は？」

『もぅ……私があんたの携帯の番号を知ってるって事が皐月にばれてさ、教えてくれって頼み込まれちゃって。教えて問題ないかしら』

「……これは仕事用の携帯だからなぁ。何かに巻き込まれて皐月の携帯が見られた際に、ダアト俺たちに関係があると思われて厄やつ介かいなことになってしまうこともなきにしもあらず……」

『つまり？』

「出来れば教えないで欲しい」

『何となくそう言うんじゃないかって思って聞いたんだけど……で、皐月もそのことを感じ取っていて、引き下がりそうにないわけよ……』

「なるほどな」

　その姿は、容易に想像がつく。

『で、仕事用じゃないプライベート用の携帯の番号とかは教えられないわけ？　つか、教えてあげなさいよ』

「ない」

『へ？』

「プライベート用の携帯電話などない」

　十秒ほどの沈ちん黙もくがあった。

『あんた、友達いないでしょ』

「黙だまれ」

『いいわ、そのことを皐月に伝えとく。暇ひまな時に一いつ緒しよに買いに行きなさい』

「やっぱり、そういう話の流れになるか……」

『なにが不満なのよ？　皐月はいい子よ』

「いい子なのは分かってるよ……ああ、いいや。とりあえず今日はもうシャワー浴びて寝ねるから。他ほかになんかあるか？」

　尋たずねると、レイヤは逡しゆん巡じゆんする間を置いた。

『七枷朱鷺夜、あんたの部屋に行ったわね？』

「……監かん視ししてたのはあいつか、俺か？」

『あんたの監視は、今朝止とめてる』

「今度こそ、信用するからな」

『信用してちょうだい。で、朱鷺夜となにを話してたの？』

　──音声までは聞こえないのか……

「情報を引き出そうとしたが、引き出せなかった。本人はこの事件については知らないの一点張りで、ダアトから手を回して追い出すことも難しいらしい」

『役立たず』

「うるせぇ、こっちだってな──」

『明日の合同授業、皐月は私が見てるから、あんたは朱鷺夜の方をお願いね』

　竜士の反論にはまるで耳を貸さず、淡たん々たんと告げるレイヤ。

「……分かったよ」

『一応パートナーなんだから、ちゃんとしてよね』

「俺はダアトから金をもらえる分だけ仕事をするだけだ」

『……それだけじゃないでしょ』

「え？」

『三年前まで夜刀野会にいたんでしょ？　仕事とか関係無しに、考えてることあるんじゃないの？』

　思い出したように、再びずきりと頭が痛んだ。

「それはお前には関係ない」

　反射的な返答。電話の向こうで相手をとりまく空気が劇的に変化したのが分かった。レイヤの表情が不ふ機き嫌げんにゆがむのが、まぶたの裏に浮かぶ。

『あっそ！』

　吐はき捨てるような怒ど号ごうを最後に、電話は切れた。

「そこまで怒おこらなくてもいいだろうに……」

　竜士は切れた電話をしばらく眺ながめた後、さっさとシャワーを浴びて休むことに決めた。
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　翌朝。

「……ん？」

　窓から差し込む陽光に、まぶたをこじ開けられた。

　カーテンは閉めたはずなのに、という疑問がまずぼんやりと脳裏に浮かぶ。

　次に、腹部の妙みような温ぬくもりと圧あつ迫ぱく感かん。

　温かい……そして重い。

　何かが身体の上に乗っているのだと気がついて視線を向け、言葉を失う。

「おはよ、竜士」

　七枷朱鷺夜だった。

　小学生のような体たい軀くの少女が、昨日とは違ちがう下着姿で、竜士の上にまたがっていた。

　それをどかすべく、腕うでは反射的に動いたが、何かに阻はばまれる。

　腕が動かない。

　右も左も、足までも。

　そこでようやく、両手両足が、ベッドの四よ隅すみにカーテンのタッセルで結びつけられて、磔はりつけ状態にされていることに気づいた。おまけに、昨日の就しゆう寝しん前に着ていたパジャマは脱ぬがされ、トランクス一枚の姿にされている。

　あまりの事態に、軽く目め眩まいを覚えた。

　その隙すきに朱鷺夜は上体を竜士に密着させるように倒たおれ込んで、八や重え歯ばを覗のぞかせて微笑ほほえむ。

「昨日の仕返しだ」

「殺す！」

　竜士は朱鷺夜を振ふり落とすべく身を左右によじるが、がっちりとしがみついて離はなれない。

「暴れんなよぅ、すぐによくしてやるから」

　そう言いながら、朱鷺夜が目をつけたのは竜士の胸。口をもごもごさせると、その先せん端たんにたらりと透とう明めいの液体を垂らす。

「ぎゃあ！」

　生暖かい粘ねん性せいの感かん触しよくに悲鳴を上げる。

　朱鷺夜はそんな竜士を満足そうに見つめてから、唾つばを垂らした部分に唇くちびるを寄せて吸い上げた。

「ぎゃあああああああ！」

　突とつ起き部分を唇で挟はさまれて、さらにその奥から現れた柔やわらかな舌で蹂じゆう躙りんされる。背骨から全身に電流が駆かけ巡めぐったかのように身体からだが痙けい攣れんして、覆おおい被かぶさる少女をどかすどころではない。

「ふふーん、昔からお前の弱点はすべて承知よ」

　身動きの取れない竜士に対して、朱鷺夜は上体を起こし、ぺろりと舌なめずり。

「さてと、次はさっきから自己主張してる朝の生理現象を攻こう略りやくしにいきますか──」

　瞳ひとみは完全に獲え物ものを前にした肉にく食しよく獣じゆうのそれ。くるりと向きを変え、淡あわい緑色のショーツに覆われた丸いお尻しりを突つき出して、竜士の下腹部に覆い被さる。

　そして、少年の最後の牙が城じようとも言えるトランクスに手を伸のばし──

「りゅーにぃ、おっはよー」

　突とつ如じよ、開け放たれる扉。

　トタタタタと駆け足で入ってきた楠木皐月は、ベッドの惨さん状じようを目まの当たりにした。

　初夏の朝、部屋の空気が凍こおり付く。

「どゆこと……？　りゅーにぃの上に朝からちっちゃい女の子が乗ってる……！」

「りゅーにぃ、だと……！　まさかお前と知って朝起こしに来てくれる幼なじみ属性がいるとは思わなかった」

「頼たのむから早く退どいてくれ」

「しかし、まだ朝の一いつ杯ぱいをもらってない！」

「もらわせるか！」

　竜士は今度こそと全身全ぜん霊れいの力でもってタッセルを引きちぎり、上体を起こして、腰こしにまたがった朱鷺夜を振り落とした。

「あだー！」

　ダアトのエージェントとして、伊達だてに鍛きたえてはいない。鎖くさりや手て錠じようならばともかく、カーテンをとめておくためだけのやわい布きれにいつまでも磔にされているわけにはいかなかった。

「ふぅ……朝からひどい目にあった……」

　顔面からフローリングの床ゆかに落ちた下着姿の少女は、目を回して伸びていた。

「りゅーにぃ……どゆことか、詳くわしく説明して欲しいな」

　一息つく竜士の肩かたを、皐月ががっちりと握にぎりしめる。

「こんなちっちゃい女の子と朝からよろしくやってるなんて、りゅーにぃってばそういうキャラクターだったかな？　ちがうよね？　とっておきのサラダを作って待ってるメカニックマンに『お前ほんとに地球で恋こいしてきたのかぁ？』とか失礼なこと言われちゃうような朴ぼく念ねん仁じんキャラのハズだよね？」

　皐月は笑え顔がおのまま、ギリギリと肩を摑つかむ手に力を込めていく。

「落ち着け……ネタが濃こすぎてなにを言ってるのか分からないぞ……」

「この子となにしてたの？　返答次し第だいではレイヤちゃんが日課にしてる朝の射しや撃げき訓練の的になってもらっちゃうからね！」

「それだけは勘かん弁べんしてください」

　ベッドの上で土下座をして平謝り。

「……驚おどろいたな、竜士。幼なじみ属性に加えて『りゅーにぃ』と言う呼び方から妹属性まで兼かね備そなえた彼女などいつの間に作ったんだ……」

　赤くなったおでこをさすりながら、朱鷺夜が身体を起こす。

「か、彼女って、わたしはそんなんじゃ」

　頰ほおを赤らめてはにかむ皐月。

　──なんだこのやりとり……

　もはや突っ込む気力もなく、竜士は制服に袖そでを通すべく、ベッドから立ち上がった。

「あ、ちょっとりゅーにぃ、ほんとにこの子誰だれなのさ」

「昨日ケーキ屋で話した七枷朱鷺夜だよ」

　なんかもういろいろ面めん倒どうくさくなって、投げやりな返答になった。

「え？」

「よろしく。本日より姫神学園に赴ふ任にんする予定の七枷朱鷺夜だ。君が、先月限界適性がレベル５フユンフに跳はね上がったという、楠木皐月だな。スイレン科ニユンフイのコンダクターだと聞いたが、あっているか？」

　下着姿のまま平然と尋ねる朱鷺夜に対し、皐月はぎこちなくうなずく。

「そーいう情報、どこから仕入れるんだ？」

　二人に背を向けワイシャツのボタンを留とめながら、竜士は胡う散さん臭くさそうに言った。

「あたしが四十萬のやつに姫神学園に引っ張ってこられたのは、この子を《世界樹計画プロジエクト・ユグドラシル》に参加させるためだからな」

「見ろ、やっぱりそういう事情があるんじゃないか」

「話を最後まで聞け。あたしは最初は断るつもりだったんだ。正直、お前以外の子こ守もりなんてもうこりごりだったからな。お前がここにいるんだと別ルートから情報を得て、ここに来ることに決めたんだ」

「別ルートって、それ本当か？」

「真実だ。あたしの膜まくを賭かけてもいい」

「……横おう隔かく膜まくか？」

「いいボケだ。ウソだったらお前の目の前から即そつ刻こく消えて、金輪際半径三千キロ以内に近寄らないことを誓ちかってやろう」

「てことは、四十萬聖道はまだ俺の事には気づいてないんだな？」

「四十萬が夜刀野会の残党だって決めつけるのは早計だろう。そもそも、かつてのあたしの同どう僚りようがもっかいあたしと組みたいって連れん絡らくよこすと思うか？」

「おぅ…………ものすごい説得力だな」

　竜士は感心のあまり一度着き替がえる手を止めてしまった。

「まさかお前の言葉に心の底から共感を覚える日が来るとは思わなかった」

「だろ？」

　わははと声をあげて笑う二人。すると、居い心地ごこち悪そうに、皐月が控ひかえめに挙手をしながら言った。

「……えと、りゅーにぃ」

「なんだ？」

「授業、遅ち刻こくしちゃうよ」

「……マジか」

　携けい帯たい電でん話わで時刻を確かく認にんする。あと五分でホームルームの始業時間だった。

「朝飯食い損そこねたな……」

　男子寮りようでの朝食は、夕食と同じく、共同の食堂で指定の時間内に食べなければならないことになっている。

「どうにも調子がくるってんな……とりあえず、購こう買ばいで適当に済ませるか」

「じゃ、急ご」

　皐月が竜士の背中を押す。

「行ってらー」

　ごろんとベッドに横になって手を振る朱鷺夜は、この際無視することにした。どうせ追い出しても、やつがその気になったらすぐにまた中に入られるのだ。

　レイヤたちが引き続き朱鷺夜を監かん視ししてくれていることを願って、竜士は皐月と共に部屋を後にした。
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　そして迎むかえた三時限目。

　昨日から予告されていた二科生のＡ、Ｂクラス合同の授業ということで、竜士たちは先日模も擬ぎ戦を行った地下の闘とう技ぎ場に集まっていた。

　男子も女子もＯＧスキンに着替えてホワイトボードの前に座り、静かに七枷朱鷺夜の講義に耳を傾かたむけている。

「二年前に定められた《指揮者規約》で十五歳以下のエンゲージは禁止されたわけだが、お前らの名めい簿ぼを見たところ、《規約》が取り決められる以前からコンダクターとしてやってきたものが大半を占しめているようだ。あたしがお前らに教授しろと言われたのは機甲ギアのデザインの仕方であり、それは人によってはとても時間のかかることであり、必要の無いものにとってはあまりにも無む為いの時間を過ごさせることになる。よって、だ」

　朱鷺夜は背せ伸のびをしながら、ホワイトボードに赤のマジックペンを走らせ、

『好きにしろ』

　そう、書いた。

　竜士はもはや突っ込む気力も起きない。

「今のところ、魔杖タクトとコンダクターとの結びつきを高めるのに最も効果があるとされているのは闘とう争そう本能や縄なわ張ばり意識といった原初的プリミテイブな感情を教え込んでやることだ。機甲をまとった際、第二の脊せき髄ずいがＲ領域を活性化させているというのはすでに聞いているだろう」

　人間の脳の最奥、脳幹を覆うようにして存在するＲ領域。

　爬虫類レプタイルの脳と呼ばれるその場所は、攻こう撃げき本能や縄張り意識を司つかさどる座である。

　人間が機甲をまとうことで、それらの欲よつ求きゆうが増ぞう幅ふくされることは、機甲が武器の形をとることと関連づけられている。

「機甲の可能性を探さぐりたい者は、相手を見つけて模擬戦でもなんでもやってろ」

　夜刀野会にいたときと、同じだ。

　──適当に遊び、競きそい合え。それがおまえたちをコンダクターとして高める最良の手段だ。

　そう言って朱鷺夜は様々なゲームを考案し、夜刀野会の子どもたちにやらせた。

「まだ機甲をデザインしていない者、一から見直したいという者はここに残れ。気が向いたら講義してやる。何か質問がある者はいるか？」

　朱鷺夜の問いかけに、一人の男子生徒が手を挙げた。

「グランドフェスティバルの準備をしたいんですが、地上のグラウンドは使って大だい丈じよう夫ぶッスか？」

「空いてるなら使えばいいんじゃないか？」

　朱鷺夜が投げやりな返答をする。

　グランドフェスティバルというのは年に一度、姫神学園のようなコンダクターを擁ようする世界各地の学園が招集され、学園対たい抗こうで機甲を使った様々な競技を行うスポーツ大会である。

　基本となる理念はさきほど朱鷺夜が告げた言葉そのままで、コンダクターの競争心を刺し激げきし、人と魔杖とのさらなる可能性を探ることにあった。

　歴史は浅く今年でまだ三度目を迎えるほどだが、競技のほとんどはテレビ中ちゆう継けいされて、一いつ般ぱんの人々にも広く知られている。

　コンダクターとしての能力を遺い憾かんなく発揮できる場であり、その後の進路にも直結することから、グランドフェスティバルに対する生徒のモチベーションは基本的に高かった。

　魔杖の電子制御ロツクを外されると、生徒たちは三々五々に散った。

　朱鷺夜の下もとに残る学生は全体の三分の一ほどで、その中には皐月がいて、隣となりにはレイヤがいた。昨日言っていたとおり、皐月には彼女がついていてくれるようだ。

「いやあ、物わかりの良い教員で良かったよ。ボクからわざわざ忠告するまでもなく、魔杖を成長させるのに何が必要なのかをちゃんと分かっている人だ」

　不意に、背後から聞こえた声に振ふり向く。

　厚い胸むな板いたを見せびらかすように開いた特注のＯＧスキン。ポマードでかっちりとキメられた金きん髪ぱつ。むせかえるような香こう水すいのにおい。蒼あおい瞳ひとみと目もとの泣きぼくろ。手には真っ白い手て袋ぶくろをはめる一方で、下は筋骨の引き締しまった太ふと股ももをこれでもかと見せつける超ちよう短パンカット。

　そして極きわめつけの、唇くちびるにはさんだ一輪の薔薇ばら。

　──なにこの変態……

　漂ただよう強きよう烈れつな近寄りがたさのオーラに、竜士は一歩後ずさり、はたと気づく。

　衣良華啓人だ。

　ダアトで渡わたされた名簿に載のっていたのは、胸から上を撮さつ影えいした身分証明用の写真だったために、一いつ瞬しゆん気づけなかった。

「ボクからの果たし状、ちゃんと君の手に渡ってるよね？」

「受け取りはしたが……どういう意味だ？」

「言葉通りの意味さ。決けつ闘とうを申し込む」

「いや、意味が分からん……レベル１アインの俺が、レベル４フイーアのあなたと決闘したって、結果は分かりきってる」

「手加減はもちろんするさ。あいにくと君と同ランクまで質を落とした武装を準備してはいないのだが」

　ただでさえ女子の注目を集める八戸埜柳二の容姿に加えて、人目を引く衣良華の変態的なファッション。

　目立ちたくなどないのに、すでに「果たし状」や「決闘」という言葉を聞きつけた生徒の視線が集まりだしている。

　衣良華は自分の正体を知っているはずなのに、どうしてこんなことをするのか……

　朱鷺夜の登場ですべて吹ふっ飛んでしまったが、このことを事前にレイヤかベルカに相談しておけば良かったと、今さらながら悔くやむ。

「なんにしたって、俺は決闘なんてする気はない」

「ふふ、勘かん違ちがいしてもらっちゃあ困るな。これはお仕置きなんだよ。君、昨日ボクのフィアンセであるレイヤと一いつ緒しよにケーキを食べていたそうじゃないか」

「フィアンセ……？」

　竜士は思わずレイヤの方を見た。

　レイヤは両手で耳を覆おおって「なにも聞こえない」のポーズをとっている。

「おいこらそこ、聞こえてるだろ」

「困るんだよねぇ、たとえコブ付きとはいえああいうことをされると……」

「知るか！　……大体、果たし状受け取ったのは朝だったぞ！　時系列的に合わねぇ」

　後ろ半分は衣良華にしか聞こえないような小声で言った。すると衣良華も囁ささやくような声こわ音ねで告げる。

「まぁ、ちょっと付き合えよ。レイヤに勝ったっていう君の力を、見てみたいんだ」

「はぁ⁉」

　なにを考えているのか、まるで理解が出来ない。

　竜士が戸と惑まどっているうちに、ニヤニヤと嗜し虐ぎやく的な笑えみを浮うかべた朱鷺夜が現れる。

「面おも白しろそうなことをやっているな」

「先生は講義やっててくださいよ……！」

「聞くに男二人が一人の女を取り合って決闘と言うじゃないか。そんな面白いことをわき目に講義などできるわけないだろ。なぁみんな？」

　朱鷺夜が同意を求めたのは、竜士と衣良華を囲むギャラリーたちだった。みな一様に首を縦に振る。

「姫神レイヤも一人だけ部外者面してないでこっち来い。戦う男たちに一声掛かけてやれ」

「まだ戦うなんて一言もいってねぇぞ……」

　竜士の呟つぶやきは完全に無視の方向で話は進む。知らんぷりを決め込んでいたレイヤも結局周囲に促うながされ、不承不承二人の前に立った。

「衣良華君については、さすがに同じ守衛委員ガーデイアンとしてどうかと思うわ」

　ルビーの瞳を険しくして、衣良華を睨にらみつける。衣良華はそれを、笑って受け流した。

　竜士もまた「どういうことだ」とレイヤに厳しい視線を向けたが、それについてレイヤは事情を知る人間が分かる程度に小さく首を横に振り、肩かたをすくめただけだった。

「せっかくだ。このあたしが立会人をやってやろう」

　完全に仕切り役に収まった朱鷺夜がニンマリと笑って告げた。

「やってやろうじゃねぇ……！」

「勝負は一回、制限時間は五分。相手の機甲の第二の脊髄を砕くだき展開リブートを解いた者の勝利とする」

　竜士の主張にはまるで耳を貸さずに朱鷺夜は二人に確認をとる。衣良華がはっきりとうなずくと、竜士ももはや首を縦に振るしかなかった。

「果たし合いだからな。一応お互いが勝利したときの条件も確かく認にんしておくか。衣良華、お前はこの勝負に勝ったらなにを望む？」

「勝者には、姫神レイヤからのキスを」

「「はぁ？」」

　素すっ頓とん狂きような声をあげたのは、レイヤも竜士も同時だった。

　一方で、一同を取り巻く生徒たちは盛り上がる。朱鷺夜も声をあげて大いに笑った。

「や、やらないわよっ、絶対！」

　ツインテールを逆立ててレイヤは叫さけぶが、周囲が取り合う気配はない。

「ちょ……八戸埜柳二！　あんた負けたら許さないわよ！」

「おおっと、我らが《百銃王ガンズライオン》は八戸埜柳二の方に脈があるようだ！」

「勝っても許さないから！」

「どっちですか！」

　勘かん弁べんして欲しいと、竜士もうめく。

「八戸埜は、何か言っておくことはあるか？」

　朱鷺夜はイヤらしい笑みを顔にはり付けて尋たずねる。面めん倒どうに巻き込まれている竜士を、明らかにおもしろがっている。

「……自重してください」

　それ以外に、言葉が思い浮かばなかった。

「よし、始めろ」

　朱鷺夜の合図で、竜士と衣良華は腰こしのホルスターから魔杖を抜ぬいた。

「「機甲展開リブート・ギア！」」

　音声信号に従って、魔杖は淡あわい緑色に輝かがやきだす。その輝きは螺ら旋せん状の光の線ラインとなって身体からだを包みこんでいく。

「だ、大丈夫かな──」

　展開リブートの輝きを見つめながらぽつりと口を開いたのは、皐月だった。その瞳に不安の色を覗のぞかせて、胸の前できゅっとこぶしを握にぎりしめている。

「何が心配なの？」

　傍かたわらのレイヤが尋ねると、皐月は周囲の耳を気にしながら、小さな声で答えた。

「りゅーにぃはりゅーくんのレベルで戦わなきゃダメなんでしょ。そんなんで、衣良華君と戦って大丈夫なのかなって……」

　衣良華啓人がＡクラスでも適性レベル４の実力者であることは、皐月も聞いている。対して、八戸埜柳二はコンダクターとしては最底辺の適性レベル１だ。

　八戸埜柳二が異様に女子のウケがよいことについて、反発心を抱いだく者のほとんどは、彼がコンダクターとして最底辺であることをあげつらう。

「昨日も言ったけど、リンク適性の高さはそのまま戦せん闘とう力ではないわ」

　朧おぼろ気げな緑色の繭まゆがはじけ飛ぶ。

　全身を覆う金属質の装そう甲こうと、巨きよ大だいな薔薇の花束のような背部リアユニット。それが衣良華啓人の機甲──《ローゼンガルテン》だった。

　対して、竜士はすべての機甲の共通素体である第二の脊せき髄ずいを背に負い、両手に長短一いつ対ついの刀を持つのみだった。

　むき出しとなっている第二の脊髄は、機甲の中ちゆう枢すうであると同時に弱点部分であり、ここを砕かれると、さきほど朱鷺夜が説明したとおり機甲の展開は解けてしまう。

　その後再び展開をするには、魔杖が自己修復を終えるまでのだいたい一時間を要する。

　勝負の判定法としてはグランドフェスティバルの個人戦や団体戦などで使われるかなり本格的なものであり、授業時間内に行う模も擬ぎ戦にしては重い。

「リンク適性は、コンダクターと魔杖とのつながりの深度であって、戦闘力とは関係ない……分かりやすくたとえると、ジャガイモとメロンね。仮に私が皐月にジャガイモ料理を作ってあげるって言ったら、何て答える？」

「……じゃあ、肉じゃが」

「そうね。でもジャガイモを使った料理なら、他ほかにもポテトサラダとかコロッケとかいろいろあるわよね」

「お味み噌そ汁しるにいれてもおいしい」

「そうそう。で、次に私がメロンでなにか作ってあげるって言ったらなんて答える？」

「そのままでください。生ハムは載のせんでください」

「適性レベルの上下っていうのは、そんな程度のことなのよ」

「料理する可能性の幅はばが広いか狭せまいかってこと？」

　レイヤは首を縦に振って、また口を開く。

「だけど、まな板の上に載るのがジャガイモかメロンかっていうのは、その時々でしょ。勝負も一緒。料理が口に入るときに問われるのは素材の可能性の有う無むではなくて、味ってこと」

「つまり、りゅーくんの真似まねして煮にることも焼くこともできないりゅーにぃでも、衣良華君に勝てる可能性はあるって事だね」

「まぁ、可能性だけならね……」

　皐月の表情が明るくなる。彼女がそこまで竜士の勝利を願っていたとは知らず、レイヤの返事はお茶を濁にごすようなものとなった。

　リンク適性がそのまま戦闘力でないことは間ま違ちがいない。実際、グランドフェスティバルで適性レベル２のコンダクターが適性レベル３の者を下したなどということは、ままあることだ。

　しかし、どのように言ったところで選せん択たく肢しの幅が広いに越こしたことはなく、同じ土俵に立てば適性レベルが高い方が有利であることに違ちがいはなかった。

　そもそもメロンがジャガイモと上る皿を競きそうことなどない。

　二人が話しているうちに、竜士と衣良華の戦いは始まっていた。

　竜士はレイヤとの模擬戦で使ったあの異様な加速を使うつもりはないらしい。

　刀を両手に構えたまま、慎しん重ちように衣良華との間合いを読んでいる。

　先に動いたのは、衣良華だった。

　背中の花束から抜き取ったのは、一輪の黄色の薔薇ばら。

　その薔薇を振ふるうと、黄色い花弁が散って、細身の刃はが出現した。

「じゃあ、イくよ」

　その言葉を合図に、衣良華は背中のバーニアから薔薇の花びらの形をした噴射炎を散らす。

　レイヤたちの目には追えぬ高速で竜士に肉にく薄はくし、細身の剣レイピアの刺し突とつを放つ。

　狙ねらいは、竜士が長ちよう刀とうを握る右みぎ腕うで。

　紙かみ一ひと重えで、竜士はそれを躱かわしていた。

　左手の短刀で衣良華の刃を受け流し、長刀を下から逆袈け裟さに切りつける。

　衣良華は今度は前方に花びらの噴射炎を吐き出して、背後に跳んだ。

　竜士の振るった刃は、虚むなしくも空を切る。

「機動力は明らかだな。色気を出してバーニアを複雑な構造にしているが、あいつ植物界プラントキングダムのくせして空を飛べるだろ……と、衣良華は限界適性レベル４か。それなら当然空飛べるな」

「衣良華はレベル４相当全開の機甲でも空はほとんど飛べません。美しいとかなんとか言って、あの変な形のバーニアにこだわるから……」

　名めい簿ぼを見ながらの朱鷺夜の独り言に、ある巨きよ漢かんの男子生徒が答えた。昨日竜士に果たし状を届けた、不動泰山だった。

　朱鷺夜は声を上げて笑う。

「自分の魔杖のことをよく分かってるな。だからこそのレベル４か。まぁでも、これから機甲をデザインするやつは、あいつを参考にしていいぞ。なりたい自分に素す直なおに、その姿のイメージが明確であれば、魔杖とのコミュニケーションもスムーズになる」

「センセー、柳二君のはどーなんですか？」

　挙手して質問したのは、葉桐火影だった。

「あいつはダメの典型例だな。あの機甲には、自身を強化しようって気がまるでない」

「むぅ……それは、りゅーにぃがりゅーくんの真似をしてるからだよ……」

　朱鷺夜の解説に、皐月は唇くちびるをとがらせた。

「……皐月は、竜士あいつの適性レベルとか知ってるの？」

　レイヤが尋ねると、首を左右に振った。

「でもりゅーくんは、前いた場所では『いつも兄さんが僕を守ってた』って言ってた」

「前いた場所……夜刀野会で？」

「たぶん。それで、自分にはりゅーにぃみたいな才能はないけど、あんな風に誰かを守る力が欲しいから、姫神学園に行くんだって……」

　八戸埜竜士──何者なのかしら？

　レイヤは、衣良華に対して剣撃を重ねる竜士を見つめる。

　最初は気怠そうに見えた表情は、今は瞳ひとみを鋭するどくして無表情に近い。

　二本の脊髄によって強化された反射神経を駆く使しし、身体を動かせる限界まで酷こく使しして、衣良華の剣を受け、躱かわし、その間かん隙げきに黒く透すき通った刃を放つ。

「……遊んでるわね」

　衣良華の今の機甲は、レイヤのモード・山猫リンクスと同じレベル２相当だ。

　そのうえで、竜士のレベル１の機甲に合わせて武装を制限しており、その口くち許もとには優美な笑えみをはり付けている。

　あれはまともなコンダクターとコンダクターの戦いではない。子どものチャンバラごっこだ。

　切り結び、竜士が少し広めに間合いを取ると、衣良華の手は真しん紅くの薔薇を握りしめていた。

　薔薇を一いつ閃せんさせると紅あかい花びらが舞まい、無数の棘とげが生えた巨大な刺突槍ランスへと形を変える。

「このボクの壮そう麗れいなる想おもいを……姫神レイヤ、君に捧ささげよう……」

　気持ち悪さで全身に鳥とり肌はだが立つ。

「行くぞ、八戸埜柳二っ！」

　衣良華が地面を蹴けり、手に握る刺突槍ランスが一いつ瞬しゆん前まで竜士のいた空間を穿うがつ。

　深く潜もぐり込むように姿勢を低くして衣良華の攻こう撃げきをぎりぎり回かい避ひした竜士は、その速度に、二度目はないと肝きもに銘めいじた。

　今の一いち撃げきには、槍やりの矛ほこ先さきが手前で伸のびたかのような、妙みような加速があった。

　あの針山のごとき刺突槍は、それを操あやつる衣良華の腕力のみに頼っていない。躱せたのは本当に運が良かっただけだ。

　竜士は衣良華の腕に、装甲と装甲の隙すき間まめがけて切り込んでいく。

　衣良華は軽かろやかなバックステップでそれを避よけた。小さく身体をずらすだけでも全身を覆おおう機甲で長刀の刃を防ぐことはできたはずだったが、そうはせず、わざと大きく後ろに跳んでみせた。

「……律りち儀ぎだな」

　衣良華の意図を悟さとって、竜士は呟つぶやいた。

　レイヤとの模擬戦で、竜士がやったのと同じだ。おそらく、竜士の装備を考こう慮りよして極力フェアな戦いをしようというつもりなのだろう。

「君との勝負は、機甲の性能を笠かさに着て勝っても意味がないからね」

「何がしたいんだか、さっぱりわからねぇんだが……」

「レイヤはボクのフィアンセさ」

「で？」

「彼女を軽くあしらったという君を、捨ててはおけない」

「仕返しってことか？」

「──違うね」

　衣良華は刺突槍ランスを構えて踏ふみ込む。

「愛だよ！」

　放たれる超ちよう高こう速そくの突つき。

　竜士は避けることはせず、二本の刀を重ねて槍の穂ほ先さきめがけて切り込んでいく。

　目で追える速度ではない。

　もはや勘かんに任せた賭かけだった。

　──こうなる前にとっとと白旗をあげておくべきだった。

　そう思う一方で、それを許さない苛か烈れつな感情が竜士の中に芽生えていた。

　──こいつに負けるのは、なんだか腹が立つ。

　それに、

　──もしも、こいつが俺に勝ったら……レイヤと……？

「──っ⁉」

　刹せつ那なの交差──構えた刀は、槍の穂先を捉とらえた。

　しかし衣良華必殺の突きの威い力りよくはすさまじく、竜士の狙い通りその軌き道どうを完全に受け流せるものではなかった。

　受けた長刀の刀身が砕くだけ、なおも槍から生え出た棘が竜士の肩かたをかすめる。

　かすめただけでも、すさまじい衝しよう撃げきだった。

　吹ふき飛びかけた竜士は、しかしすんでの所で、長刀とともに攻撃を受け止めた短刀を蛇腹刀ブレードウイツプへ展開し、刺突槍の棘に絡からみつかせる。

「なにっ！」

　竜士の衝撃が、絡みついた刀から重い槍を伝って衣良華を襲おそう。

　前のめりにバランスを崩くずした彼はその刹那、竜士の姿を見失う。蒼あおい瞳には槍の先にしっかりと絡みついたままの短刀が映っていた。

　二人の戦いを見守っていたレイヤは驚きよう愕がくに目を剝むく。まるで曲芸を見ている気分だった。

「突きの反動を利用して、衣良華の頭を飛び越えた──」

　槍の棘に蛇腹刀を絡みつかせた瞬しゆん間かん跳とんだ竜士は、衣良華の背後をとっていた。

　衣良華が蛇腹刀を巻き付けたままの長大な刺突槍を手に振り向くよりも早く、折れて短くなった長刀を、《ローゼンガルテン》の背部ユニットの隙間に突っ込む。

　速すみやかに第二の脊せき髄ずいを見つけ出し、刃を突き立てた。

　次の瞬しゆん間かん、衣良華の全身を覆っていた機甲が緑色の光の粒つぶとなって消しよう滅めつしていく。

「な……」

　衣良華は絶句する。

「ヤベ……」

　一方で、勝利してしまった竜士の背にも、冷ひや汗あせが吹き出る。あわてて、突っ込んだ折れた刀を引き抜ぬき、それを自らの第二の脊髄に突き刺さした。

　竜士の手にしていた刀や、その柄つかから伸びる鎖くさりも同じく光となって消えていく。

　機甲が消え、光が完全に晴れた頃ころ、二人の手には結けつ晶しよう部分が黒ずんだ魔杖だけが残った。

「試合終しゆう了りよう」

　朱鷺夜が宣言する。

　見守っていた生徒たちは、一様にざわめき始めた。

「なにが起こったのか見えなかった……」

「一瞬八戸埜が勝ったように見えたけど……」

「でもレベル１が４に勝つなんてあり得るか……？」

「ど、どうなってたの？」

　皐月もまたその一人で、傍かたわらのレイヤに尋たずねた。

「さぁ？　機甲を着てれば分かってたかもしんないけど……最後はあいつ、自分で第二の脊髄を砕いたっぽいわね」

「それは……やっぱり勝つとまずいから……？」

「まぁね」

　かなり苦し紛まぎれの行いだったと思うが、それなりに功を奏しているようだった。辺りを見回しても、今の戦いが竜士の勝利で終わったと見ている生徒はあまりいない。

「で、なんだ？　どういう決着をつけるのが満足だ？」

　朱鷺夜が意地悪な笑みを浮うかべて竜士に尋ねる。

「見ての通り、俺も衣良華も第二の脊髄は砕けてる。どう見ても引き分けだ」

　魔杖は自己修復を始めるため、これから一時間は展開出来なくなる。

　竜士は改めて衣良華を睨にらんだ。なぜこんな、意味のない決けつ闘とうを持ちかけてきたのか問とい詰つめたかったが、衆目があるのでこらえる。対する衣良華は、どこ吹く風だ。

「ふむ……あの努力に免めんじてやるか。衣良華もそれでいいか？」

「……構わないよ」

　前まえ髪がみをかきあげて、スカした口調で告げる。堂々とした姿は一見するととても決闘に負けたようには見えなかった。しかし、近くに立つ竜士と朱鷺夜には、その口許から笑みが消えているのが分かる。

　衣良華の蒼い瞳は、なにか諦てい観かんしたように澄すんで見えた。

「──と、いうわけで今の決闘の結果は引き分けだそうだ。お前たち、散れ」

　朱鷺夜が宣言すると、ギャラリーの生徒たちは首を傾かしげつつも、興きよう醒ざめしてその場から離はなれていく。

「なにげに姫神があいつらとキスするような事態にならなくてホッとしてるだろ」

「ばっか声でけぇよ！」

　そう言って離れていく男子の会話が聞こえ、皐月は隣となりのレイヤににふふと笑った。

「レイヤちゃんて結構男子にモテるよね」

「だからなに？　そんなことで浮かれてる暇ひまなんかないわよ」

「レイヤちゃんの好みってどんな人？」

「知らない。そんなことより、私たちはあっちで機甲のデザインを始めましょう」

　チラリと竜士の方を見ると、朱鷺夜に連れられて肩の傷の治ち療りようを受けている。あまり深手ではないようだ。衣良華は同じ守衛委員の不動泰山に怒おこられているように見える。

「……なにかんがえてんだか」

「そういえば、衣良華君が言っていたフィアンセってマジ？」

「お母様が勝手に決めた事よ。知らないわ」

　棘のある口調は、皐月のそれ以上の追つい及きゆうを許さなかった。

　あまり目立たぬ場所でこっそりやろうと考えたレイヤは、地下闘とう技ぎ場の隅すみまで皐月を連れて行く。

「ひとまず展開リブートしてみましょっか」

「大だい丈じよう夫ぶかな……いきなり潜せん水すい艦かんとか作っちゃったりしないよね……」

「それは大丈夫。なにも考えないで粘ねん土どをこねくり回したって、切れる刀はできないでしょ？」

　レイヤに促うながされ、皐月はカエルを模したぬいぐるみのホルダーから魔杖を取り出した。

「だいたい最初はスカスカの脆もろい棍こん棒ぼうとかしかできないんだから、まともに相手を殴なぐれるものを作れるのなら、さすがレベル５ってとこよ」

「うむぅ……」

　武器、というのがいまいち皐月には納なつ得とくがいかない。

　Ｒ領域とか、人間の原初的プリミテイブな本能と言われても危ないのは良くないと思う。

「怖こわい？」

　皐月の心の内を見たように、レイヤが尋ねた。そう言われて初めて、皐月は自分が恐おそれているのだと知る。

　自分の──ひいては人間の根っこの部分がみな武器として形に出てくるとしたら、悲しかった。

「やってるな」

　すると、七枷朱鷺夜が二人の前に現れた。

　レイヤが竜士はなにやっているんだと周囲を見み渡わたすと、グランドフェスティバルの団体競技について話し合っている衣良華とこっち、どちらにもすぐに駆かけ寄れるような地点で目を光らせている。

　あんなことの後で衣良華を用心する気持ちも分かるし、ちゃんと仕事をしているのも分かったが、無む茶ちや苦く茶ちや怪あやしい。

　そして、そんなことをしているうちにあっさりと火影をはじめとする八戸埜柳二ファンクラブの女子たちに囲まれてしどろもどろになっていた。

　──バカすぎる……

　あとで文句の一つも言ってやろうと心に決め、レイヤは一応教員である朱鷺夜に説明することにした。

「とにかく展開させてみようと思ってるんですけど……ちょっと皐月が怖がっちゃって」

「怖い？　ああ、自分の本ほん性しようを知るみたいで、か」

　同じような事例を知っているのだろう。朱鷺夜の理解は早かった。

「なにが出ようと、そういうものと思って諦あきらめるしかない。人間は他種を蹴け落おとし、人間同士でも競争し合うことでここまで膨ふくれあがった。一様な台詞せりふだが武器ではなく道具として考えろ。そして機甲に対し、良きコンダクターとなってやれ」

　どんな道具も使い手次し第だい。

　皐月は朱鷺夜の言葉にうなずいて、魔杖を胸の前に突き出し、唱えた。

「り──りぶーと・ぎあっ！」

　戸と惑まどいがちな音声信号に反応し、魔杖が朧おぼろ気げな緑色の光を放ち出す。

　竜士やレイヤの展開と違ちがってその光が描えがく線ラインは明確な螺ら旋せんではなく、途と切ぎれ途切れでゆがんでいた。

　しかし、皐月を包むように放たれる光の量が尋じん常じようではないことを、レイヤも朱鷺夜も一目で看破する。

「……なにこれ」

　背骨に何かが取り付く感覚。

　拡張する五感。

　一いつ瞬しゆん、自分の身体からだが巨きよ大だい化したような錯さつ覚かく。

　本来は見えぬはずの、人間の可視域の外にある光。

　赤を越こえた赤い光。

　──ＬｕＬｕＬｕ……

「ルル……？」

　聞こえてくる、歌声に耳を澄ませる。

　魔杖が奏かなでる本来人の耳には触ふれぬ音楽。

　内側から促されるように、自然と身体の動くまま、皐月は魔杖を振ふるった。

　光の波が皐月の身体を覆おおい、彼女の第二の脊髄を織り上げていく。

「──っ」

　身体の内側に、火が灯ともったみたいに、かっと熱くなる。

　次の瞬間、繭まゆのごとく皐月を覆っていた光ははじけ飛び、その内側から、

「──え？」




　水が、噴ふき出した。




　しかも、尋常でない量の水だった。

　水は、十メートルはある地下の闘技場の天てん井じようまで届くのではないかと思うほどの高波となって、皐月の最も近くにいたレイヤと朱鷺夜に覆い被かぶさっていく。

「──っ」

　朱鷺夜は、咄とつ嗟さに自分の魔杖を抜いていた。

　レイヤは、迫せまる巨大な波を見上げ、悲鳴を発することもできなかった。

　ぎゅっと目を閉じて、ただ身をかがめる。

「レイヤッ！」

　水が叩たたきつけられるまでの世界が静止したような瞬間、竜士の声が聞こえた気がした。

　閉じたまぶたをうっすらと開ける。

　手を伸のばし姿勢を低くして、竜士が駆け寄ってくる。

　──魔杖が自己修復中でなければ、あの妙みような加速で間に合ったかも。

　ふと、そんなことを思った。

　──バカ、こっちくんな。あんたまで、巻き込まれる。

　不意に、緑色の光が揺ゆらめいた気がした。

　竜士は相変わらずこちらに向かって走ってくる。

　竜士の右目が、黄金に光る。

　波に吞のまれ、視界は真っ黒に塗ぬりつぶされ、すべての音もかき消える。

　──あれ？

　しかしいつまでたっても、何百トンにも及およぶ波になぶられ、床ゆかにたたきつけられる衝しよう撃げきはなかった。

　何が起こったのだろうか？

　全身水びたしなのに、妙に生暖かいものに身体が包まれている。

「え？」

　目を開ける。

　すぐそこに、水に濡ぬれて髪かみを額に貼はり付けた竜士の顔があった。

「間にあった……」

　不自然に右目を閉じながら、心臓をバクバクさせている。

「心臓が、バクバクいってる……？」

　そう。それが分かる状態に自分がいるのだと気がついた時、レイヤはようやく、自分が竜士の胸に抱だき上げられているのだと分かった。

「な──」

　有あり体ていに言うならば、お姫ひめ様さまだっこの状態だ。

　水に濡れた顔が、一気に熱を帯びていくのがわかる。

「ちょ、あ、な──」

　まともな言葉が出なかった。

「暴れんな」

　足をばたつかせるレイヤをさっさと下ろし、竜士はすぐに皐月を探す。

　皐月は水の上を漂ただよい、その傍かたわらには朱鷺夜が寄り添そっていた。

　水はサッカーコート丸々一つ分ある地下闘技場に、膝ひざ下したまで浸つかるほどあり、竜士は水を蹴けって駆け寄る。

「なにがあった⁉」

「……まずい」

　皐月の頭を抱かかえ上げながら、朱鷺夜が告げる。

　事態は一目で分かった。

　皐月の頭から血が流れ、彼女を抱だきかかえる朱鷺夜の白衣どころか一帯の水までも赤く染め上げだしている。

　尋常ではない出血量だった。

「大量の水に圧され床に頭を打ったか……仮に副次的な事故だったとしても、魔杖とのリンクでコンダクターが死ぬなど、今までなかったことだ……」

　皐月は目をつぶり、指ひとつ動かない。薄うすピンク色だった唇くちびるはみるみるうちに青あお紫むらさき色に変わっていく。

「そんなこと言ってる場合か！」

「そう思うなら、こっちにきて身体を支えろ。頭は絶対に動かすな」

　竜士は朱鷺夜の向かいに座り、彼女の代わりに皐月を抱き支える。

　水に濡れて冷たくなった身体。

　皐月の頭とそれを支えていた朱鷺夜の手のひらとの間から、真っ赤に染まったハンカチが出てくる。

　それを見て、竜士は軽く目め眩まいを覚えた。

　傷は後頭部にあり髪に隠かくれて見えないが、お下げがほどけた彼女の茶ちや髪ぱつを赤くぬらし、未いまだ血が止まる気配はない。

　赤い雫しずくが、水の上に次々と波は紋もんを広げていく。

　皐月を抱きかかえて、どれほど状じよう況きようが絶望的であるのか分かった。

　心臓の音は聞こえるが、今にも消え入りそうだった。流れる血の一滴てき一滴が皐月の命そのものなのではないかと思う。

「何とかしてくれ……」

　懇こん願がんするように竜士は告げるが、朱鷺夜は即そく座ざに首を横に振った。

「不可能だ……見込みはない」

「あんたは、こういうときのために夜刀野会で何人も犠ぎ牲せいを出してきたんじゃないのか！」

「あたしは天才だが神じゃない。だからお前を作ったんだ、竜士」

「皐月……」

　あふれ出る血を目まの当たりにし、レイヤもまた愕がく然ぜんとして立ち尽つくす。

「ウソよ……」

　彼女も血に濡れるのも構わず、竜士が抱く皐月に駆け寄る。

「起きてよ……ねぇ、皐月……いやよこんなの……！」

「……いや、ちゃん……」

「皐月っ……！」

　皐月がうっすらとまぶたを開け、レイヤは悲鳴のような声で呼びかける。
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「レイヤちゃん……りゅーにぃ……」

　かすれる声を漏もらし、それで力ちから尽つきたかのように再び瞳ひとみを閉じる。

　ハッとして、竜士がその胸に耳を当てると、もはや、心臓の音は聞こえなかった。

「皐月……皐月っ……」

　なにが起こったのか、未だに理解が追いつかなかった。

　──なぜ？　どうして皐月が……

「死んだか？」

　淡たん々たんとした声で、朱鷺夜が尋たずねる。

　竜士は、力なく首を縦に振った。

　変化はその時に、起こった。

　止まったかに思えた皐月の心臓が、どくんとひときわ強く脈打った。

「──え？」

　皐月の左胸のすぐ下──ちょうど心臓のあるあたりが、薄うす緑みどり色の朧気な輝かがやきを放っていた。

「そうか……」

　朱鷺夜は、一人納なつ得とくしたような声を出す。

　竜士は目を丸くして、皐月を抱く手に力を込めた。

「なにがそうかだ。これはまるで魔杖を展開リブートしたときの光……どうして皐月が……！」

　そのさまに、レイヤは息を吞みなにも言わない。

　土気色になっていた皐月の頰ほおが生気を取り戻もどしていく。

　髪の毛を濡らしていた血がみるみるうちに凝ぎよう固こし、出血が止まる。

　朱鷺夜は傷を隠す皐月の長い髪をより分け、なにが起こっているか見ようとした。

「何をしようとしてる」

　竜士の鋭えい利りな声が、皐月に手を伸ばす朱鷺夜の手を止めた。

「なにが起こっているのか、この目で見てみたい……頭ず蓋がい骨こつの骨折どころか、脳のう挫ざ傷しようも併へい発はつしていたはずだ。脳の再生すらも可能な《系統樹の根ルーツ》だというのか……」

「さわるな」

　うわごとのようにつぶやく朱鷺夜の声を遮さえぎって竜士は言った。

「うぁぁあ……」

　皐月の唇からうめき声が漏れる。

「いたぁ……頭いたぁ……」

　今までぴくりとも動かなかった指先で、先ほどまで血で真っ赤になっていた後頭部をさする。

「うぉぉ頭がばりばりだぁ……？」

　髪にこびりついた凝固した血を払はらいながら、皐月はまぶたを開ける。

　くりっとした、子犬のような瞳が覗のぞく。

「皐月……？」

　竜士は、戸と惑まどいながらも気き遣づかう声を掛かけた。

　皐月の目の焦しよう点てんは、ゆっくりと眼前の竜士に結ばれる。

「りゅーにぃ……？　あれ……？」

　浸しん水すいした地下闘技場。

　自分のまわりだけ、妙に赤茶けた水。

　自分を覗き込む、竜士と朱鷺夜とレイヤ。

「えと……何かあったの……？」

　愛らしく小首を傾かしげ、吞のん気きな声で皐月は言った。







　第三幕　レベル３ドライ







　授業は中止になった。

　ケロッと目を覚ました皐さ月つきはしかしすぐに貧血を起こし、朱鷺とき夜やとともに医務室に行くことになった。

　竜りゆう士しはそれに付き添い、レイヤはクラス委員と協力して戸惑う生徒たちの収しゆう拾しゆうに向かった。ざっと確かく認にんして、レイヤたちを除いてはみな皐月から充じゆう分ぶんに離はなれていたため、軽傷者は数名いれど担たん架かや応急手当が必要なものはいなかった。

　地下闘技場の水を抜ぬかなければならず、レイヤは水みず浸びたしの身体からだをタオルで拭ふいたのみで、その足でベルカの下もとへ走った。

　竜士と別れる際、レイヤは次のように伝えた。

「こんなことのあとでなんだけど、皐月のことが一段落ついたら、可能なら一いつ緒しよに生徒会室まで来て。昨日も言ったけど、《系統樹札アルカナ》の新しい結果が出るから」

「了りよう解かい」

「あの、それとっ」

「なんだ？　まだなんかあるのか？」

「さっきは、助けてくれて……あ、ありがと……」

　どうして自分が助かったのかよく分かっていないが、とにかく伝えなければと思った。

「ああ。まぁ、仲間だしな」

　レイヤが素す直なおに礼を言ったことを意外に思いつつ、竜士は貧血で意識がもうろうとしている皐月をいち早くベッドで休ませてやろうと背を向けた。

　その背中を見つめて、レイヤはぽつりとつぶやいた。

「仲間、か……」




　　　　☆




　朱鷺夜の診しん断だんによると皐月の身体に貧血以上の異状は見られず、造血薬を飲んで再び彼女は眠ねむりについた。

「あれだけの血を流して輸血の必要もない……衝しよう撃げき的だな」

　昏こん々こんと眠る皐月を見つめながら、朱鷺夜はそう言った。

「それよりも、いろいろ答えてもらうぞ」

　険しい口調で竜士が告げる。

　人ひと払ばらいをした医務室には、この三人を除いて人ひと影かげはない。

「なにを勘かん違ちがいしているのか知らんが、あたしは無関係だぞ」

「とぼけるな。《系統樹の枝》を直接人体に埋うめ込むのは、お前が夜や刀と野の会かいで確立した技術だろ」

　魔杖の意識であるとされる芯材コア──《系統樹の枝》、そして《系統樹の根》。

　それらを人の身体に埋め込むことで魔杖と融ゆう合ごうし、その意識とさらに深くつながる新たなる人類を生み出す計画──デルタ計画プロジエクト。

　その名を思い出しただけで、竜士は右目の奥の視神経が震ふるえたような気がした。

「技術ってほどのもんじゃない。思い付いて、とりあえずやってみたら出来た。それだけだ。適合せず、《枝》が身体の一部として機能しなかったがために死んでいった人間もいたけどな」

　竜士は、医務室の丸椅い子すに座っていた朱鷺夜の胸むなぐらを摑つかむ。

「何様のつもりだ……！　神にでもなったつもりか」

「ありきたりな台詞せりふだな……もっとマンガとか読めよ竜士。それにあたしは神じゃない。神は数多あまたの犠牲の上に立つお前だ」

「俺は、そんなものになる気はない」

　話にならないと、竜士は朱鷺夜を放し、苛いら立だたしげに皐月の隣となりのベッドに腰こしを下ろした。

「──で、どういうことだ？　なんで皐月の中に、《系統樹の根ルーツ》がある？」

「やっぱりお前も《根》だと思うか。だよな、あれだけの力を発揮した以上、あれは現代の理ことわりを超ちよう越えつした神じん代だいの科学……負の系統樹に連なる魔ま法ほうの類たぐいだろう」

「ご託たくはいい。どうしてこんなことをした？　なんで皐月なんだ！」

「待て待て待て、どうしてそうすぐに早はや合が点てんをするんだ。必要なのは技術ではなく魔杖の芯材コアと、器うつわとなる被ひ験けん者しやとの相あい性しようだ。要件さえ満たせば誰だれだって出来る。それこそ、紛まぎれ込んでる夜刀野会の残党でもな」

「ちっ……」

　竜士ははばかることなく舌打ちをした。朱鷺夜のペースに乗せられるのは癪しやくだったが、何よりも冷静さを欠いてはいけない。

　朱鷺夜も怪あやしいには怪しいが、夜刀野会の残党は姫ひめ神がみマリアを誘ゆう拐かいし、少なくとも一月前から姫神学園に潜ひそんでいるのだ。

「……一月？」

　そこでふと、思い当たった。

　確か、皐月の限界リンク適性がいきなりレベル５に跳はね上がったのも、一月前だったはずだ。

　その原因が皐月の中にこの《系統樹の根ルーツ》が埋め込まれたせいだとして、ちょうど時同じくして、姫神マリアが捕つかまっている。

《系統樹札アルカナ》による未来観測があるため、事件とそれに関かかわる人間の動きは前後するから、まだ断定できることは少ない。

　しかしマリアの誘拐と皐月の中に《根》が埋められたことについて、因果関係があるのは間ま違ちがいない。

「まずは、《根》の出所を探さぐる必要があるな……」

　竜士が推理する一方で、朱鷺夜もまた、うなずいた。

「同時に《根》の正体もな。エンゲージ後初めてのリンクであれほどの大量の水を生み出すというのも前例がない。この娘むすめがスイレン科ニユンフイのコンダクターだからというわけでもないだろう」

　水にまつわる、不死性を宿した《系統樹の根》。

　二人は二十分近く、額を突き合わせてああだこうだと推論を重ねたが、それ以上、確かな材料は見つけられなかった。

　そうしているうちに皐月が目を覚ました。

　竜士の心配が空回りするほど皐月は健康そのもので、朱鷺夜が再度診断をしたが、どこにも問題は見つからなかった。

　それから竜士は、皐月の身体の中に《系統樹の根》があることを告げた。

　先ほどの展開リブートの際、皐月が大量の水に圧されその勢いで頭を打ち、一度死んだことも隠かくさなかった。

　それらすべてを聞かされ、皐月の第一声が、

「……なんか、間ま抜ぬけな死に方……」

「冗じよう談だんで言ってるんじゃないんだ……無む茶ちや苦く茶ちや心配したんだからな」

　竜士は頭を抱かかえた。

「あ、ごめん。ぼんやりと覚えてるよ……いっぱい水が出て、壁かべにぶつかった水が、わたしに覆い被さってくるの……で、ゴチってして、泣きそうなりゅーにぃと、レイヤちゃんも見たと思う……」

「……それで、君はどうしてそんなものが君の身体の中に入っているのか分かるか？　君の体内に自然発生したというよりは、おそらく誰かに埋め込まれたものであると思うのだが」

「えぇっと……ごめんなさい、分かりません……」

「思い当たることはなんでもいい。記き憶おくが途と切ぎれたりとか、夢遊病体験とかでも」

　朱鷺夜に繰くり返し尋たずねられて、考え込んでいた皐月が顔を上げた。

「そう言えば……前にも一回、こんなことあった気がする……わたしが中学時代りゅーくんと仲良かったことがばれて、休みの日なのにりゅーくんの追っかけに突撃とつされて逃にげ回ってたとき……なんか、気がついたら自分の部屋で寝ねてておまけに朝になってたんだよね……」

「あの時は普ふ通つうに怖こわかった……」と、遠い目をしてつぶやく。

「適性レベルが跳ね上がったのは、その後か？」

「あ──うん。そういえば」

　皐月はうなずき、竜士と朱鷺夜は視線を交かわす。

　どうやら、その時に皐月の身体の中に《系統樹の根》が埋められたと考えて間違いないようだ。

「皐月、その時のことなにか思い出したら、教えてくれ」

「う、うん……」

　竜士の勢いに押されながら、皐月はうなずく。

　その時、竜士の携けい帯たい端たん末まつが鳴った。表示を確認すると、レイヤからの電話だった。

「どうした？」

『皐月は大だい丈じよう夫ぶ？』

　率そつ直ちよくな問いだった。

「ああ、ひとまず元気だ。朱鷺夜と話して、いろいろ分かったこともある」

『そう……こっちの準備は出来たから、来てくれると助かるわ。迎むかえが必要なら行くけど』

「必要ない。これから皐月と一緒にそっちに行く」

　そう言って竜士が電話を切ろうとした時、レイヤが電話越ごしに言った。

『皐月に、代わってもらえる？』

「ん」

　言われたとおりに、竜士は皐月に携帯を渡わたす。

　携帯を受け取ると、皐月は真っ先に謝った。「心配させてごめん」と。

『自分が大変だったってのは、聞いたのね……謝るのは私の方よ。ああいう事態にならないために私がいたのに……とにかく元気なようで良かったわ。そいつと一いつ緒しよに生徒会室に来れる？』

「うん、平気。あ、でも先にシャワー浴びたいかも……頭ばさばさだし、わたしまだスキンのまんまだし……」

『わかったわ』

　皐月の朗ほがらかな返事にレイヤは安あん堵どした様子で電話を切った。

　皐月はベッドから出て、本当に、まるで何事もなかったかのようにすくっと立つ。

　竜士がその姿をまじまじと見つめると、皐月は頰ほおを赤らめた。

「そんなに見ないでよ……こんな水着みたいなカッコなのに……」

　恥はずかしそうに胸のあたりを隠す。

「悪い、そういう意味じゃないんだ。ほんと、なんともなくて良かったなって」

「どうせわたしはレイヤちゃんみたいに胸大きくないから、そういう意味にはなりませんよーだ……」

「どうしろと言うんだ……」

「べつにぃ」

　拗すねる皐月とともに、竜士は医務室を後にすることにする。その背中に、朱鷺夜は声を掛かけた。

「竜士、これからお前はどうするんだ？」

「どういう意味だ？」

「ひとまず、ダアトの目的は《系統樹の根》の確保だろ？　それを達成した以上、帰ってしまうのかなとも思ってな」

「……俺は姫神姉妹から、姫神マリア捜そう索さくの任務も請うけ負おった。少なくともそれが済むまでは、ここにいる」

「そうか、まだ課題は残ってるんだな。では、一つ提案だ」

　朱鷺夜は嬉うれしそうに、告げた。

「なんだ？」

「あたしが姫神マリアの居場所を探してやる。もしも見つけられたら、そうだな……一日デートに付き合え」

「デ……！」

　先に歩いていた皐月が絶句して振ふりかえる。

「見つけられたら考えてやる……」

「楽しみにしてる」

　朱鷺夜の声に見送られる形で、竜士は医務室を出た。後から皐月が続いて、隣に並ぶ。

「りゅーにぃと七なな枷かせ先生って……その、どういう関係なの？」

　自分が首を突つっ込んでいいことなのか、戸と惑まどいを覚えつつも皐月は尋ねた。

「さぁな……少なくとも、いいもんじゃねぇよ」

　他人を寄せつけない竜士の呟つぶやきに、それ以上質問をすることは出来なかった。

　竜士について、楠くすの木き皐月が突っ込んでいっていい部分と、そうしてはいけない部分が明確に線引きされているのを、皐月は知っている。

　それらすべてをひっくるめて竜士のことを知り、彼が苦しんでいるのであれば力になりたいと思うのは、思い上がりなんだろう。

　──十三人の子どもの人体実験の痕こん跡せきと、その死。

　昨日のレイヤの言葉が脳のう裏りに蘇よみがえる。

　きっと竜士は、自分の想像も絶するような場所にいた。

　せめて、と皐月は竜士の手を握にぎった。

「ありがとな」

　気を遣つかわれたのが分かって、竜士は皐月の頭を撫なでた。
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　皐月も竜士も、シャワーを浴びて制服に着き替がえた後、生徒会室に向かった。

　生徒会室には姫神姉妹と衣い良ら華かの他ほかに、もう一人少女の姿があった。

　前まえ髪がみを長めにして表情を隠した、小こ柄がらな少女。

　仙せん道どう舞まい夏か。

　事前に確かく認にんしていた高レベル適性者の名前が、竜士の脳裏に浮うかんだ。

　レイヤと同じ二科生で、担子菌門バシデイオミコータのコンダクター。諜ちよう報ほう戦が得意で、衣良華と同じく姫神マリアの派は閥ばつに属する守衛委員ガーデイアン。

「これはこれは竜士さんと楠木さん。よくお出いでくださいました」

　ノックをして入室した二人をベルカが立ち上がって出で迎むかえ、部屋の中央に置かれたソファへと促うながした。

「なんかこれじゃあ、生徒会室って言うより校長先生の部屋みたい……」

　部屋に入った途と端たん、皐月は妙みようにぎこちなくなり、竜士の背後に隠れた。

　衣良華がお茶と茶ちや菓が子しの入った皿を載せたお盆ぼんをテーブルの上に置いた。その際に竜士とばっちり目があい、竜士は思いっきり睨にらみつけた。

　無言で火花を散らす二人に、ベルカが間に入る。

「衣良華さんの非礼についてはお伺うかがいしました。私から直々に謝罪をさせていただきます」

　そう言って、深々と頭を下げるベルカ。

「謝るのはあんたじゃなくてこいつだ」

「ごめんね☆」

　上げ調子のスカした声こわ音ねで衣良華は言った。よけいに苛いら立だちを覚えた竜士は、とにかく話を先に進めることにする。

「《系統樹札アルカナ》の結果を教えてくれますか？」

「舞夏ちゃん、お願いします」

「はい」

　仙道舞夏がその場で立ち上がり、魔杖を展開して機甲をまとった。

　担子菌門バシデイオミコータというのは菌界フアンギキングダムの第二位の勢力を誇ほこる門プリムであり、舞夏の機甲は一いつ般ぱん的にキノコとして知られる一群の生態的特とく徴ちようを備えていた。

　キノコを逆さにしたようなパラボラアンテナの突き立った背部リアユニットの形状は、いささか滑こつ稽けいであり、可愛かわいらしくもある。

　しかし、ダアトで竜士が最も注意を払はらわなければならないと教わったのが、仙道舞夏の《ヴァルトナハト》のような、電子演算器を武装として積んだ機甲だった。

　最悪、それらの機甲は相手の魔杖のハッキングも為なし得る。

　確か、彼女の限界リンク適性はレベル４フイーア。

　敵であろうが味方であろうが、掛け値ね無しの要注意人物だったと、竜士は苦々しげに尋ねた。

「君が、昨日の朝まで俺を監かん視ししてたのか？」

　返事はなく、舞夏はただ首を縦に振る。

「舞夏ちゃんは、我々の諜報活動を一手に担になってくれてます。基本的には、《傘シルム》という傘型の子機による学園内の監視と、《系統樹札アルカナ》による未来観測ですね。後者は地下のナユタとつながる事で、行っています」

　ナユタというのは、姫神学園の地下に五十機ほど設置されたスーパーコンピューター群だった。

　仮想の宇宙を組み立て、地球で起こりうる様々な事象をシミュレートすることで、《系統樹札アルカナ》というソフトウェアは未来観測を行う。それには、膨ぼう大だいな演算処理の能力が必要となるのだった。

　舞夏は《ヴァルトナハト》が武装するコンピューターにインストールした《系統樹札アルカナ》を起動し、竜士たちが囲むガラステーブルの上に、昨日朱鷺夜が使っていたようなブック型端たん末まつを開いて置いた。

　端末にスイッチが入り画面がつくと、その上に立体の映像を結ぶ。

　何十枚ものカードが、列をなして中空で回転している画像だった。

「一時間ほど前に出た《系統樹札アルカナ》の結果を提示します」

　舞夏が蚊かの鳴くような小さな声で告げると、次々とカードが選び取られ、回転するカードの中心部分へと並べられていく。

　選ばれたカードは、全部で十枚。

「樹状配列ツリーアレンジですね」

　まわりを旋せん回かいしていたカードは取り払われ、縦に長く並べられた十枚のカードを見て、ベルカが言った。

《系統樹札アルカナ》の読み取りは、選ばれたカードの種類と向き、またそれらがどの配列アレンジでどこの位置に配置されたかで決まる。

　その中で最も一般的なのが、縦長に木を模した樹状配列ツリーアレンジと、横長に星の運行を模した黄道配列ゾデイアツクアレンジだった。

《系統樹札アルカナ》については門外漢である竜士だが、どうしてこんなにも複雑で分かりづらく、また扱あつかう人間によって解かい釈しやくの分かれるような観測機器が業界で広まってしまったのだろうと常々感じる。

　その疑問にいつだったか咲さく夜やは「人の第六感の介かい入にゆうなしに、超ちよう常じよう的とも言える未来観測は行えなかったんだろう」と言った。

　もはや現代の科学と論理の埒らち外がいにある魔杖は、その限界を示し唆さしているのだと。

　竜士が魔杖について考えにふけっている間に、舞夏は一枚一枚カードの解釈を説明し始めていた。

「樹状配列ツリーアレンジにおいて最も下にあるのが《節制》と《太陽》。どちらも正位置で、強く結びついています。この位置は木の根の部分……つまり現在学園に存在する《系統樹の根ルーツ》の暗示であると思われます」

「待て仙道。いちいちカードの解説なんてしなくても、すでに解読まで済んでるんだろう？」

　口を挟はさんだのは、衣良華だった。

「それは、そうですが……竜士さまは、それでよろしいですか？」

　舞夏はチラリと竜士を見た。

「俺？　なんで俺に確認をとるんだ？」

　すると舞夏は、消え入りそうな声で告げた。

「僕は先日、占うらないの結果を読み間ま違ちがえて、竜士さまを夜刀野会の侵しん入にゆう者として報告してしまいました」

　申し訳なさそうに、頭を下げる。

　どうやら、一昨日おとといのことを気にしていたらしい。

「ああ、なるほどな。そのことはもう良いよ。実際に俺は侵入者だったわけだし、十二分に怪あやしかった。お前の能力を疑ってはいない」

　そう言うと、舞夏は「ありがとうございます」と頭を下げた。

「そうだ、この結果をメモしといて良いか？　ダアトに送って向こうの解かい析せき班にも解読させてみる。解釈は増えた方が良いだろ？」

　そう提案すると舞夏はベルカのほうを見て指示を仰あおいだ。

「舞夏ちゃんのほうで不都合がないなら、構いません」

「それでは、お願いします。ダアトの方々が同じ結果からどのような解読を行うのか、興味あります」

　舞夏が告げると、竜士は携けい帯たい電でん話わを取り出して写真に撮とり、それを添てん付ぷして咲夜に送った。

「じゃあ、再開してくれ」

　舞夏は《ヴァルトナハト》の展開を解いてから、やはりささやくような声で告げた。

「今晩から、敵が動き出します──内容は、学園の植物界プラントキングダムのコンダクターを対象とした、無差別な襲しゆう撃げき」
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　舞夏の未来観測の結果は、以下のようなものだった。

　姫神学園に潜せん伏ぷくしている夜刀野会の残党とその協力者は複数人おり、執しつ行こう部ぶに紛まぎれている者の他に別個手足となる者がいるという。

「協力者……裏切り者がいるってこと……？」

「認めたくはないですが、敵が執行部まで食い込んでいることを考えると信しん憑ぴよう性せいは高そうですね」

「人数は、十人以下と読み取れます。現在その規模から、敵の潜せん入にゆう方法と経路を探さぐっております」

　敵の狙ねらいが《系統樹の根》であることに変へん更こうはなく、後いくつかの情報は皐月の中にある《系統樹の根》を暗示するものだった。

　曰いわく、今回の《系統樹の根》は強力な治ち癒ゆ効果を持つものであり、それは、学園の生徒の誰だれかが持っている。

　そこで、竜士は医務室でした朱鷺夜との会話の内容を話した。

　要するに、その強力な治癒効果を持つ《系統樹の根》は皐月の身体からだの中にあるということを。

「《系統樹札アルカナ》の情報が実際よりも後手になってしまうなんて……」

　舞夏は控ひかえめながらも悔くやしそうに歯は嚙がみした。

「今回舞夏ちゃんには確実な情報を求めてた以上、そういうこともあるでしょう」

　フォローするようにベルカが言う。

「今晩の敵の襲撃の情報が分かっただけで、舞夏ちゃんは充じゆう分ぶん役目を果たしています」

「けど、植物界の生徒を狙った無差別の襲撃か……」

　舞夏の口から告げられた《系統樹札アルカナ》の襲撃予測は、驚きよう愕がく的な内容だった。

「でも、ここまで息をひそめていた敵が、いきなり無差別に動くものなの？」

　戸と惑まどいの声を上げるレイヤに、竜士が言った。

「お互たがいに《系統樹札アルカナ》の情報を受け取っていると、一気に事件が動き出すことはよくある。向こうは向こうで、このタイミングを好機と見なしているか、あるいは後がなくなってるんだ」

「現職の方の意見は参考になりますね」

「状じよう況きようが良くなったわけじゃないわよ。植物界に限定できているとは言え、どうやって守るの？　該がい当とうする生徒だけでも百二十人くらいはいるわよ？」

　それを、この場にいる五人で守らなければならない。

「一カ所に集めて敵をおびき出すってのが得策なんだろうが、姫神マリアを人ひと質じちに取られている以上、大っぴらには動けないか……」

　竜士は頭を抱かかえた。

「少し、考えを整理しましょう。敵の目的が《根》であると分かっている以上、それに至る手段として植物界の生徒を無差別に襲おそうという暴挙を選せん択たくしたはずです」

　ベルカの言葉に対して口を開いたのは、舞夏だった。

「……敵も《根》が治癒系統のものであり、生徒の身体の中にあるということまで分かっているのなら、無差別な襲撃というのはそれを確かく認にんするためのものかも知れません……」

「有りうる話だな。だとすると、《根》を宿していそうな高レベルのコンダクターを優先的に狙う可能性が高い」

「囮おとり作戦、か……」

　バラの花を手て慰なぐさみにしながら部屋の隅すみに立っていた衣良華が告げた。

「ボクは構わないよ。他ほかの生徒に手を出させるわけには行かないしね」

「そ、そんなことしないでも……その、《系統樹の根ルーツ》っていうのがわたしの中にあるってみんなに教えればいいんじゃないかなっ」

　話に加われないでいた皐月が口を開いた。竜士がその頭を人さし指で小こ突づく。

「自分がどういう状況か理解してないだろ。今お前の中に《根》があることを誰だれ彼かれ構わずに知らせるのはよくない」

　朱鷺夜が話していた《世界樹計画プロジエクト・ユグドラシル》のことを思い出しながら告げた。

「でも、そうしないとみんなが狙われちゃうんでしょ？　そんなのヤダよ……だったらせめて、わたしも囮役するっ」

「バカ言わないで。皐月はこんな危ないことに関かかわる必要なんかないんだから」

　今度はレイヤが皐月の提案を却きやつ下かする。

「で、でも……わたし今死にそうになっても大だい丈じよう夫ぶなんでしょ……？　だったら、やるべきなんじゃないかなぁって思う……」

「あなたが死ぬところを見た私やこいつの身にもなりなさい」

　頭を抱えて叱しかるように言うと、皐月は身を乗り出した。

「そ、そんなのっ、レイヤちゃんだってわたしの身になってないよ……レイヤちゃんやりゅーにぃが危ないことするっていうのに、わたしだけ何にも出来ないなんて……」

「私たちは、そういう訓練もしてる。機甲ギアの使い方も知ってる。でも皐月は、普ふ通つうの女の子でしょ？」

「普通じゃないんでしょ、今のわたし！」

「普通よ！」

「そこまでにしてください」

　意見をぶつけ合う二人の間に、ベルカが割り込む。

「レイヤちゃんの言いたいことは分かりますが、いまこの場は皐月さんの力を借りるべきだと私は思います」

「お姉様ッ！」

　今度はレイヤが立ち上がって、ベルカを睨にらむ。

「私としても甚はなはだ不本意ですが、藁わらにもすがりたい現状、《系統樹の根》を宿した皐月さんに協力してもらうべきだと思います」

「そんなの……間違ってるわ」

「正しさだけで事態が解決するなら、ボクらみたいな存在は生まれなかっただろ」

　レイヤに諭さとすように言ったのは、衣良華だった。

「関係ないでしょ、それとこれとは！　私たちがどうするかの問題なのよ。守衛委員ガーデイアンであるあんたならともかく、囮なんてそんなこと、皐月にやらせていいわけない……」

「なら、仕方ありません。この場にいる人間全員の意見を聞きましょう……賛成の人は挙手を」

　ベルカの声に従い、皐月、衣良華、舞夏までもが手を挙げた。

「舞夏……！」

「僕は、ベルカお嬢じよう様さまの判断に従います」

　感情を押し殺したような声に、レイヤは唇くちびるを嚙かんだ。

　ベルカは手を挙げなかった竜士を一いち瞥べつしてから、レイヤを見た。

「多数決の結果はこのようになりました。よろしいですか？　レイヤちゃん」

「そんなやり方じゃ、お母様と変わらないわ」

「私自身の力不足は、重々承知しています」

　ベルカがそう言うと、レイヤは拳こぶしを握にぎりしめて俯うつむき、再びソファに腰こしを下ろした。

「それでは、今晩に向けての作戦会議を開きましょう」

　感情を押し殺した声で、ベルカは告げた。




　　　　☆




　そして夜が訪おとずれた。

　竜士たちはそれぞれの持ち場に分かれて敵の襲撃を待つことになった。

　舞夏が学園の敷しき地ち内の全域にわたって《傘シルム》という小型監かん視し装置をフル稼か働どうさせ、襲撃される可能性の高い植物界のコンダクターや、囮として動いている衣良華や皐月の監視に当たった。

　竜士は無防備に学園を歩き回る皐月の護衛に付き、レイヤは二人以外の生徒が襲われた際にすぐに現場に駆かけつけられる遊ゆう撃げき手しゆとして待機することになった。

　憂ゆう慮りよの事態が告げられたのは日が暮れる直前のことで、ちょうど敵の襲撃があると予測される頃ころ、ベルカは緊きん急きゆうの執行部会にマリアの代理として出席しなければならなくなった。

「このタイミングで、というのはあからさまですね……」

　ベルカは表情を曇くもらせたが、出席しないわけにはいかなかった。今晩事件が起きた時にいなかったと非難されたのでは、たまらない。

　それだけではない。放っておけば、行方ゆくえをくらましているマリアが犯人に仕立て上げられる可能性もあった。

　執行部会の共通の見解では、マリアは誘ゆう拐かいされたのではなく、単に行方不明というだけである。

　マリアが人質に取られている事態を、ベルカは報告すら出来ずにいた。

「……まぁ、それぞれのつてで虫がいることには気づいているようですが……」

　疑ぎ心しん暗あん鬼きと今後の利害関係で執行部会はがんじがらめに縛しばられ、一いつ切さい油断できぬ現場となっていた。

　──他人を騙だましたり蹴け落おとしたりしてまで、何がしたいんだ……

　胸に義ぎ憤ふんを抱いだきながら、竜士たちはベルカを見送った。

「皐月のこと、お願いね」

　作戦位置につく際、レイヤは竜士の胸を軽く叩たたいた。

「何かあったら、絶対に許さないから」

「そんなに言うんだったら、今から代わるか？」

「仲間なんでしょ」

「え？」

「結局こんな形になったけど、皐月のこと、賛成してくれて嬉うれしかった」

「あ、ああ……俺だって、あいつのこと、巻き込みたくなかったしな……」

　そもそも皐月に今回の事件のことを話したのはレイヤだったが、事情を知るのと実際に作戦に参加するというのは次元が違ちがう。

　レイヤは本当に皐月のことを心配しているのだと、竜士は実感する。

「信しん頼らいするから、竜士」

　最後にそう言って、とことこと自分の持ち場に行ってしまった。

「竜士、か……」

　初めて、まともに名前を呼ばれた。

　これからは自分もレイヤと、名前で呼ぼうと思った。




　囮作戦が始まった。

　竜士は皐月からだいたい十メートルほどの距きよ離りを置いて彼女を見守っている。

　敵がどのように襲ってくるか分からないから、一時たりとも気を抜ぬくことは出来ない。

　辻つじ斬ぎりか、あるいは狙そ撃げきか。

　竜士の他にもあらゆる角度から舞夏の《傘シルム》が彼女を監視しており、夜や陰いんに紛まぎれて敵が襲ってきても分かるようにしていた。

　しかしいくら監視態勢が万ばん全ぜんであろうと、竜士が物もの陰かげから見つめた皐月の背中は心細そうだ。

　──どうしてあいつが、こんなことをしなきゃいけないんだ？

　埋うめ込む《系統樹の根》が適合しなければ、皐月は死んでいた。

　──こんな、人の命をもてあそぶような行為……

　右目の奥がジンとうずく。

　──こんなの、もう俺たちだけで、充じゆう分ぶんだ。

『……りゅーにぃ？　ちゃんと、ついてきてくれてるよね……』

　皐月の不安げな声が、竜士の右耳にはめたインカムから聞こえてきた。舞夏の《ヴァルトナハト》の《傘シルム》が生み出すネットワークを経由した、無線通信である。

「ああ……怖こわいか？」

　口にしてから、怖いに決まってると竜士は自分の言葉選びの下手へたさを呪のろった。

『……大丈夫。りゅーにぃがついてきてくれるなら』

　挙げ句、皐月に気をつかわれてしまった。

「なんか、話でもするか」

　すこしでも皐月の恐きよう怖ふを和やわらげられればと、竜士は提案した。

『ならば謎なぞに包まれた八や戸と埜の竜士の一年間を知りたいのぅ……ね、どうしてダアトに入ったの？』

　皐月が尋たずねてから、十秒ほどの間があった。

「俺には、力があったからな……」

『夜刀野会で、りゅーくんのことを守ってた力？』

「ああ……はっきりとは覚えてないんだけどさ、三年前のあの日、俺はその力で柳二を守って、他ほかのたくさんの友達を見捨てたんだ……」

　炎ほのおに覆おおわれて、霞かすみがかった記き憶おく……それでも確かに自分は、他の仲間を切り捨てて、ただ一人の家族を選んだという確信があった。

『戦うの、怖いって思わなかったの？』

「怖かったけど……祈いのりみたいな形のない義務感っていうか、自分がしたいようにしたら、こうなってたんだ……たぶんもう二度と、俺たちみたいな子どもを、出して欲しくないんだと思う」

『わ、わたしその……りゅーにぃのこと、好きだよ』

「え？」

『あいや、その、そゆ意味じゃなく……りゅーにぃが俺たちみたいななんて言い方したから……そういう意味じゃないんだとは思うんだけど……つ、伝えたくて……』

　声がどんどん小さくなっていく。

「ありがとな。別に自分の事が嫌きらいだってワケじゃないんだ。あの場所では、嫌いやなこともあったけど、同じくらい楽しいこともあった……八戸埜って名字もそのことを忘れないために、俺たちで考えて残したんだ」

『そう、だったんだ……』

「ああ。柳二しか助けられなかったけど、本当にみんな、家族みたいなもんで──」

『竜士さま、来ました』

　不意に、竜士の言葉を遮さえぎり舞夏の声が割り込んできた。

　途と端たん、竜士の目が険しくなる。

「どうした？」

『衣良華さまが体育棟とう一階のトレーニングルームで襲おそわれました。外からの狙撃により、右みぎ腕うでを撃うたれました』

「右腕を狙撃か」

　頭からも心臓からも離はなれている。命を取るつもりはないが、射程の短い散さん弾だんなどにしなかったのは、ターゲットに近付くことを避さけているためだろう。

　多少の血が流れるのは構わないと考えているのは間ま違ちがいなく、またターゲットに監視がついていることも気がついている可能性があった。

「レイヤ、気をつけろ。敵はこっちに気づいているかも知れない」

　無線のチャンネルをレイヤに合わせ、竜士は忠告した。

『言われるまでもないわよっ！　あんたは皐月の傍そばにいてあげて。で、舞夏は敵の位置を把は握あくできたら教えて』

『了りよう解かいしました。竜士さまはどうしますか？』

「少し待ってくれ。皐月と相談する」

　竜士は舞夏との通信を切ると、おろおろと立ち往生している皐月のもとに駆け寄った。

「何があったかは、聞いたな」

「う、うん……」

　曖あい昧まいにうなずく皐月。

　すぐ近くでクラスメイトが狙撃されたなどと言われても、実感がわかないというのが正直な感想だろう。

「ど、どうすればいいのかな？　レイヤちゃんは、これから敵と戦うかも知れないんだよね……」

「落ち着け。あいつは一人でも大だい丈じよう夫ぶだ」

「そ、そっか……」

「深呼吸」

「すー、はー」

　素す直なおに深呼吸をして、控ひかえめな胸を上下させる。皐月が幾いく分ぶんか落ち着きを取り戻もどしたのを見て、竜士は口を開いた。

「確かに、あいつの応おう援えんに行くのはありだ。上手うまくいけば、二対一で敵をとっ捕つかまえて、そのまま万事解決っていけるかも知れない」

「なら──」

「でも、お前一人をここに置いていくのは怖い。連れて行くのも、それはそれで怖い」

「りゅーにぃ、わたし囮おとりだよ？　気持ちは嬉しいけど、囮が危険な場所から逃にげてたら変だよ」

「分かってる……」

　むっと眉まゆ尻じりをあげて頰ほおを膨ふくらませる皐月の頭に、竜士は手を置いた。

　──この期に及およんでまだ俺は、皐月を巻き込みたくないと思ってるんだな。

　──皐月は皐月なりに考えて、自分のために他の誰かが傷つくのはいやだって判断した。

「大丈夫だよ。どんなことされたってきっとすぐに治っちゃうんだから、今のわたしは無敵だよ」

「……その力の出所だって、よく分かってないんだぞ？」

「そんなこと言ったら魔杖タクト全部、どっから来たのか分かんないんでしょ？　しょうがないよ。怖いけど、怖がってる場合じゃない。レイヤちゃんのとこ行こ、りゅーにぃ」

「そう、だな」

　──多少の傷ならば、皐月は助かる。

　──敵も、殺すつもりで動いているのではない。

　──何より、皐月に触ふれる前に捕とらえてしまえばいいだけのことだ。

　竜士は一つずつ、自分に念じるように言い聞かせた。

「無む茶ちやすんなよ。絶対、俺の言うとおりに動け」

「うん」

　微かすかに震ふるえていた皐月の肩かたを勇気づけるように抱だき、その小さな手を握にぎりしめて、舞夏とレイヤの回線を開いた。

「皐月と話し合った結果、このままレイヤを援えん護ごして敵をふん捕づかまえることにした。こっちも誘ゆう導どう頼たのむ」

『了解しました』『はぁ？　あんた何言ってんのよ！』

　無線の向こうで舞夏はうなずき、レイヤは非難の声をあげた。

「俺だって気は進まないけどな、相手は一発で衣良華を無力化した。二人でやらなきゃやられるぞ」

『そりゃ、そうかもだけど……』

「こういう事態になった以上、いまは最善を尽つくすのが役目だ。大丈夫、皐月に指一本触れさせやしない」

「大丈夫だよレイヤちゃん。わたしには《根ルーツ》があるし。りゅーにぃもいてくれるんだもん」

『あぁ──ったくもぅ……』

　レイヤが頭を抱かかえている姿がありありと目に浮うかぶ。

『竜士！』

「なんだ？」

『姫神学園の守衛委員ガーデイアンの一人っていっても、私敵に向かって実じつ弾だんをこめたのは、これでまだ二回目よ』

「つまり？」

『……あてに、してるから』

　レイヤのしおらしい声に竜士は一いつ瞬しゆん戸と惑まどうものの、口下手なりに想像力を働かせて、彼女が求めている言葉を探した。

「任せろ。……それにお前は強い。戦った俺が、保証する」

『なんか棒読み。しかも上から目線でむかつく』

「どうしろってんだよ」

『知るか。とにかく頼たのんだわよ、竜士！』

「頼まれたよ、レイヤ！」

　ぷつりとレイヤの声が途と切ぎれる。

「りゅーにぃ、なんかレイヤちゃんと仲良さそう」

「どこがだ」

「そゆとこ」

「わからん」

　するとインカムから、舞夏の声が聞こえてきた。

『方角から植林地帯に潜せん伏ぷくしていると思われた敵の姿が捕ほ捉そくできません。すでに狙そ撃げき地点から移動しているようです』

「了解。なんとか追い込めないか？」

『難しいかもしれません。こちらの網あみにまったく引っかからない……光学的な迷めい彩さい処理を施ほどこせる機甲ギアなんでしょうか？』

　抑よく揚ようの少ない舞夏の声が、微かにあせっているように聞こえた。

「そういえば、《ヴァルトナハト》は音から敵を察知することは出来ないんだったっけか？」

　昨晩、朱鷺夜が竜士の部屋に侵しん入にゆうしたことを知っていながら、話の内容までは聞き取れていなかったというのを思い出して尋ねた。

『はい、申し訳ありません』

「別に謝ることじゃない。仙道は充じゆう分ぶん、働いてくれてるよ」

　学園中にばらまいた監かん視し装置を一手に処理してみせているだけでも、彼女の存在は一軍に値あたいすると思う。

『もったいないお言葉です。次の機会には、より万ばん全ぜんな索さく敵てきシステムを構築しておきたいです』

「次の機会なんてできれば欲しくはないけどな」

　ぼやきつつ竜士は制服を脱ぬぎ、機甲を展開。舞夏の指示に従い、とにかくレイヤと合流する方向へと皐月の手を引き走り出す。

　等とう間かん隔かくの外灯に照らされていた舗ほ装そう路を抜ぬけて、校舎裏から植林地帯に踏ふみ込む。学園の端はしの方に来たためか、波の音がかなり近くで聞こえた。

　落ち葉の積もった湿しめり気のある土の足場の悪さに、速度を落とす。

「気を抜くと滑すべるぞ」

「うん」

　空は曇どん天てんで月明かりもなく、視界は校舎から漏もれ出た灯あかりで五メートル先がギリギリ見える程度。

　五感を研とぎ澄すませる。

　不意に、こめかみにぴりっとした違い和わ感かんが走った。

　竜士は皐月を脇わきに抱だきしめて、とっさに木こ陰かげに隠かくれた。

　その木の肌はだが、ザリッと音を立てて、抉えぐれた。

「撃ってきたな」

「ど、どうするの……？」

　おどおどした声こわ音ねで、皐月が尋たずねた。

「レイヤ、そっちから敵の居場所が分からないか？　猫ねこもライオンも夜行性だろ？」

　無線を通して、竜士はレイヤに尋ねた。

『無茶言わないでよ。障害物多いし、舞夏でも捕捉できてないのよ』

　舞夏から植林地帯の地図が携けい帯たい端たん末まつに送られてきた。狙撃地点からは移動したものの、敵は植林地帯に押し込められたまま、竜士とレイヤに挟はさみ撃ちにされている。

「居場所が分からないなら、あぶり出すか……」

　再び、音もなく竜士たちが身を隠す木の肌が削けずれた。敵はこっちに皐月がいることに気づいているのだろうか？　向こうも、舞夏と同じような網をこちらに張っている可能性は十二分にあった。

　──だとしたら、その気になればいつでも退路を確保できるんじゃないか？

『あぶり出すなら、力技は思い付くけど』

「力技？」

『どうする？　やる？』

　レイヤの声は、少しだけ弾はずんでいた。《バーストソレイル》の武装を頭に入れている竜士は、それでレイヤのやろうとしていることの意図がつかめた。

「……俺が聞くのもお門かど違ちがいかも知れないが、いいのか？　ここら辺一帯は、姫神学園の研究の成果だろ」

　海上の埋うめ立て地に森という生態系を作り出す。魔杖という現代の賢けん者じやの石があったとはいえ、それが並なみ大たい抵ていのことでないことは分かる。

『人の命には代えられないでしょ』

「……まったくだな」

　竜士は皐月を胸に抱えて、植林地帯の外まで一気に駆かけ下りた。

「レイヤちゃん、なにするつもりなの……？」

『皐月も、コンダクターになるんなら見といた方がいいかもね……そいつが衣良華とやってたのはチャンバラごっこみたいなモノで、機甲の本領はレベル３ドライまで引き出してからよ』

「レベル３ドライ……？」

　皐月はケーキ屋での竜士の説明を思い出した。

　──レベル３は、人の五体を超ちよう越えつして翼つばさや新たな第三第四の腕うでを生みだし、およそ人間のシルエットじゃなくなる。

『モード・獅子レオへ移行、安定化領域ＢＩＳフイールド展開、テールアンカー射出、姿勢制せい御ぎよ固定、全ぜん弾だん装そう塡てん、安全装置セーフテイ解除、オールグリーン……！』

　レイヤの声の背後、カチカチカチと金属と金属が繫つながり合い、積み重なっていく音が聞こえてくる。

「なにが起こってるの……？」

「レベル３──あいつなりに言うならモード・レオへの変形だ。目をつぶって耳をふさいどけ」

　竜士の脳のう裏りに、学園を囲う塀へいの上に立ったレイヤの姿が思い浮かぶ。

　何本もの銃じゆう器きをライオンの鬣たてがみの如ごとく背中に携たずさえた、《白き百銃王ガンズライオン》。




『行くわよ……レオニード・ストレイフ……一いつ斉せい掃そう射しやッ！』




　竜士は、映像付きの資料ですでに知っていた。

《バーストソレイル》の背中に抱えたあの銃器すべてが前方に火力を集中した、その名に獅子座流星群レオニードを冠かんする通りの弾だん丸がんの嵐あらし。

　ショットガンやアサルトライフル、ガトリングガンなどの大小様々な銃じゆう弾だんにはじまり、フレシェット弾だん、焼しよう夷い徹てつ甲こう弾だん、ロケット弾、榴りゆう弾だん、散弾、プラズマ弾、小型のミサイルに至るまで、数千発の弾丸をおよそ二十二にやんにやん秒で吐はき出し尽くす、夜空を赤く染め上げる流星雨。

　白い光が明めい滅めつした。

　遠くから聞こえてくる波の音をかき消して、爆ばく音おんが轟とどろく。

　炎ほのおが天へと吹ふき上がって木々を飲み込み、瞬またたく間に森全体へと広がっていく。

「これが、レイヤちゃん一人の力……？」

　目をつぶり、耳をふさいでいてもわかる。

　皐月がこれまでに経験した中で、最も強い閃せん光こうであり、最も巨きよ大だいな爆音の連なりだった。

　雷かみなりがすぐ隣となりに落ちたらこんな感じだろうか？

　まぶた越ごしでも目はチカチカして、残ざん響きようがお腹の底でまだ渦うず巻まいている。

　腰こしが抜けて尻しり餅もちをつきそうになったところを、竜士に抱きとめられた。

「大だい丈じよう夫ぶか」

「うん……さすがにこれ、敵の人死んじゃってない……？」

「いや。ノリで一斉掃射とか言いながら、弾数はかなり減らしていたと思う。ちゃんと敵をあぶり出すことを考えてるさ」

　赤々と燃え広がる炎の光の中に、竜士は目を凝こらし、敵の姿を探した。

　しかし、すぐさま設置されていた火災報知機が鳴り響ひびき、塀の上に取り付けられた放水機が、海水をポンプでくみ上げて放射しはじめた。

「チッ……仙道、見つけられないか？」

　消火活動が始まると、濃こい霧きりが立ちこめて、敵を探すどころではなかった。さらに高らかなサイレンとともに長方形の消火ロボットが到とう着ちやくし、消火活動を開始する。

「あのロボットに見つかって、わたしたちが犯人てことにされたりしないよね……」

「いや、間ま違ちがいなく犯人は俺たちだけどな……！」

　海水の塩分で、この森は土から作り直すことになるだろう。一体どれだけの損害となるのか、竜士には見当もつかない。

『竜士さま、レイヤさま──捕捉しました。姿は見えませんが、霧の揺ゆらぎ方から間違いなく二メートル弱の巨大な機き影えいが植林地帯の外へと出ました！』

「どっちへ向かった？」

『北西へ。ここと同じように身を隠すとしたら、おそらく第二研究庭園でしょう』

「第二研究庭園？」

　携帯端末に送られてくる地図を確かく認にんする。初めてベルカと出会い、さらにレイヤに襲しゆう撃げきされた、ビオトープのある公園だった。

「行くぞ」

「うん！」

　皐月を胸に抱だき上げて、竜士は走る。

　舞夏が示した道は舗装路で、目を凝らすと点々と水すい滴てきの跡あとが黒く連なっているのが分かった。消火の水を少なからず浴びたということだろう。

　通常、レベル３以上の機甲ならば安定化領域ＢＩＳフイールドを展開しているためこのように濡ぬれることはない。しかしそうできなかったのは、光学迷彩で姿を隠すためだろう。安定化領域ＢＩＳフイールドは、張ると薄うす青あおく光を帯びてしまう。

　公園に向かうにつれて水滴の数は少なくなり、入り口まで来るとすっかり見えなくなった。

「竜士、皐月っ！」

　声に振ふり向くと、レベル３の《バーストソレイル》をまとったレイヤがこっちに向かってきているところだった。

「レイヤちゃん」

「敵はこの先？」

　逆関節の脚きやく部ぶで跳ちよう躍やく──竜士たちの頭を飛び越こえて、背中からショットガンとアサルトライフルをその副腕につかみ取って構える。

「いい加減、こそこそ隠れてないで出てきなさいよっ！」

　構えたアサルトライフルを水平になぎ払はらうように撃うつが、手て応ごたえはなかった。

　直後、闇やみから飛んできた銃弾が《バーストソレイル》の右みぎ腕うでを貫つらぬく。

「──っ」

「レイヤちゃん！」

「俺が前にでる。《アルゴ・ドライブ》！」

　未いまだ敵に利があると悟さとった竜士は、皐月を腕からおろしてレイヤに託たくすと、両手に長短一いつ対ついの刀を抜いた。

　二人が瞬きをする間にその姿は消え、公園の闇の中へととけている。

　──ここで一気に追い詰つめなきゃ、さっきと同じ状じよう況きようになる！

　まとわりついてくるような夜の闇を切り裂さいて、竜士は駆ける。

　がむしゃらに両手の刃を振るい、敵の居場所を探さぐる。

　邪じや魔まな木々は姫神学園の研究者には悪いが容よう赦しやなく切断した。

　加速のタイムリミット三十秒を使い切るまで、竜士は見えぬ敵の姿を追った。

　実に、竜士の体感時間は三百秒に及およぶ。

　最後の一秒で、木を切り倒たおした長ちよう刀とうの刃が、その裏側に潜ひそんでいた何かに受け止められた。

　硬質の金属の感かん触しよく。中空で衝しよう撃げきが波は紋もんのように広がり、目には見えないがそこに敵がいるのを悟る。

「てめぇ──」

　闇に、黒いゴーグルだけが浮ういているように見えた。

「透とう明めい人間か！」

　こちらの姿を確認するために、目だけは光を透とう過かさせることは出来なかったのかと気づき、竜士はそのゴーグルに手を伸のばした。

　ひったくったゴーグルの下から、二つの瞳ひとみが竜士を覗のぞく。

「──竜士か？」

　加速が途と切ぎれ目の前に立つ竜士の姿に、敵の琥こ珀はく色いろの瞳が丸く開かれた。

　中性的なハスキーヴォイスだった。

「──誰だれだ」

　竜士は鋭するどい声とともに、左手の短刀を敵に振るう。

　視覚で捉とらえられない敵の装そう甲こうは易やす々やすとそれを受け止めた。

「ふん──」

　宙に浮かんだ双そう眸ぼうは、それだけで敵が笑ったのだと分かるほど、弓の如く細くなる。

「そうか、お前はダアトに入ったんだったな」

「誰だ！　姫神マリアをどこにやった！」

　竜士が振りかざす二刀は悉ことごとく目に見えぬ装甲に受け止められる。まるで、見えない壁かべに向かって斬きりかかっているような感触だった。

「姫神マリアは朱鷺夜の介かい入にゆうで早晩発見されることが分かったからな、すでに解放したよ」

「なに⁉」

「お前たちの様子から《根》がどこにあるのかも大体見当がついた。まぁ、確認はさせてもらうけどな」

　敵の視線がチラリと、自分を透すかして奥に立つ皐月を見つめたのが分かった。

「させるか──」

「三年ぶりの再会だ、いいことを教えてやるよ」

　かすれ気味のハスキーヴォイスは、竜士の耳にだけ聞こえるようにささやく。

「姫神レイヤには、気をつけろ」

「は──？」

　一いつ瞬しゆんの隙すきが生じた。

　次の瞬しゆん間かん、見えない鋼鉄の塊かたまりに横から殴なぐられ、竜士の身体が吹き飛ぶ。

「がぁっ！」

　背後の木に背中を強く打ち付けて空気の塊を吐き出す。

　衝撃に視界がチカチカしたが、それでもすぐさま身体を起こし走り出した。

　五感を研とぎ澄すませる。

　音が聞こえる。

　足音だ。

　見えぬ敵は一直線に、皐月に向かって走っている！

「レイヤ、そっちに行ったぞ！」

「分かってるけど、そんなこと言われたって！」

　ネコミミ型のセンサーは足音は捉えている。しかし見えない敵に向かって発はつ砲ぽうするのは竜士も巻き込みかねない。

　レイヤは自身の両手に銃じゆう口こうと銃じゆう把はにそれぞれ刃を装備した二丁拳けん銃じゆうを握にぎりしめた。

「レイヤちゃん……！」

「皐月は下がってて」

　前に出て、破は壊かいされた右の副ふく腕わんを切り離パージし、左副腕で投げつける。

　ガツンと鈍にぶい音を立てて、右腕は見えない壁に阻はばまれて地面に落ちた。

　敵の足音から、おおよその敵の速度はわかっている。

「──見えた！」

　十メートル先の闇に浮かぶ、直径一センチにも満たない敵の瞳。

　舞夏は敵の大きさは二メートル弱と言っていた。

　両手の拳銃を交差し突つき出して、引き金を引く。

　轟く銃じゆう声せい。

　明滅する銃閃光マズルフラツシユ。

　手応えがあった。敵の足音が途切れる。

　しかし次の瞬間、感度良好のネコミミセンサーは敵の銃じゆう弾だんがレイヤの胸めがけて飛び込んでくるのを察知する。

「来るって分かってたら、そんなもんくらうか！」

《バーストソレイル》を中心として球状に発生する力場が、はっきりとシールドとなって前方に展開される。

「ＢＩＳフィールド、全開っ！」

　音もなく放たれた凶きよう弾だんはその力場に触ふれて推力を削そがれる。

　さらに、レイヤは《バーストソレイル》の膝ひざから伸びるシールドを突き出して敵の銃弾を受け止めた。

「そこだっ！」

　駆かけだしたレイヤは一気に敵との間合いを詰めて右手の銃口のダガーを振り下ろす。

　空から振ぶり。

　後方に着地した足音が響く。

「竜士！」

「言わなくても分かってる！」

　敵の背後から竜士が斬りかかる。振り下ろされた一刀は、何かに受け止められることはなかった。

　その斬ざん撃げきは敵の装甲を切り裂いて、不可視の敵の足あし下もとに数すう滴てきの血のしずくをこぼした。

　すかさずレイヤが引き金を引く。

　銃弾は被ひ弾だんすると赤い顔料となって弾はじけた。

「ペイント弾か──」

「もう逃にがさないんだからっ！」

　続けざまにペイント弾を乱射すると、今まで見ることの出来なかった敵の姿が、赤いシルエットとして夜の闇に浮き彫ぼりにされる。

　ずんぐりむっくりとした、タマゴに手足が生えたかのようなシルエット。

　装甲に浮かび上がる、三角形を描えがく光。

　──Δ。

「え──？」

　その姿に、竜士は一瞬だけひるんだ。

「お前──っ」

「チェックメイトだ」

　顔をマスクで覆おおい、また血ち糊のりにまみれてなお、その機甲をまとった者が笑ったのだと分かった。

　機甲の右副腕は、竜士の一刀により切り飛ばされていた。

　左の副腕にはライフルを構えていた。

　その引き金を引く。

　吐はき出された弾だん丸がんは、レイヤの肩かたをすり抜ぬけて、皐月の胸を貫いた。

「──あ」

　弾丸は胸を貫かん通つうし、皐月の身体からだは糸の切れた操あやつり人形のように仰あお向むけに倒れる。耳にはめていたインカムが土の上を跳はねた。赤い血だまりがじわりと地面に広がる。

「皐月──」

　レイヤは皐月に駆け寄った。

「──っ！」

　竜士はきつく刀を握りしめて、真紅に染まった機甲に斬りかかる。

　右の長刀は、ライフルを握る副腕の装甲に受け止められた。

　左の短刀で相手の腹部を狙ねらう。

　咄とつ嗟さに身をよじりはしたが、刃は敵の脇わき腹ばらをかすめた。

「──ぐっ⁉」

　傷を受けた敵はライフルの銃じゆう身しんで竜士の側頭部を殴おう打だし、そのまま回り込むように横に逃げる。

　ずんぐりとした体型でありながら、驚おどろくほどその足は速い。
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　殴られた瞬間、一瞬視界がブラックアウトしかけた竜士は、しかし歯を食いしばって意識を繫つないだ。

　バランスを崩くずし、前方につんのめりながらも、敵の逃げた方向へがむしゃらに長ちよう刀とうを投げ放った。

　狙いは正確ではなかった。

　それでも鎖くさりに繫がれた長刀は、針の穴を通すように、装甲の隙間を縫って相手の胸を貫いていた。

「──え？」

　竜士も敵も、すぐになにが起こったのか理解できない。

　刹せつ那なの沈ちん黙もくが、二人の間に降り立った。

　刃の刺さった胸から、紅あかい鮮せん血けつが噴ふき出す。

「……はっ、はははははっ！」

　敵は、笑った。

　喀かつ血けつを繰くり返し足下を赤く染めながら、高らかな笑い声を夜の木々の隙間に響ひびかせた。

「……お前、臥が竜りようだな」

　肩で息いきをしながら、しかしはっきりとした声で、竜士は問うた。

「だったらどうする、竜士」

　目を血走らせながら、胸に突き刺ささった長刀を左の副腕で抜く。

　臥竜と呼ばれたコンダクターは、琥珀色の瞳で、竜士を見み据すえる。

「おとなしく降こう伏ふくしろ。今さら夜刀野会のために動いてなんになる？」

「ほざけ竜士！　三年前自分のキョーダイのためにオレたちを見捨てたヤツが今さらなに言ってやがんだ！」

「──っ」

「そのお前が、正義の味方部隊か……はっ、傑けつ作さくだろ。笑わせんのも大たい概がいにしやがれよ」

「……臥竜」

「偽ぎ善ぜん者ぶった顔しやがってよぉ。さすがオレら十一人の羨せん望ぼうの的だったΔデルタシリーズの完成形さまさまだけのことはあるよな……」

「完成も失敗もあるか！　そんなのは、朱鷺夜が言ってるだけのことだろうが！」

　竜士が吠ほえるように叫さけぶ。

　すると臥竜は一度顔をゆがませてからうつむき、クツクツと引きつった笑いをこぼした。

「ああそうだぁそれだぁ！　いつも優やさしくて正しい言葉を言ってくれる竜士……そんなお前がオレたちは、どうしようもなく憎にくったらしかったよ……」

「憎みたければ憎めばいい。でも、今さら夜刀野会の連中なんかとつるむな」

「今まさに七枷朱鷺夜と仲良くやってるお前が何言ってんだ。まぁ、もういい。楠木皐月の中に《根》があるのは確かく認にんできた」

　臥竜の言葉に振ふり返ると、胸を撃うたれた皐月がレイヤに抱だき起こされて、赤く染まった自分の胸むな元もとをまじまじと見つめていた。

　傷は塞ふさがり、彼女は蘇そ生せいしたのだ。

　レイヤは皐月の手を握りしめ、ホッと安あん堵どの息をついているが、二人とも顔色は良くなかった。

「なにが目的だ」

「三年前のお前と同じだよ」

　臥竜はそう言い残して、機甲の逆関節の脚きやく部ぶで飛んだ。

　竜士はあわててそれを追おうとしたが、突とつ如じよ襲おそってきた右目奥の疼とう痛つうに膝を折る。

「……くそ、こんなときに……！」

　機甲の展開が解け、緑色の朧おぼろ気げな光となって、魔杖の形状へと収しゆう斂れんされていく。

「竜士？」

　うずくまる背中に、レイヤと皐月が表情を曇くもらせて駆け寄ってきた。

「……大だい丈じよう夫ぶ？」

　まだ生気の戻もどらぬ顔色で、それでも竜士を気き遣づかって覗のぞき込んでくる皐月。

「……大だい、丈じよう夫ぶ、だ……」

　弱々しくも肩を抱だいてくれる指先を握り返すと、冷たかった。

「全然大丈夫そうに見えないんですけど」

　脂あぶら汗あせを額にじっとりと浮うかべる竜士にレイヤが小さなため息をついて、舞夏との回線を開いた。

「それなりに追い詰つめたんだけど、皐月の中に《根》があるのを確認して、逃げられちゃった……二人ともちょっとやばそうだから、こっちまで二人分の担たん架かと医い療りよう班呼んでもらえる？」

『すみません』

「え？」

『これ以上お二人のサポートをすることが、難しくなりました』

「は？　どういうこと？」

「こういうことだ、姫神レイヤ」

　夜や陰いんにずっしりとした男の声が響く。

　四つの人ひと影かげが現れて、竜士たちを囲うように立った。

　レイヤが彼らを見上げ、目をすがめる。

　竜士も彼らの顔に見覚えがあった。

　みな、守衛委員ガーデイアンの学生だった。制服は着ておらずＯＧスキン一枚を身に纏まとうのみで、完全に臨戦態勢だった。

　その先頭に立つのは、衣良華からの果たし状を竜士に渡わたした巨きよ漢かん、不ふ動どう泰たい山ざんである。

「お前たちの身み柄がらを拘こう束そくさせてもらう……八戸埜柳二の兄、お前もだ」

「……どういうことなのか、ワケだけでも話せ」

　自分の素す性じようが知られていることを、驚くことはなかった。

「さきほど、コールドスリープされた姫神マリア理事長が、姫神学園の執しつ行こう部ぶあてに届けられた」

「お母様が？」

　竜士もレイヤも、息を吞のむ。

「あいつの言ってたことは、本当だったのか……」

「あいつとは、どういうことだ？」

　竜士の呟つぶやきを耳みみ聡ざとく追つい及きゆうする不動。

「いまさっき交戦したやつが言っていた……姫神マリアを、解放したと……」

「それでお母様はどうしたの？　……無事なの？」

　狼ろう狽ばいしながら、レイヤは尋たずねた。

　不動たちは一度目配せをしてから、話した。

「姫神マリアはコールドスリープの装置ごと、衣良華啓けい人とによって奪だつ取しゆされた」







　第四幕　《Δアミュレット》







　右みぎ腕うでを撃たれたと言っても、衣い良ら華かが受けた傷は浅かった。

　再生医療の進んだ現代ならば、治療用のナノマシンセルを塗と布ふした絆ばん創そう膏こうを貼っておけば二時間もしないうちに傷はふさがるし、鎮ちん痛つう剤ざいを重ねて飲めばすぐにでも動けるようになる。

　衣良華は医務室で適切な処置を受けた後、十分とかからずに現場に復帰した。

　その頃ころには執行部あてに直方体の棺かんおけのようなＣＳ装置コールドスリープユニツトに納められた姫ひめ神がみマリアが届けられており、また植林地帯で大規模な火災があったとのことで、守衛委員会ガーデイアンズの出動要よう請せいが執行部より下されていた。

　復帰した衣良華は守衛委員長として一同の指揮を執とり、まわりの注意が自分とマリアから離はなれたのを見計らって、姫神マリアの誘ゆう拐かいを強行したのだという。




「──で、どうして俺たちの身柄を拘束しなきゃならないんだ？　俺たちを捕とらえるよりも先にすることがあるだろう」

「衣良華の行方ゆくえは、残りの守衛委員が追っている。問題は衣良華の行動が本当にやつ自身の独断によるものなのかどうかということだ」

「私たちがみんな、グルだって言うの」

「執行部会の決定だ。ひとまずお前たちマリア派は、理事長が目覚めるまで謹きん慎しんということになっている」

「勝手な言い分ね」

「今回のこの混乱、姫神マリアが手て駒ごまであるお前たちにレベル５フユンフのコンダクター楠くすの木き皐さ月つきの拉ら致ち誘ゆう拐かいを命じたものであると執行部は考えている」

「随分な脚きやく本ほん家がいたもんだな」

　竜りゆう士したちの知らないところで、事件はいつの間にか思わぬ展開へと進んでいた。執行部会に単身食い込んでいるベルカのことが心配だったが、他人の心配をしている余よ裕ゆうはない。

「それじゃあ、皐月はどうするんだ？」

「無論、我々で保護させてもらう」

　予想通りの言葉が返ってきて、竜士は苦く笑しようした。

「そんなことさせるわけにはいかない。もしも姫神マリアが無実で、お前たちの中のボスの誰だれかが夜や刀と野の会かいの残党だったらどうする？」

　竜士の言葉に、不動は眉まゆを寄せた。

「夜刀野会……？　──何を言っているんだ？」

「話にもならないか」

　竜士は皐月の手を握にぎりしめ、レイヤに視線を送る。

　レイヤは、小さく首を縦に振った。

　二人の気配の変化を、不動をはじめとする四人の守衛委員は敏びん感かんに察知し、魔杖を抜ぬき放つ。

　しかし、すでに《バーストソレイル》を纏っていたレイヤの方が速かった。

　背中のウェポンラックからグレネードランチャーが飛び出し、足あし下もとに向けて撃たれる。

　刹せつ那な、夜の闇やみが白く塗ぬり潰つぶされる。

「閃光弾スタングレネードか──⁉」

　視力を奪うばわれ躊ちゆう躇ちよした次の瞬しゆん間かん、不ふ動どうの胸に二本のワイヤーが突つき刺さった。

　そのワイヤーの意味を知る間も無く、彼の山のような巨きよ体たいに電流が駆かけ巡めぐる。

　不動が気を失い膝ひざを折るまでに、残りの二人までもが同様にレイヤの電気銃テイザーによって無力化されていた。

　残る一人のみ閃光弾の難を逃のがれ、機甲の展開リブートを完かん了りようしていた。

「姫神レイヤぁッ、おとなしくあたしのお縄なわに付きなさいっ！」

　タコクラゲ科マステイギアのコンダクター、海かい冥めい透とお子こ。

　彼女の機甲《シーネトゥル》の背部リアユニットから伸のびる触しよく手しゆが、一直線にレイヤへと向かう。

「やば──」

　直後、竜士が握りしめる長刀が、十本にも及およぶ触手を一刀のもとに切断する。

　機甲の展開リブートを終えていたのは、竜士もまた同様だった。

「遅おそいっ」

　竜士は地面を蹴ける。《シーネトゥル》の触手が再生をするよりも早く、その懐ふところに飛び込んでいる。

「ヤダ、イケメン──！」

　ただ一度の交差。

　それで確実に、竜士の左手に握りしめる短刀は《シーネトゥル》の第二の脊せき髄ずいを切断していた。

　すかさず、二本のワイヤーが伸び、内臓を揺ゆさぶるほどの電流に彼女は気を失った。

「相変わらず、緊きん張ちよう感かんのないクラゲ娘むすめね……」

　レイヤは呆あきれたように呟きながら、電気銃テイザーを背部リアユニットにしまった。

「無む駄だ口ぐち叩たたいてる場合じゃない……正式に学園から派は遣けんされた生徒を攻こう撃げきしちまったぞ」

　こうするしかなかったと思っているが、自分たちの立場がより悪くなったのは看過できない事態だ。

「うだうだ言ってもしょうがないわ……とにかくお母様を連れ去ったっていう、衣良華を追いましょう」

「つっても、どこに行ったのか分からないぞ」

　竜士がそう言ったとき、耳にはめたインカムから、舞まい夏かの声が聞こえた。

『こちら舞夏です……聞こえていますか？』

「大丈夫なのか？」

『現状のような監かん視し下に置かれた際など、緊きん急きゆう用の回線を開ける極小の機甲を展開出来るようにしております』

「大したもんだ。てっきり魔杖を没ぼつ収しゆうされてるかと思ったが……レベル４フイーアだもんな、その気になれば魔杖の複製も可能か？」

『秘密です。それと、楠木さまのインカムが外れているようですが、敵に撃うたれた時でしょうか？』

　竜士が確かく認にんすると、皐月はうなずいた。

　この暗がりの中落ちたインカムを探すのは手間であるし、代わりになるものを調達するのも難しいということで、皐月はインカム無しで我が慢まんしてもらうことになった。

「お姉様は、無事なのね？」

　レイヤが尋ねる。

『はい。現在執行部の説得に全力で当たっています。相手方がたてた筋書きでは、マリアさまが学園の夜刀野会の残党であり、我々を使い高レベル適性者である楠木さまと共に学外への逃とう亡ぼうを図はかっているとのことです』

「すごいわね……どうやったらそんなウソでたらめがつけるのよ……」

『この混こん沌とんとした状じよう況きようであれば、つじつまを合わせるのは容易です。たとえウソであったとしても、姫神学園の現理事長であるマリアさまを追い落とすには絶好の機会です』

「話はそこまでだ。とにかく、衣良華と姫神マリアを確保しなきゃ話にならない」

　衣良華は何を考えているのか、裏切り者なのか。

　そもそも衣良華がそんな真似まねをしたということじたいにわかには信じがたかったが、舞夏が否定しない以上、不動が言ったことは事実なのだろう。

『衣良華さまは、ＣＳ装置コールドスリープユニツトごとマリアさまを誘拐し、南エリアの方へと向かいました』

「南エリアか……」

　漠ばく然ぜんとした指示に竜士は腕うでを組んだ。おそらく、機甲を縮小化したことで学園中に張り巡らせた《傘シルム》のネットワークも限定的にしか使えないのだろう。

「……もしも、衣良華がお母様を連れてこの学園から脱だつ出しゆつしようって言うんなら、南エリアの臨海地帯は、船を泊めておけるわね」

　レイヤが言った。

　海と巨きよ大だいな塀へいに囲まれた姫神学園の出入り口は、本土につながる高こう架か橋きようの他ほかに、そこしかないという。

「衣良華はレベル４の機甲だろう。そんなんなくても空を飛んで──」

　そう言いかけて、竜士は口をつぐんだ。

　レベル４でありながら、衣良華の機甲に飛行能力がないというのを、思い出したのだった。

「とにかく、行ってみる価値はあるか……」

「そうね」

　竜士はレイヤの同意にうなずいて、まだ少し顔色の悪い皐月を胸に抱だいた。

「もう少しの辛しん抱ぼうだから、頑がん張ばってくれ」

「平気だよ、どんどん楽になってるから……」

　竜士とレイヤは南エリアの臨海地帯へと跳とんだ。

　夜の風が吹ふきつけ、一気に離れていく地面に皐月は怯おびえた。

「レイヤに抱かかえてもらえば良かったな」

「どうして？」

「この魔杖と俺の限界適性はレベル２ツヴアイだからな。レベル３ドライの《バーストソレイル》なら副腕が付いててしっかり支えてくれるし、安定化領域ＢＩＳフイールドで夜風も防げるからさ」

　そう言うと、皐月は竜士の首に腕を回して、胸を覆おおう固い装そう甲こうにコツンとおでこをくっつけた。

「こんな状況だけど、ちょっと役得って思ってる」

「え？」

「……なんでもないっ」




　　　　☆




　夜の闇に沈しずんだ人工の砂すな浜はまは広く、とても人工地じ盤ばんの上に作られたまがい物には見えなかった。

　濤とう声せいが響ひびく。

　風が吹くと潮の香りが鼻び孔こうをくすぐる。

「こんな場所まであるのか……」

　感心したように、竜士は言った。

「季節になれば潮しお干ひ狩がりも出来るわよ。夏休みは、一いつ般ぱんの生徒にも開放するわ」

「わ、来たい！」

　弾はずんだ声をあげる皐月。

「ね、りゅーにぃ」

「ああ、そうだな……」

　竜士は曖あい昧まいに頷うなずいた。夏休みまで自分が姫神学園にいることがいいことだとは思えなかった。状況を鑑かんがみて、こんな風に皐月が事件に巻き込まれたことを自分の過失だとは思わない。しかし、自分が隣となりにいるとさらなる厄やつ介かいごとに皐月を付き合わせてしまう気がした。

　柔やわらかい砂浜の上に、皐月を下ろす。

　星も見えぬ夜の砂浜の闇の中を、慎しん重ちように進む。

　機甲を纏まとうことで強化された視力は、微かすかな光を捉とらえる。皐月は一メートル先も見えない闇の中で、竜士は五メートルくらいまでは見え、さらに猫科フエリスのコンダクターであるレイヤは二十メートル近くが見み渡わたせた。

　ゆえに、その存在に真っ先に気づいたのも、レイヤだった。

「何か光ってる……」

「え？」

　やがて竜士も皐月も気づく。地面が青白く、朧おぼろ気げな輝かがやきを放っている。

　竜士はすぐにそれが、機甲が展開する安定化領域ＢＩＳフイールドの輝きであると悟さとった。

　三人は足を速めて光に向かい歩き出す。

「な……」

　その正体を知って、竜士たちは絶句した。

　夜の海岸──そこに薔薇の花畑が広がっていた。

　青みがかった光を帯びながらも、金属光こう沢たくにきらめく花びらは赤、白、黄、黒、桃ももと鮮あざやかに色づいているのが分かる。

「どういう趣しゆ向こうだ、これは……！」

　花畑の中央に立つ人ひと影かげに、竜士は苛いら立だたしげに尋たずねた。

　人影の傍かたわらには冷蔵庫ほどの大きさの匣はこがあり、その窓からは赤色ランプのやわらかな輝きに照らし出された女性が、まるで美術品のごとく眠ねむっているのが見える。

「お母様ッ」

　レイヤは声をあげ、そこに立つ衣良華啓けい人とを睨にらみつけた。

　昼間の模も擬ぎ戦の時とは違ちがう、レベル４相当の、全開の《ローゼンガルテン》をまとっている。

「お母様は、無事なの？」

「無事だよ。覚かく醒せいシーケンスはすでに起動している。約一週間後には循じゆん環かん血液量が元に戻もどり、目を覚ますってさ」

　他人を馬ば鹿かにしたような気取った口調は変わらず、衣良華は涼すずやかに笑った。

「なにが狙ねらいだ？　姫神マリアを引き渡わたせ！」

「取りに来ればいいじゃないか。そこで寝ねている彼らのように、薔薇は君を歓かん迎げいするよ」

　衣良華が指し示した先、ＯＧスキンを着た三人の学生が気を失っていた。
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　不動が言っていた、衣良華を追った守衛委員たちだろう。不用意にこの薔薇の花畑に踏ふみ込めば、ああなるということだ。

「……ワケを話して、衣良華？　どうしてお母様をこんなところまで連れてきたの？」

　レイヤが再び、怒ど気きを孕はらんだ声で言った。

「あんたがおかしなことをしてくれたせいで、私たちもお姉様も、妙みような嫌けん疑ぎを掛かけられて大変な目に遭あってるんだから！」

　レイヤがツインテールを逆立てて怒おこる。ウェポンラックからダガーの付いた拳けん銃じゆうを抜ぬいて、銃じゆう口こうを衣良華に向けた。

「返答次し第だいでは、本気で撃つわよ」

　そう言うと、衣良華は足あし下もとの花畑から金属の黄薔薇ばらを抜いて、一いつ閃せん──細身の剣レイピアを手に握にぎりしめる。

　そして、その剣けん先さきをゆっくりと隣で眠るＣＳ装置ユニツトに突つきつけた。

　竜士もレイヤも、息を吞のむ。

「……なにを考えてるの？」

「なにを考えているもなにも、ボクの目的は最初からこれさ。姫神マリアを殺す。レイヤ、君のためにね」

　レイヤは目を見開いた。

「なにを言ってるんだか分からないわ」

「そうかな？　ボクはこの女を憎にくんでいる。君だって、姫神マリアがこうなることを望んでいるんじゃないか？」

「──だまりなさいっ！」

　衣良華の言葉を打ち消すように、レイヤは叫さけんだ。

　しかし、衣良華は止まらない。

「君もボクも、まともな男女の営みではない、デザイナーズチルドレンとしてこの世に生を受けた。苛か烈れつな競争の中に身を置き、それでもたしかに君は幸せな方だ。姫神ベルカとともに、無事に『姫神』の姓せいをもらえたのだから」

「デザイナーズチルドレン……」

　魔杖との高いリンク適性を生み出すため、生まれる際に遺伝子操作を受けた子どもたち。

　もともと倫りん理り面での風当たりが強かったが、二年前の《指揮者規約》でようやく完全に封ふう印いんされた技術だ。

「生まれながらにコンダクターであることを強制され、生きる意味と同義とされた。問おう、姫神レイヤ。遺伝子の記号により仕組まれただけの私の婚約者マイ・フイアンセ。君は一体何のために戦っているんだ？」

　夜の海岸にレイヤの銃じゆう声せいが響き渡る。

　放たれた銃じゆう弾だんは赤い薔薇の花びらを散らし、衣良華の足下の砂を穿うがっていた。

「私はただ、お姉様や皐月……私の居場所を作ってくれる人たちを守りたいだけよ」

「ならばボクは、ボクの居場所を奪うばい、そして神の如ごとき傲ごう慢まんさで新たな居場所を与あたえようとした姫神マリアを許さない」

　衣良華は剣を振ふり上げる。その刃はを弾はじこうと、レイヤが引き金を引く。

　しかし、その銃弾を弾くものが青白く輝く花畑から突き出る。

　赤い薔薇の花びらを散らし、生えた巨大な刺突槍ランス。銃弾は、銀色の円えん錐すい形の塔とうにそらされて明後日あさつての方へと飛んでいく。

　刺突槍ランスの向こう、衣良華が握りしめる刃が振り下ろされる。

　刃はＣＳ装置の窓の奥、昏こん々こんと眠るマリアを狙い──漆しつ黒こくの半はん透とう明めいの刃に受け止められた。

「竜士……」

　色とりどりの薔薇の花びらが舞まう。

　竜士が駆かけ抜けた軌き跡せきを追い、大小様々な白銀の矛ほこが、絡からみ合いながら突き出ていた。

「部外者が……邪じや魔まをするなよ」

「知るか。何があったかは知らないが、お前だけがこの世で地じ獄ごくを見たわけじゃない」

　衣良華の剣を受け止めた竜士は、下からの攻こう撃げきに対して無防備になっていた。

　不意を突いて白薔薇を散らして突き出た杭くいが、竜士の右大だい腿たい部ぶを掠かすめる。

「──くっ」

「裁かれるべき人間を裁いてなにが悪い。この女の遺伝子と契ちぎるために生み出され、ただ姫神レイヤと掛け算すれば有望なコンダクターを生み出せるかも知れないという理由だけで、ボクはあのドッグレースから拾い上げられた」

　傷を負い血を流す竜士を押し切るように、衣良華は叫ぶ。

「こいつは、自分の都合で人の命と運命をもてあそんだんだっ！」

「裁くのは、お前がやることじゃないっ」

「七なな枷かせ朱と鷺き夜やが夜刀野会でやったことは知っている。彼女を平気で解放している世界を、信用なんか出来るかっ！」

　傷で体勢を崩くずしたところを蹴けり上げられた。

　花畑から伸のびる刃を転がり躱かわしながら、竜士は背部リアユニットのバーニアを噴かして上空へと逃にげた。

「あいつは……瑠る夏かはボクの花を綺き麗れいだと言ってくれたんだ……能力だってボクなんかよりもずっと優ゆう秀しゆうだった。なのに……！」

　衣良華は再び細身の剣レイピアを姫神マリアに向ける。

　竜士が上空よりそれを止めようとするが、それよりも早く、刀身が根元からはじけ飛んでいた。

「レイヤ……」

　衝しよう撃げきで柄つかのみとなった剣を取り落としながら、衣良華は花はな園ぞのの外に立つレイヤを睨む。

　彼女が構えていたのは対物ライフルで、弾たまを弾はじこうと再び突き出た刺突槍ランスは、先せん端たん部分がなくなっていた。

「せめて君が、そんなにも、瑠夏と似ていなければ……」

「いつまでも自分の世界に引きこもってないでくれるっ。お母様が許せないっていうのは分かった。それはいい！　でも、もっとまわりに迷めい惑わくかけない方法があるでしょっ！」

　レイヤがそう怒ど鳴なりつけると、衣良華は鼻で笑った。

「分かってないな。ボクは姫神マリアだけじゃない……彼女が作ったこの学園丸ごと無くしてしまいたいんだよ……」

　そう言って取り出したのは、拳けん銃じゆう型のアンプルだった。

　竜士が目を見開く。

「お前、それをどこでッ！」

「察しの通り、夜刀野会の残党から譲ゆずり受けたものだよ。ボクが七人の支援者サポーターの一人だ」

「七人の支援者サポーター……！」

「ボクは彼らの誘さそいに乗って、姫神マリアの誘ゆう拐かいに手を貸した。ボクの復ふく讐しゆうと、レイヤ……君のために」

「い、言ってることの意味が分からないのよっ！」

「君がそういう立場を取るのならボクも構わない。でもボクは、君を憎めない。瑠夏と似ている君に、ボクを救うきっかけとなった君との相あい性しようの良さに、運命を感じずにはいられない！」

　衣良華は一輪の金属の薔薇を抜き取って、レイヤに投げる。

「君はボクの運命にして、愛だ」

　戸と惑まどうレイヤの珊さん瑚ご色の髪かみに、白色の薔薇がささった。

「ああ、言えて良かった……やっぱり君には、高貴な白い薔薇が似合う」

　芝しば居いがかって告げる衣良華に対して、竜士は上空に滞たい空くうしながら唇くちびるを嚙かんだ。

　真しん偽ぎがどうであれ、こんな泥臭い話にこれ以上付き合ってはいられない。

　それより一刻も早く、衣良華の手からあのアンプルを取り上げなければならない。

　衣良華の凶刃からマリアを守るために《アルゴ・ドライブ》の加速を使い切っていた竜士は、レイヤに指示をとばす。

「──レイヤ、そいつで衣良華のアンプルを撃うて！」

「ん」

　レイヤは目をすがめ、ためらうことなく構えていた対物ライフルの引き金を絞しぼった。

　弾だん丸がんが発射されると同時に、その弾だん道どうをそらすべく数多あまたの剣が薔薇の花びらを散らして突き出る。

　レイヤが狙った衣良華の腕うでからわずか五センチほど外側を射貫く弾丸。

　しかし同時に、上空から投げ放たれた竜士の短刀が、アンプルを握りしめる衣良華の左ひだり腕うでを切り裂さいた。

「ぐっ」

「衣良華ぁっ！」

　右手の長ちよう刀とうを振りかぶって、竜士が上空から強きよう襲しゆうする。

　金属の花びらを散らして伸びる槍やりや剣、杭がそれを迎むかえ撃つ。

　攻撃を躱かわして着地する竜士。その隙すきに衣良華はアンプルを右手に握りしめたまま、黄薔薇の細身の剣レイピアを新たに抜いている。

　竜士が剣の森を抜けて刃を振り下ろす。

　衣良華は細身の剣レイピアでそれと切り結ぶ。

「八や戸と埜の竜士、今日の昼どうしてボクが君に決けつ闘とうを申し込んだか分かるか！」

「知るか！　そのアンプルを今すぐ捨てろ！」

「ボクの運命であるレイヤに勝ったという男と、ボクは戦いたかった！　君がレイヤと一いつ緒しよにケーキを食べていたと聞いて、ボクは嫉しつ妬とした！」

「会話をしてくれ！」

　竜士の長刀が蛇腹刀ブレードウイツプとなって解ほどけ、衣良華の得物を搦からめ捕とる。

　衣良華の判断は速く、竜士に投げつけるように細身の剣レイピアを離はなすと、背部リアユニットのバーニアで一気に距きよ離りをとる。

　薔薇の花びらを模した真しん紅くの噴射炎が舞う。

　距離を詰つめようとした竜士を足下から生え出る剣が牽けん制せいし、レイヤの銃じゆう撃げきも先ほどと同じくことごとくその弾道をそらされる。

　埒らちが明あかないとガトリングガンを取り出してそれらすべてをなぎ倒たおそうと考えるも、跳ちよう弾だんが花畑の中央に鎮ちん座ざしたマリアや竜士に当たる可能性に思いとどまる。

「衣良華、やめろっ！」

　とうとうそのアンプルの銃じゆう口こうを首筋に突きつけた衣良華に、竜士は怒鳴りつけた。

「これがどういうものかは承知の上さ。残念ながらボクには運命を乗り越こえる力はない。運命をすべて受け止め愛し切る度量も、その運命に愛される魅み力りよくもない」

　衣良華は、にこりと微笑ほほえんだ。

　飾かざり気のない、素そ朴ぼくな笑えみだった。

「ボクは、ボクの《ローゼンガルテン》と共に、美しいものになるんだ。瑠夏が言ってくれた、美しい花に」

　引き金を引き、アンプルを首筋に撃ち込む。

　衣良華の表情が無表情なものとなり、次の瞬しゆん間かん、彼のまとっていた機甲と足あし下もとに広がる金属の薔薇の花畑が緑色の輝かがやきへと還かん元げんされ、衣良華のまわりを取り巻く。

　竜士は舌打ちをし、とにかく光の奔ほん流りゆうに取り残された姫神マリアの眠ねむるＣＳ装置ユニツトを抱かかえ上げて、レイヤたちのもとまで下がった。

「なにが起こってるの⁉」

　レイヤの後ろで戸惑いの声をあげる皐月。

　衣良華を取り囲んでいた緑色の光が渦うずを巻き、天へと駆け上っていく。

「《竜血Δブラツド》……コンダクターのＲ領域を活性化させ、限界適性レベルを無理矢理に向上させる薬だ」

「コンダクターのドーピング⁉　そんなの《指揮者規約》以前から禁止されてるじゃない！」

「使用者がかなりの確率で廃はい人じんになる上、夜刀野会でさえ生産性がないって封印していたはずなんだけどな……持ち出したか、新たに作ったか」

「廃人って……それじゃあ衣良華くん……」

　レイヤの背後から出てきた皐月は不安そうな声を出した。

「何とかしてみせる。第二の脊せき髄ずいをすぐに破は壊かいできれば、助かる可能性はあったはずだ」

　竜士はそう言って、皐月の隣となりに姫神マリアを置く。

「ちょっとの間、頼たのむな」

「頼むって言われても、わたしこんなの持てない……」

「陰かげに隠かくれてじっとしてりゃいい。俺とレイヤで、絶対に守ってやる」

　竜士は皐月の頭を優やさしく撫なでた。

「分かった……頑がん張ばって、二人とも」

　皐月の声せい援えんに二人はうなずくと、上空へと飛び上がった。

　同時に、巨きよ大だいな緑色の光の螺ら旋せんがかき消え、衣良華の《ローゼンガルテン》の再プラスリブートが完かん了りようする。

　二人はその姿に息を吞のんだ。

　それは全長十メートルはあろうかという、巨大な青い一輪の薔薇だった。

「でかい……」

「《ローゼンガルテン》……あれでレベル５フユンフってトコか……」

「どうするの？」

　安定化領域ＢＩＳフイールドが、堅けん牢ろうなシールドとなって巨大な機体を覆おおっている。

「とにかく懐ふところに飛び込む。《バーストソレイル》で援えん護ごを頼む」

「──りょーかい」

　衣良華に投げはなった短刀も腕の鎖くさりで回収していた竜士は、長短一いつ対ついの刀を両手に握にぎりしめて飛ぶ。

　長刀のまわりに限定的に発生させた安定化領域ＢＩＳフイールドが《ローゼンガルテン》のそれの干かん渉しよう波はとなって、ほの青く輝くシールドを切り裂く。

　レイヤも同様に、安定化領域ＢＩＳフイールドそのものを圧縮したプラズマ弾だんで穴を開けてシールド内部へと侵しん入にゆうする。

「来るぞ」

「言われなくても分かってる！」

　巨大化した《ローゼンガルテン》から、白銀の鋼鉄槍トーン・パイルが次々と射出される。

　レイヤは背部リアユニットのウェポンラックを展開して、地上の皐月とマリアに気を配りながら、竜士の行く手をふさぐ槍の雨に対し、引き金を引く。

「レオニード・ストレイフッ」

　放たれる銃じゆう弾だんの流星雨が、白銀の槍の雨とぶつかり合う。

　竜士はレイヤが撃ち漏もらした槍を避よけ、ジグザグに飛ひ翔しようをしながら《ローゼンガルテン》へと迫せまる。

　しかし、さらに何十本という蔦つたの金属鞭べんが花びらの内側から伸びて竜士を襲おそった。

　レイヤの銃弾は途と切ぎれることなく吐はき出され、何本もの槍と金属鞭を撃ち抜ぬき、竜士の行く手、あるいは退路を確保する。

　攻こう防ぼうは一進一退だった。

　竜士が近付けば近付くだけ《ローゼンガルテン》の攻こう撃げきは激化する。ルートを確保しきれないと判断すれば、レイヤは一度竜士の退路を作ってから、また新たな角度からのアプローチを試みる。

　竜士はレイヤの意図を俊しゆん敏びんに汲くんで、間ま違ちがっても自らレイヤの的になるような飛び方はしない。

　彼女が作る道を違たがえることなく飛ぶ。

　──本当に、今日初めて一緒に戦ってるんだっけ……？

　レイヤがそう思うほどに、竜士と息が合った。

　しかし、均きん衡こうが崩くずれるのは一いつ瞬しゆんだった。

　皐月がいる方へと逸それて飛んでいく鋼鉄槍トーン・パイルを、ウェポンラックに刺ささったままの対物ライフルが精密な射しや撃げきで撃ち落とす。

　さらに竜士のルートを確保し、自分の身をも守るレイヤの視界の片かた隅すみに、ふっと何かが映った。

「──あ」

　自分たちが来るよりも早く衣良華に敗れ、花畑の中で気を失っていた三人の守衛委員。

「あいつらのこと、忘れてたっ！」

　そうと気づいた瞬間、ちょうど砂すな浜はまに倒れた三人のうちの一人の上に、白銀の槍が落ちていくところだった。

「くっそ！」

　拳けん銃じゆうの銃弾でそれを弾はじく。

　同時に、マリアめがけて伸のびる金属鞭を荷か電でん粒りゆう子し砲ほうで撃った。

　反射神経が悲鳴を上げる。

　狙ねらい澄すましたかのように、今度はレイヤ自身に向かって槍の雨が降り注いだ。

　──右のガトリングで撃ち落とせる？　でも、これを使ったら、竜士あいつが……！

　刹せつ那なの躊ちゆう躇ちよ。

　幾条もの鋼鉄槍が《バーストソレイル》の右副腕、推進ユニット、左ひだり脚きやく部ぶと次々に貫つらぬいていく。

「──やば」

　強きよう烈れつな衝しよう撃げき──そのまま地面へと叩たたきつけられるレイヤ。

　柔やわらかな砂と安定化領域ＢＩＳフイールドのおかげで意識を失うことはなかったが、動きを止めるには充じゆう分ぶんだった。

　倒れた《バーストソレイル》の中央、レイヤを射貫く槍やりが発射される。

「レイヤッ」

　背部リアユニットのバーニアを全開にして、竜士が全速力で落ちてくる。

「まにあえぇぇぇっ！」

　その速度は放たれた槍の速さを超こえた。

　地面に仰あお向むけに倒れるレイヤに覆い被かぶさるように竜士は着地し、鋼鉄槍を背中で受け止めた。

「──ぐぅ！」

　白銀の槍は、背部リアユニットを貫かん通つうして、右の脇わき腹ばらを抉えぐり地面に突つき刺さった。

「りゅーにぃっ！」

　その光景を離れたところから見ていた皐月が悲鳴を上げる。

「大だい丈じよう夫ぶ、か……？」

　竜士はレイヤにそう尋たずねた。

　熱い何かが、レイヤの頰ほおをぬらした。

　指で触ふれてみると、赤い。

「あんた、人の心配してる場合じゃないでしょ……」

　声が震ふるえた。

　竜士を覆う機甲が、緑色の光の粒りゆう子しへと還元されていく。竜士の背部リアユニットを貫いた槍は、その第二の脊髄も破壊したのだろう。

「大丈夫、こんなんじゃ死なねぇよ」

　重なり合ったレイヤと竜士めがけてさらに何本もの槍が放たれる。

　竜士の肩かた越ごしにそれを認めたレイヤは、竜士を胸に抱だき寄せながら、ありったけの銃弾でそれを撃うち落とす。

「バカ……なにかっこつけてんのよ……」

「仲間だからな……もう誰だれも見捨てない……守るって決めてるんだ」

「そんなこと言って自分が死んじゃったら、どうすんのよ」

「死なないよ俺は」

　鋼鉄槍を撃ち落とす銃じゆう声せいが響ひびき渡わたる中、竜士とレイヤはお互たがいに聞こえるように囁ささやき合った。

「どうすんのよ、あんたの機甲ギア壊こわれちゃって……《バーストソレイル》の弾たまはまだちょっと保もつけど、私一人じゃあれ止められないじゃない……」

「方法はなくもない……使いたくなかったんだけどな」

　竜士はそう言って、苦々しい顔をした。

「昼間、皐月がリンクした時のこと、覚えてるだろ？」

　すぐに思い当たって、レイヤはうなずいた。

　あの波に押しつぶされそうになった時、機甲を展開していないにもかかわらず竜士が発揮した、加速の力。

「あれは……俺の身体からだの中にある《系統樹の根ルーツ》……《竜りゆう珠じゆ》の力だ……」

「身体の中に、《系統樹の根ルーツ》って……」

「噂うわさで聞いたことないか？　夜刀野会で死亡した十三人の子ども……Δデルタシリーズって」

「死んだんじゃないの？　それだけは間違いないって……」

「その存在を隠いん蔽ぺいするために、死亡扱あつかいになったんだ……日本海かい溝こうで見つかった竜の全身骨格をなした魔杖……その中から取り出された十三本の《系統樹の根ルーツ》……それを身体に埋うめ込まれた、十三人の、生ける魔杖……竜魔杖ドラグケイン」

「あんたがその一人……？」

「さっきの見えない敵もそうだぜ？　脇腹の皮下脂し肪ぼうの下に《竜りゆう鱗りん》を埋め込まれたΔシリーズの№３、臥竜だ」

「そんな……」

　レイヤは絶句した。

　それでは竜士は、かつての仲間と刃やいばを交えたということになるのか。

「潜せん入にゆうって言われて、もしかしたらあいつがいるんじゃないかって頭の片隅で思ってた……臥竜は体格さえあえば、好きなように容姿を変えることが出来るからな。こういうのはもってこいだ」

　皐月の超ちよう回復と同じ現代の科学では説明の出来ない、もはや魔ま法ほうとしか呼びようのない異能。

　負の系統樹の科学。

「竜士にも、同じような力があるの……？」

　竜士はうなずいた。

「俺の力は強化だ……他人の魔杖に込められた力を受け取り強化させる、竜の守り石……《竜珠Δアミユレツト》」

「アミュレット……お守り……？」

「その通りだ」

　不意に、上空から声がした。

　竜士とレイヤが見上げると、そこに桃もも色いろの金属の翼つばさを広げた七枷朱鷺夜がいた。

　巨きよ大だいな副ふく腕わんに、意識を失った三人の守衛委員を抱かかえた異形の機甲。その姿に、レイヤは目を見張った。

　まるで戦せん闘とう機きが首の付け根に突っ込んだようなシルエットで、その機首の部分から垂らされた金属の帯が、露ろ出しゆつの多いツーピースのＯＧスキンをまとった朱鷺夜を覆おおっている。

　コンダクター自身を守る気がないかのようなデザインだ。

　竜士は上体を起こし、呆あきれたような表情をした。

「お前……お前が来たんなら、俺が《Δアミュレット》の力を使わなくても、どうにかできるんじゃないか？」

「言ったろ、あたしはお前の成長が見たいからここに来たんだって。ほれ、この三人と、お前たちが事を済ませるまでの間、マリアと楠木も守っててやる。とっととぶちゅっとやっちまえ」

「ぶちゅ？」

　上体を起こしながら、レイヤが眉み間けんにしわを寄せる。

　竜士は視線を泳がせて、頭をかいた。

「あー……つまりだな……強化の力を使うには、だな。その相手と……ス、しなきゃいけないんだ……」

「は？　よく聞こえないんだけど」

「だから……キスをしなくちゃいけないんだ」

　首を傾かしげるレイヤ。

　話のつながりが見えないのであろうことは、竜士にもわかる。

「俺を魔杖として使うために、コンダクターがエンゲージをするには……キスが必要、なんです……」

　そこまで言って、ようやくレイヤは、竜士の言っている言葉の意味を理解した。

「……こ、こんな状じよう況きようで冗じよう談だん抜ぬかしたら、蜂はちの巣すにするわよっ」

「マジだ」

　そう言いながら、竜士は朱鷺夜を見上げた。朱鷺夜は皐月に当たりそうな槍を羽根形の手しゆ裏り剣けんで撃ち落としながら、いやらしい笑えみを浮うかべていた。

「竜士を魔杖として使うエンゲージだものなぁ……それに古今東西〝契けい約やく〟つったら、キスってルビを振ふるのが世の理ことわりみたいなものだろう」

「どこの世の理だ！」

「それは突っ込まんのがお約束だなぁ」

「ふざけんな！」

　ぎゃーぎゃーとわめく竜士と朱鷺夜。その二人の姿を見て、どこにもウソや冗じよう談だんはないのだと、レイヤは悟さとった。

「……き、キス……」

　正面の竜士を見つめる。

　──こ、こいつと……？

　そう思った途と端たん、頰が一気に紅潮した。

「クソ……なんだってこんなこと……」

　竜士は唇くちびるを嚙かみ砂の地面を殴なぐった。その仕草に、レイヤはカチンとくる。

「こ、こんなことってどーいう意味よ。わ、私とキスするのがそんな嫌いやなわけ⁉」

「そうじゃなくてだなっ！　ああもうくそ……じゃあ逆に聞くけど、お前は俺なんかとキスするのが嫌じゃないのか？　おまけにこんな状況で、やる以外に選せん択たく肢しがなさそうなんて流される形でさ！」

　竜士は真面まじ目めな瞳ひとみでレイヤを見つめていた。

　その目に不誠実さは感じなかった。

　本気で思っているんだろう。

　自分とキスをしたい女の子などいないとか、こんな状況に切せつ迫ぱくされてやるキスは間ま違ちがっているとか。

「べ、別に、いいわよ……」

「へ？」

「その、他ほかに方法がないみたいだし……早くしないとあのバカ学園を襲おそいかねないし……助けられなかったら後味も悪いし……うん、その、まぁ……初めてですけど……」

「……は？」

　ごにょごにょと告げるレイヤに竜士は耳を疑う。

「だ、だからっ！　べ、別にいいって言ってるのよ、あん──」

　……あん──？

　その先、自分がなにを言おうとしたのかを悟り、レイヤは耳まで真っ赤にした。

　──あんたなら。

　たぶん自分は、そう言おうとした。

「あん……？」


「あんちくしょ────────────────────────────っっ‼」



　そう叫さけぶや、レイヤは竜士の胸むなぐらを摑つかむと一気に引き寄せた。

　唇と唇が、ぶつかるように重なる。

　温かい柔やわらかな感かん触しよく。

　完全に虚きよを衝つかれた竜士は、しかしすぐさま右の眼がん孔こうの奥、第二のまぶたを開くようなイメージで《竜珠Δアミユレツト》を発動させた。




「──ちょ、なにやってるのっ！」
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　同刻、楠木皐月は悲鳴にも近い声をあげていた。

　マリアが眠ねむるＣＳ装置ユニツトにしがみついて震えていたら、竜士がレイヤを庇かばい傷ついて、朱鷺夜が現れて、レイヤが竜士にキスしてしまった……ように見えた。

　なにかが、竜士の顔のあたりでまばゆく光り、二人の姿はすぐに機甲展開リブートの緑色の光の中へと消えてしまった。

　なにが起こっているんだろうか。

　通常の展開リブートではないことは、素人しろうとである皐月にも分かった。

　螺ら旋せんを描えがく緑色の朧おぼろ気げな光に浮かび上がる、黄金の記号。

「三角形……？」

　金色の三角形がいくつも、緑の光の竜たつ巻まきの中に浮かび上がっている。

　やがて、光が弾はじける。

　そこに、完成していたのは──




「あ、れ……？」

　レイヤは、自分の《バーストソレイル》の展開リブートが解けているのに気づいた。

　代わりに、竜士が機甲をまとっている。

　ガラス質の漆しつ黒こくの装そう甲こう。

　緑色の輝かがやきを装甲の隙すき間まから発し、巨大な副腕を生やした背部リアユニット。

　右目の周囲を覆うマスク。

　胸にはエメラルドのような光こう沢たくを持つ宝玉が煌きらめく。

　武装らしい武装は見受けられないが、禍まが々まがしさと神こう々ごうしさを併あわせ持った壮そう烈れつな姿にレイヤは目を奪うばわれる。

　──一つ目の竜。

　そんな表現が、レイヤの脳のう裏りに浮かぶ。

「それが竜士の本当の機甲……《Δアミュレット》なの？」

「ああ」

　竜士は首を縦に振った。

「《Δアミュレット》の強化の力は二通りある。他者の強化と自身の強化……同時に二つを使えないのが難点でな、ここは俺に任せろ」

「え？」

「《Δブラッド》は《Δアミュレット》が……俺がいたせいで生み出されたものだからな。俺がやらなきゃダメなんだ」

「竜士……」

「じゃあ、ちょっと行ってくるな」

《Δアミュレット》をまとった竜士が、ひょいと飛び上がる。

　三角形の光の盾たてを周囲に従え、緑色の光の粒りゆう子しの尾おを引きながら、そのまま夜空に浮かぶあの巨大なバラを手に摑んでしまいそうな軽かろやかさ。

　まるで、絵本に出てくる妖よう精せいだ。

「あれが、Δシリーズ……？」

「その中でもあいつは特別さ。ヒトと他の生命とが一体となったコンダクターの想像力の化け身しんたる機甲を強化し、それによって自分自身も強化する……奇き跡せきによって信しん仰こう者を勇気づけ、信仰を集めることで自身の影えい響きよう力をも肥大化してきた神というシステムそのものだ」

　飛び上がる竜士を朱鷺夜はほれぼれと見上げる。

「想像力の化身って……機甲は、人間が想像するだけでデザインできるほど簡単なものじゃないわ」

　それはたとえば、何兆ピースにも及およぶ、しかも完成図のないジグソーパズルを組み立てるようなものだった。

　嚙み合うピースとピースを解読し、砂すな粒つぶよりも小さな微び粒りゆう子しをつなぎ合わせ、こね上げて新たな姿すがた形かたちを生み出す作業。

　棍こん棒ぼうのような原理の単純な構造物はすぐに生み出せるが、銃じゆうのような複雑な形状のモノを生み出すには、人が剣けんから銃へと持ち替かえた歴史を辿たどるかのごとき、相当量の根気を要することになる。

「そうだな。しかし《バーストソレイル》はやはり、君が生み出デザインしたものだ。そして機甲はどこまでいっても、人間を受けいれる器うつわの形を崩くずすことはない。確かに魔杖は生きている。脊せき髄ずいを持っている。しかし脳みそは人間にゆだね、自分たちは道具であることに徹てつしている……代わりに、人間の原初的プリミテイブな本能を呼び起こしながら」

　機甲は、その形でコミュニケーションをする。

　魔杖は生きているが、いつだって人間に合わせ、人間ありきの形状を取ってきた。

「やがてあいつは、すべての《系統樹の枝》の力を、取り込んでいく。すべての生物の可能性を内包する新たな創世の大樹になる」

「……竜士があんなにまであんたを嫌きらう意味が、分かった気がするわ」

「好かれるために自分を曲げる必要性は感じない。構わないよ。あたしはあたしだ。今さら、寂さびしさを感じることもない……」

　朱鷺夜もレイヤも、それ以上の言葉を交かわすことはなかった。

　二人の視線は、巨きよ大だいな一輪の青薔薇となった《ローゼンガルテン》に対たい峙じする竜士に向けられる。




　降り注ぐ銀の鋼鉄槍トーン・パイルを、一ひと薙なぎで森も平らにしてしまいそうな鋼鉄鞭ローズウイツプを、竜士は空を昇のぼる稲いな妻ずまのごとく、ジグザグに飛びながら躱かわす。

「レイヤ、力を借りるな……！」

　右目の奥──《Δアミュレット》が記録した《バーストソレイル》のデータを解放する。

「──？」

　ふと、妙みような違い和わ感かんがあった。

　不完全だ。

　レイヤは一流のコンダクターであるのに、彼女が纏まとっていた《バーストソレイル》のデータに欠損がある。

　しかし、その理由を深く考えている余よ裕ゆうはなかった。

　とにかく今は、衣良華を止めることが先決だ。

　猫科フエリスに属する十八属三十七種の生命の血脈が、竜の体内を走る。

　レイヤが作り出した《バーストソレイル》の数々の銃じゆう火か器きの技術を神じん代だいの科学がさらに鍛きたえ上げていく。

　生物であり、機械。

　科学であり、魔ま法ほう。




「レイヤ風に言うなら、《Δデルタアミュレット》──モード・バーストってところか？」




　三角形の光の盾を従えた、漆黒の獅し子し竜りゆう。

　細部は《Δアミュレット》と変わりないが、背部リアユニットにはレイヤと同じく何本もの銃火器を背負い、巨大な副ふく腕わんも二本の長大なカノン砲ほうへと形を変えている。

　そしてその胸には、《Δアミュレット》の守り石を象しよう徴ちようする宝玉を咥くわえた、黒きライオンの頭。

「行くぞっ」

　肩かたと背部リアユニットとに装備された銃じゆう器きを展開。

　一いつ斉せい放射で竜士に向かい数で迫せまってくる鋼鉄槍と鋼鉄鞭をことごとく撃うち落とす。

　銃じゆう口こうから放たれる一いち条じようの光の矢。

　ガトリング砲から次々と吐はき出される光こう弾だんの嵐あらし──




「レーザーカノンにビームガトリング砲？　あんなの私の《バーストソレイル》になかった！」

　その光景を朱鷺夜から借りた双そう眼がん鏡きようで眺ながめていたレイヤが声をあげる。

　なかった、というよりは──完成するまでにあと五年はかかると、姫神学園の地下にあるナユタに診しん断だんされた。

　竜士は今、レイヤの頭の中にしかなかった武器を、その肩に担かついで戦っている。

「強化って、こういうこと……」

　竜士は《ローゼンガルテン》の攻こう撃げきをかいくぐり一定の距きよ離りまで近付くと、その左副腕に装備されたレーザーカノンを切り離はなし、右副腕のビームガトリングに直列に連結させた。

「私の《オービトラル・バスター》！」

『いちいち恥はずかしい名前を叫さけぶなっ！』

　インカム越ごしに聞こえていたらしい。竜士の声がレイヤの耳に届いた。

「なによ、名前は大事なんだから。それにその武器、私が考えたとおりなら音声認にん識しきよ」

『なにぃっ！』




　竜士は連結させ、二メートル近くになった長大なカノン砲ほうの引き金を試しに引いてみるものの、確かにうんともすんとも言わない。

「なんてものを考えてやがんだ……！」

『いい？　カッコよくよ？　カッコよく叫びなさい。その胸のライオンに恥じないくらいに』

　耳に届くレイヤの弾はずんだ声。

『カッコよく叫べたら……そうね。その……さっきのこともまぁ、情状酌しやく量りようの余地がないかどうか、考えてあげなくもないわ』

「はぁ……」

　キスのことを持ち出され、竜士はため息をついた。

　──お前からしてきたんだろう。

　とは、口が裂さけても言えない。

　自分のこんな身体からだのせいで、確かにレイヤは大切なものを失ったのだ。

　──うん、その、まぁ……初めてですけど……

　小さな声だったけど、聞こえていた。

　俯うつむきながらもそう告げるレイヤを、不覚にも可愛かわいいと思った。良心が咎とがめる一方で、レイヤがキスしてくれたことを、嬉うれしいと思っている竜士がいた。

「……悪いけど、通信は切らしてもらうな」

『は？』

「……《オービトラル・バスター》！」

　インカムのスイッチを切ると、竜士は高らかに叫びその引き金を引く。

　後部ビームガトリング砲の束ねられた砲身が回転し、前方のレーザーカノンにエネルギーが収束を始めた。

　レーザーカノンとの前端部分ではまるでライオンの鬣たてがみの如ごとく放熱板が開き、黄金の輝かがやきを放つ。

　銃口より飛びだしたのは、薄うす桃もも色いろに光り輝くレーザーブレード。

「衣良華っ！」

《Δアミュレット》の倍はあろう光の刃やいばを、感かん触しよくを確かめるように振ふり回してから、《ローゼンガルテン》に向かい突とつ進しんしていく。

　衣良華にどれだけ意識が残っているのか、《ローゼンガルテン》の攻撃は、完全に竜士一人に集中していた。

　風が質量を得たかのごとき猛もう攻こう。

　竜士は、再び稲妻のごとくジグザグに飛びながら、展開した背部リアユニットの銃器で槍を撃ち落とし、迫り来る鋼鉄鞭をレーザーブレードで断たち切った。

　三角形の光の盾を斥せつ候こうとし、緑色の光の軌き跡せきを夜空に描えがきながら、竜士は青い薔薇の花の直上に躍おどり出る。

　金属の青い花弁の中央、いまや薔薇の王とでも表現すべき衣良華啓人が、その下半身を花の中に埋うずめていた。

「ゲームオーバーだっ！」

　竜士は刃を振り下ろす。

　薄桃色に燃え上がる光の剣は、巨大な花を両断し──




　夜空に咲さいた妖よう花かが散っていく。

　それは地上から見ても鮮せん烈れつな光景だった。

　金属の青い花弁は粉々に砕くだけながら、夜空にきらめいていた。

　やがてその薄うす青あおく輝く金きん属ぞく片へんは、緑色の光の粒りゆう子しへと還かん元げんされ消えていく。

　第二の脊髄が断ち切られた証あかしであろう。

「──竜士」

　一番にその影かげに気づいたのは、姫神レイヤだった。

　淡あわい緑色の光を背負い影を落としながら、八戸埜竜士がこちらに向かってくる。

　その肩には竜士よりも一回り大きな男を、衣良華啓人を担いでいる。

《Δアミュレット》の胸部を飾る獅子の頭部が、勝ちどきの咆吼ウオークライを響き渡らせた。







　エピローグ







　事件から半日が経過した木曜日の午後。

　傷きずも完治した八や戸と埜の竜りゆう士しは、姫ひめ神がみ姉妹と楠くすの木き皐さ月つき、仙せん道どう舞まい夏かの四人に囲まれて生徒会室にいた。

「すでに七なな枷かせ咲さく夜やさまから、事件の経過はお聞きになってますか？」

　舞夏が持ってきてくれた麦茶を一口飲んで、竜士はうなずいた。

　衣い良ら華か啓けい人とが夜や刀と野の会かい残党に協力している「七人の支援者サポーター」の証言を残して捕つかまり、また未登録の《系統樹の根ルーツ》が皐月の体内にあると分かり、ひとまず事態の整理が図はかられることとなった。

　執しつ行こう部ぶによって姫神マリアにかけられた嫌けん疑ぎも、彼女が目覚めるまでは追つい及きゆうしないことになり、とにかくすべてが、一週間後の彼女の覚かく醒せいを待つことになっている。

　その間、衣良華の取り調べも続けられるが、彼は「すでに知っていることはすべて話した」と言うだけだった。

　竜士はそれを、事実だろうと思った。

　衣良華が姫神マリアを憎にくむ気持ちは、竜士が七枷朱鷺とき夜やに抱いだく心情に似ている。

　いやおそらく、もっとひどい。

　衣良華は本当に、姫神マリアへの復ふく讐しゆうを考えていたんだろう。

　ただ、「君のためでもある」とレイヤに向かって告げた言葉の意味は分からず、そのことを姫神姉妹に尋たずねることも、竜士は出来なかった。

　──大体、レイヤはあの時、意味が分からない、と言ってたしな……

　姫神マリアの人となりは知らない。

　それはおそらく家族の問題だ……自分が首を突つっ込むことではない。

　夜刀野会の残党があのタイミングでマリアを衣良華に襲おそわせることにどんな思惑おもわくがあったのかも分からないままだが、それらの疑問もマリアの覚醒で解けるだろうと漠ばく然ぜんと考えることにしていた。

　それから事件の収しゆう拾しゆうに部外者であるダアトの七枷咲夜までもが関かん与よし、ベルカとともに竜士の身の潔白を証明するために尽じん力りよくした。

《系統樹の根ルーツ》を宿した皐月を守りきった功績から、なんとか信用を勝ち得ることができたらしい。




「とにかく、今回は竜士さんにお世話になりました。改めてお礼を申し上げさせていただきます」

　ベルカはそう言って、深々と竜士に頭を下げた。

　ひとまずこれで、《系統樹の根ルーツ》を発見し、ベルカたちから依い頼らいされたマリアの救助までを完かん遂すいしたことになる。

　とはいえ、姫神学園には依い然ぜん夜刀野会の残党がおり、彼らの支援者がまだ六人もいると言う。

　昼に行われた執行部会の会合でダアトの正規の介かい入にゆうも認められ、竜士はこのまま姫神学園に残り、皐月の護衛を任されることになった。

　──まだこの学園のどこかに臥が竜りゆうがいる……

　皐月の護衛を快かい諾だくした竜士は、かつての仲間の言葉を思い浮うかべる。

　──姫神レイヤには、気をつけろ。

　一体、どういう意味だったのだろうか。

「ところで、竜士さん」

　不意にベルカが満面の笑えみを竜士に向けた。彼女は「一つ、お尋ねしたいことがあるのですが」と一枚の報告書を机の上に出した。

　それを見たレイヤは、ギクリと肩をこわばらせる。

「レイヤちゃんからいただいた昨晩の戦せん闘とうの報告書なのですが、一部記述に曖あい昧まいな部分がありまして……Δデルタシリーズの竜士さんを魔杖タクトとして使し役えきするためにエンゲージするというのは、具体的にどうすることなんでしょうか？」

　小首を傾かしげ尋ねるベルカに、竜士は全身を硬こう直ちよくさせた。

　レイヤは口を横一文字に引き結んで、居い心地ごこち悪そうにそっぽを向いている。

「あ！」

　そして、皐月が何か思い出したように声をあげ竜士につかみかかった。

「そーだりゅーにぃ、あの時レイヤちゃんになにしたのっ！」

「なにって……いやその」

「楠木さん、なにを見たのか詳くわしく教えていただけますでしょうか？」

「ええと──もがっ！」

　ベルカの隣となりに座っていたはずのレイヤがいつの間にか皐月の背後に立ち、その口をふさいでいた。

「皐月、ちょっとあっちで二人で話しましょうか？」

「ふぇ！　ひょ？　らり、れいりゃひゃん……！」

　皐月の口をふさいだまま、レイヤは彼女を引きずって部屋の外へと出て行く。出て行く時にレイヤは「絶対に言うな」というアイコンタクトを送り、竜士も小さくうなずいた。バタンと生徒会室の扉とびらが閉まると、ベルカが口もとに手を当てて笑い出した。

「なにが、おかしいんです……？」

「いえ。実は竜士さんがレイヤちゃんに何をしたのかは舞夏ちゃんから聞いて知っているんです。あの子が報告書で誤ご魔ま化かしたから、ついからかってみたくなって……」

「な……！」

　そう言われて、竜士はずっと無線の回線がつながりっぱなしであったのを思いだした。

　部屋の隅すみにちょこんと立っている舞夏を睨にらむと、彼女はぺこりと頭を下げた。

「すみません。伝えないわけにはいかず……」

「いや……お前が謝ることじゃない。不注意だったのは俺の方だ……」

　竜士はガックリとうなだれながら告げた。

「しかし、《竜珠Δアミユレツト》ですか……他者と自身の相乗強化……信しん仰こう者を勇気づける神の奇き跡せき……なかなか興味深いものですね」

　不意にベルカは、うなだれる竜士の横に腰こしを下ろした。

「な、何ですかいきなり……！」

　突とつ然ぜんベルカの美び貌ぼうに覗のぞき込まれた竜士は、戸と惑まどいを覚え後じさる。

「いえ……やっぱり気になるじゃないですか。私の《伏ふせ姫ひめ》が竜士さんの力で強化されたとしたら、どのような姿になるのか……」

「いや、そりゃまずいでしょう。機甲ギアはコンダクターとペアで運用されるものですが、その所有権は組織に帰属するわけで、ほいほいとそのデータを俺に渡わたしちゃあ──」

「それを言うのでしたら、竜士さん、我々から勝手に《バーストソレイル》のデータを持ち出した責任はどのようにとられるおつもりですか？」

「うぐ……」

「いっそこのまま、ダアトを抜ぬけて私たちの学園に転校してきますか？　決して、悪いようにはしませんので」

　言いながら、ベルカは竜士に身を寄せ、ゆっくりと顔を近づけてくる。ピンク色の唇くちびるが眼前にまで迫せまり、竜士は部屋の隅っこに立つ舞夏に助けを求めた。

「ちょ、仙道──」

「ドキドキ……」

　頰ほおを染めながらこちらを凝ぎよう視しし、舞夏はまったく動く気配がなかった。

　その時、再び生徒会室の扉が開く。

「ね、ねぇ……よくよく考えてみたらあの時って舞夏と回線が──」

　姉に茶ちや化かされているのではないかと気づき、戸惑いとともに戻もどって来たレイヤの顔から表情がなくなるのはすぐだった。

　二つの赤い瞳ひとみは、竜士と、竜士に寄り添そうベルカに釘くぎ付づけになる。

「あ、あん──っ！」

「りゅーにぃ……」

　レイヤの背後から顔を出した皐月もその惨さん状じように口を手で覆おおった。

「あんたやっぱり……女の子なら誰だれでもいいんでしょ……」

「ち、ちが──違ちがうんだ……！」

「問答無用よ……この、女の敵が……！」

　レイヤは幽ゆう鬼きのごとくゆっくりした足取りで竜士の下もとへと歩み寄り、その手を振ふり上げる。

　昨晩の戦闘が夢ではないかと思えるほどのどかな木曜日の午後であった。

　生徒会室に、盛大な平手打ちの音が響ひびき渡る。





了









　あとがき







　スニーカー文庫では初めまして、早は矢や塚づかかつやと申します。

　カバーソデにも書きましたが、当初この企き画かくは『魔杖を使って召しよう喚かん獣じゆうを使し役えきする現代ファンタジー』だったのです。が、Ｍ丘編集長の「ＳＦっぽいスメルのもの」という一言でいつの間にか『魔法×メカ×美少女』へと変へん貌ぼうを遂とげていました。

　デビュー当時、ＳＦの『え』の字も言おうものなら編集さんにしょっぱい顔をされたことを思うと、ライトノベル業界も徐じよ々じよに変化しています。十年後は一体どうなってるのか。

　変化と言えば、私事になりますが、ようやく就職が決まりました。就活を始める頃ころに「君たちは七十回は自分を否定される」と言われガチでそうなりました（いやもっと多い）。現在就活中の方々は、厳しい状じよう況きようが続いておりますが自身を追い詰つめぬ程度に頑がん張ばってください。そのうち『就活黙もく示し録ろく～WORKING OF THE DEAD～』とか書きたいな……

　以下、謝辞を。カッチョいいイラストを描かいてくださったＩｓＩＩさん、担当のＹ口さん、その他ほかこの本に関かかわってくださったすべての方々に感謝を。

　この本を手に取ってくれたみなさまのひとときが素す敵てきなものとなるよう祈いのりつつ。


二〇一三年　一月　　
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